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　痛いほどの、深い沈黙。

　端正な顔の向こう側にある、グレージュの天井。

　背中に感じる、質のいいベッドのマットレス。

　呼気に混じった、アルコールの名残。

　馴染みのない、香水の匂い。

　津つ村むら衣え梨り奈なの五感が収集してくる情報は、今はどうでもいいものばかりだった。

「さっきの質問に答える気はない？」

　沈黙を守るかのような衣梨奈に、楢なら崎さき優ゆう大だいがたしなめるような声音を零した。どこか苛立ちを覗かせ、それでいてほんの少しの切なさを孕ませたように。

　真っ直ぐな彼の瞳は、あの頃と変わらないようでいてなにかが違う。懐かしさとともに込み上げるものの正体がわからないまま、衣梨奈は胸が締めつけられる感覚に戸惑った。

「言いたくないならそれでもいい。……身体に訊くから」

　動揺でいっぱいの衣梨奈の頬に、おもむろに優大の手が添えられた。

　鼓動が、大きく跳ね上がる。あの頃と変わらない反応を見せる心は、まるでパブロフの犬のように従順に彼に囚われていく。

（だめ……ッ！　早く、言わなきゃ……）

　ほんの一言、『やめて』と紡げばいい。『だめ』でも『放して』でも、なんでもいい。

　なにかひとつ拒絶の言葉を返せば、優しい彼ならきっと無理強いなんてしない。

　それをわかっているはずなのに、衣梨奈は結んだままの唇を解けない。口を開けば、喉の奥の熱が零れ出してしまいそうで怖かった。

「無言はＹＥＳと捉えるけど」

　落ち着いた口調に孕まれた強さは、逃がさないとでも言っているようだった。

　頭の中では拒絶の言葉が回っているのに、どれも上手く声にできない。

　そんな衣梨奈の心情なんて知らないとばかりに、優大が口元だけで笑みを浮かべる。

　トクン、と音を立てた衣梨奈の鼓動が騒ぎ出す。つい、目を伏せてしまった。

　刹那、頬に添えられていた彼の骨張った手がするりと滑り、衣梨奈の顎をそっと押し上げた。それは、あの頃と同じ、優しさを携えた少しだけ強引な手つきだった。

「……っ」

　長いまつげが影を落とした優大の顔が、そっと近づいてくる。

　呼吸すらも忘れた衣梨奈は、彼の瞳に吸い込まれてしまいそうで、思わず瞼をギュッと閉じた。そのまま唇に柔らかな温もりが触れ、懐かしい感触に胸が詰まった。

　優しく労わるようなくちづけに泣きたくなったのは、過去に積み重ねた優大との思い出が鮮明に蘇ってきたから。

　五年以上も前に別れた彼とのキスなんて、もう忘れたはずだった。けれど、身体はその体温や感触を覚えていた。呆れてしまうくらい、鮮明に……。

　拒絶するには幸せな記憶があまりにも多過ぎて、身体は逃げ方を知らないとでも言うかのように静止してしまった。

　たった一度のキスで、理性が堕ちていく。

　揺れ続けていた心が戦慄き、胸の奥がきゅうっと締めつけられる。

　逃げ場を失った言い訳を探しながら、優大の唇を受け入れて。衣梨奈は、大きな戸惑いの中で、過去に覚えた幸福感に包まれていた。

「衣梨奈」

　甘い声で、名前を呼ばれて。

「ほら、口開けて？」

　甘やかすような囁きが、耳朶に触れて。

「いい子だ」

　おずおずと言われた通りにしてみれば、彼が記憶の中と同じようにふわりと微笑んだ。

　アルコールのせいで酩酊感を抱いていた脳が、宙に浮いたようにクラリと揺れる。心が搦め捕られたと気づいたときには、もう後戻りできないと理解していた。

　自ら開いた唇の隙間から、優大の舌が入ってくる。そのまま熱い塊が衣梨奈の舌を探り、数秒も経たずに難なく捕まえられ、ゆっくりと纏わりついてきた。

　ねっとりと、けれど微かな優しさを感じるような、湿ったキス。

　艶を纏った呼吸はどちらのものかわからず、拒絶の言葉は相変わらず衣梨奈の頭の中にあるのに、漏れ出るのは甘えたような吐息だけ。

　互いの呼気に混じったアルコールの匂いが、唾液とともにゆっくりと混ざり合う。

　ベッドの上に放り出したままだった手に、節くれだった指が絡められていく。ギュッと握られれば、優大と愛し合っていた頃の情事のようで切なさが胸を突き上げた。

　衣梨奈と彼の関係が戻ることは、もうない。淡い期待さえもできないほど、衣梨奈はそう確信している。

　だからこそ、拒絶しなければいけないのに……。心は優大に揺さぶられ、身体は甘い熱に震え始めていた。

　彼が衣梨奈の太ももをそっとなぞり、ゆったりとした動きで撫で回していく。裾が開けたドレスは、まるで骨張った手を歓迎するかのようだった。

「抵抗、しないんだな？　もしかして、こうされることを望んでた？」

「そういうわけじゃ……」

「ああ……俺がなにもしないとでも思ってた？　言っておくけど、答えないならこの先もするよ？」

　眇めた優大の目が、衣梨奈を射抜く。熱に侵されたような彼の眼差しは、心ごと捕らえて放してはくれない。

　衣梨奈は息を呑み、優大を見つめる瞳は動揺に揺れていた。

　今さら、心をかき乱さないでほしい。ようやく、彼のことを吹っ切れそうなのだから。

　こうなって改めて、嫌というほどに思い知らされた。ずっと前に進めないままでいたのは衣梨奈だけで、優大は簡単にこんなことができてしまうんだ、と。

　別れを告げたのは衣梨奈だったが、いつまでも胸の奥で燻ぶっていた彼への恋情が哀れに思えてしまう。

　やるせなさに唇を噛みしめたとき、意地っ張りな性格が顔を出した。

「別に……こういうことは、初めてじゃないし……」

　優大には、もう何度も抱かれた。それこそ、数え切れないほど抱き合った。

　ただ、それが五年以上も前の話――というだけのこと。

　こんなことになってしまったのなら、いっそ酔いに任せて最後に一度だけ彼に抱かれれば、自分の中に残っている一縷の感情を断ち切れるかもしれない。

　衣梨奈を見下ろしていた優大の瞳に、陰りが落ちる。その表情の意味を理解できずにいると、彼が口元だけで冷たく笑った。

「じゃあ、いいよな？」

「んぅっ……！」

　答える間も与えられずに唇を奪われ、舌をきつく搦め捕られてしまう。激しいキスは呼吸すら奪っていくようで、繋がれたままの手に力がこもる。

　衣梨奈の太ももに置かれていた手が再びうごめき、剥き出しになった肌を性急に撫でた。

　絡んでいた指が解け、優大の右手が衣梨奈の大きな胸を優しく掴む。

　どこか荒々しいくちづけとは裏腹に、豊満な双丘は愛でるように触れられて。内ももに滑り込んだ指は、衣梨奈をからかうように肌を甘く引っ掻く。

　何度も抱かれた相手なのに、こんなやり方に覚えはない。

　瞳に覗かせる雄の欲望は、あの頃よりもずっと色香に満ちていて、まるで知らない男性の腕の中にいるような気になった。

　優大が繰り出す激情に飲み込まれていく衣梨奈は、本能と理性がバラバラになるのを感じながら、彼が纏う嗅ぎ慣れない香りを大きく吸い込んだ――。






一








　定時を過ぎたオフィスからは、少しずつ人が減っていく。

　全国に店舗を持つファミレスグループ、『ファミリーイート』。優良企業として就活生に人気を誇るだけあり、残業は少なく、待遇もそれなりに恵まれている。

　社員のみならず、ここの営業二課で事務員として働いている派遣社員の衣梨奈にとっても、とても居心地の好い職場だ。

「お先に失礼いたします」

　衣梨奈は、自身に課せられた業務を終え、同僚たちに挨拶をしてから会社を後にした。

　十二月のカラフルな街を歩く人々は、どこか浮足立っているように見える。

　独身で恋人もいない衣梨奈にはあまり関係のないイベントだとしても、毎年クリスマスの前後は寒さもあいまってか、アンニュイな感情を抱いてしまう。

　長らく恋人がいないことに、人並みには危機感を覚えている。同年代の女性社員の半分くらいが結婚していることに焦りはあるし、将来に対する漠然とした不安もある。

　一方で、衣梨奈は恋人が欲しいとはあまり思っていなかった。

　最後に恋人がいたのは、もう五年以上も前のこと。というよりも、そもそも衣梨奈が付き合った相手は、その男性だけである。

　つまり、二十七年間の人生で、恋人と呼べたのはそのひとりしかいない。

　身長が一五七センチの衣梨奈は、どこにでもいる普通の女性だ。

　地味な雰囲気ではあるが、母譲りの二重瞼の瞳は『綺麗だ』とよく言われる。少し低い鼻がコンプレックスではあるものの、元カレが『可愛い』と褒めてくれたおかげで、卑屈になるほど嫌にはならなかった。

　ヘアアイロンでワンカールにしているダークブラウンの髪は、鎖骨に触れる毛先まで艶がある。派遣社員ということもあり、オンの日は特に清潔感を意識していた。

　そんな衣梨奈は、周囲から恋人がいないことを不思議がられているが、当の本人は合コンにも婚活にも乗り気になれない。

　このままひとりで生きていく覚悟はなく、ぼんやりとした結婚願望はあるのに、どうにも恋愛には後ろ向きのまま今日まで来てしまったのだ。

　今の会社に派遣されてもうすぐ二年を迎えるが、合コンや婚活パーティーの誘い以外にも、他の部署の男性社員から口説かれたこともある。しかし、衣梨奈はすべてを平身低頭しっかりと断ってきた。

　タイプじゃなかった……というのも少しはあるが、なによりもプライベートを一緒に過ごしたいと思える人がいなかったからだ。贅沢な言い分だが、彼らの誘いの乗るくらいなら家で趣味の読書でもしていたかった。

　そういった理由もあり、同じ派遣会社から派遣されている同年代の同僚には『男嫌い？』なんて訊かれたこともあるほど、衣梨奈自身に浮いた話はない。

　周囲から見ても、衣梨奈の態度は男性を避けているように感じるのだろう。

　男性嫌いではないと笑顔で答えたが、あまり説得力はなかった気がする。

　電車に揺られながらそのときのことを思い出し、きっと誤解されたままだろうな、と心の中でひとりごちた。

　

　東京駅から地下鉄を乗り継いで、数駅。そこから徒歩七分。１ＤＫのアパートの二階が、衣梨奈だけの城だ。

　お世辞にも都会とは言えないローカル駅だが、駅前にある程よく寂れた商店街は物価が安く、スーパーやコンビニよりも気に入っている。近所にはドラッグストアもあり、生活面で困ることはない。

　築五十年になるアパートは十年前にリフォーム済みのため、外観も内装も申し分なく、少し狭いことを除けばなんの不満もなかった。

　来春でここに住んで丸三年になるが、ひとまず再来年の春までは離れるつもりはない。

　住めば都、とはよく言ったものだ。

　家具はできるだけ安価なものを選んだが、シンプルなデザインや落ち着いたカラーで統一することにこだわったため、全体的にすっきりとしている。

　パステルカラーのような可愛らしい感じのインテリアはほとんどなく、主に白やブラウン系のものが多い。家電は黒で揃えたこともあり、特にキッチンはシックな雰囲気である。

　冷凍しておいた雑穀米を電子レンジに放り込み、温まるまでの間に手作りの総菜をプレートに盛っていく。

　休日に纏めて作り置きをしているおかげで、平日の夕食は十分もあれば完成する。ひとり暮らしとともに始めた作り置きのレパートリーも、この三年で随分と増えた。

　温かいほうじ茶を注いだマグカップとともにそれをウッド調のローテーブルに置けば、いつも通りに夕食が完成した。

　静かな部屋で「いただきます」と手を合わせ、ワンプレートの夕食に箸をつける。食事の傍ら動画でも観ようとスマホを手にすると、メールが届いていた。

　普段のやり取りはメッセージアプリと電話ばかりで、メールアプリなんてほとんど使用することはない。しかも、差出人のメールアドレスは見覚えがないものだった。

　迷惑メールだろうか、と考えながらメールを開いたところで、一瞬息が止まる。同時に、右手に持っていた箸を落としてしまった。

【お元気ですか？　このたび、村むら岡おか兼けん造ぞうと入籍しました。来年の三月に結婚式を挙げるので、衣梨奈にもぜひ出席してほしいです。もしよければ、今の住所を教えてください】

　メールの送り主は、高校の同級生の中なか本もと早さ紀き。今は姓が変わり、メールの最後には【村岡早紀（旧姓　中本）】と記載されていた。

「そっか……。早紀と村岡くん、結婚したんだ……」

　衣梨奈の脳裏には当時の記憶が鮮明に蘇り、胸の奥からは懐かしさとともに切なさに似た感情が込み上げてきた。ふたりの姿を思い出し、羨望の情も芽生えた。

　あの頃の日々は、愛おしくて眩しいのに、泣きたくなるほどに胸が詰まる。

　早紀と兼造とは、大学時代によくダブルデートをした。衣梨奈の元カレである優大と衣梨奈の、四人で。

　高校三年の一学期から付き合い始めた早紀たちのことは、当時から知っていた。高校の卒業式の日から衣梨奈と付き合うことになった優大の親友が、兼造だったからだ。

　早紀とは高校では一度も同じクラスになることはなく、接点もあまりないまま卒業した。

　しかし、優大と兼造が同じ大学に進学したため、大学生になってからは四人で遊ぶようになり、そのうちに彼女とふたりでランチやショッピングに繰り出すようにもなった。

「懐かしいな……。四人で集まる前に早紀とふたりで買い物に行って、優大たちとの待ち合わせ時間に遅れたこともあったっけ……」

　当時、一番仲が良かった女友達は早紀だったし、彼女も衣梨奈を親友だと言っていた。

　ところが、衣梨奈が優大と別れたのを機に、早紀とも連絡を取らなくなった。

（それなのに、招待してくれるんだ……）

　高校時代の友人とは、もう誰とも会っていない。彼との別れを選択したあとは、ひとつの接点も残したくなくて、共通の友人たちとも連絡を絶った。

　衣梨奈自身、当時は色々な災難に見舞われ、友人と会う気になれなかったというのもある。

　優大も出席することは、訊かなくてもわかっていた。兼造の親友である彼は、早紀とも仲が良かったから、招待されていないはずがない。

　だからこそ、結婚式に出席することに対してためらいが芽生えた。

　きっと、優大以上に好きになれる人はいない。衣梨奈にとっての彼のような人は、もう現れないだろう。

（優大に会うのは、ちょっとだけ怖い……）

　これまで見ないふりをしていた気持ちが、途端に主張してくる。衣梨奈が恋愛に前向きになれないのは、たったひとりの元カレとの思い出が大きな後悔で終わっているからだ。

　けれど、いつまでも過去に囚われたままでいるわけにはいかない。

　早紀と兼造が結婚したように、優大はとっくに新しい恋をしているはずだし、もしかしたら結婚だってしているかもしれないのだから。

「いっそのこと、婚活でもしようかな」

　自嘲混じりに呟けば、それもいいかもしれない……と思えた。

　気乗りしないが、今の衣梨奈にはそれくらいの荒療治が必要なのかもしれない。それなら、新たな恋を始める前に彼に会い、しっかりと現実を見つめよう。

　いささか強引な考えだったものの、そう決意すれば心は幾分か軽くなった。

　衣梨奈は、冷蔵庫から取り出した缶酎ハイを半分ほどグビグビと呷ったあと、祝辞と住所を文章にしたためた。それから、最後に【連絡をくれて嬉しかった】とお礼を添えて。

　五分もせずに、早紀からの返事が届いた。その返信からは彼女の喜びが窺え、断らなくてよかったと小さな笑みが零れる。

　何度かやり取りをして電話番号を交換すると、すぐに早紀から電話がかかってきた。

『もしもし、衣梨奈？』

『うん……。早紀、久しぶり。連絡くれて嬉しかった』

『バカ……！　めちゃくちゃ心配したんだからね！』

　挨拶も早々に叱責が飛んできたが、彼女の口調はあの頃と変わらずに優しく、衣梨奈を責めるような言い方はしなかった。

　お祝いを告げるよりも先に事情を訊かれ、当時の一部始終を素直に打ち明けた。

　早紀に対してただ謝罪することしかできなかったが、彼女は複雑そうにしながらも理解を示し、『もう二度と音信不通にならないでね』と許してくれた。

　衣梨奈はただ感謝し、ようやくお祝いの言葉を伝えたあとは近況を報告し合った。

　突然のことに驚きはあったが、電話を切った直後には安堵混じりの笑みが零れていた。

　さきほどまでは、不安が大きかった。

　けれど、今は前向きな気持ちが勝り、早紀と兼造に直接会ってお祝いが言いたいと思う。

（どうせなら、とびきりおしゃれして行こう）

　優大に会うのは少しだけ怖いが、彼に恨まれていたとしてもそれはそれで諦めがつく。どう転んでも、衣梨奈にとってはなにかが変わる一日になるに違いない。

　まだ三ヶ月もあるのだから、きっと大丈夫。今から緊張しそうな心を深呼吸で落ち着かせたあとは、ひとまずドレスを新調しようと決めた。





＊　＊　＊






　うららかな春の日差しが降り注ぐ、三月中旬の土曜日。

　大安吉日の今日は、晴れの日にふさわしい青空が広がっている。

　村岡夫妻の結婚式に向かう衣梨奈は、トレンチコートの下にペールブルーのドレスを纏い、行きつけのヘアサロンでヘアセットをしてもらったところだ。

　そこから電車で三十分ほどかけて式場の最寄り駅に向かい、改札口を抜けた。

　新しい七センチヒールのパンプスは、踵の部分に施されたリボンが歩くたびに揺れる。

　一ヶ月前に購入したドレスは、肩回りにレースがあしらわれたミモレ丈のものを選んだため、ヘアサロンのスタッフに『上品で素敵です』と褒めてもらった。お世辞だとしても嬉しかったが、暖かい日和や華やかな装いに反し、衣梨奈の心は沈んでいた。

『今の会社との契約が今月いっぱいで切れることになりました』

　昨夜、派遣会社の担当者からかかってきた電話で、そう告げられてしまったのだ。

　衣梨奈にとって、それは予想外の言葉だった。営業二課の課長からは『部長とも話し合って契約更新の方向で考えてるからね』と、先月末の面談のときに言われていたからだ。

　上司がわざわざそんなことを言ったくらいなのだから、契約の更新はほぼ決まっていたはず。ところが、その三週間後には契約切れの連絡を受けてしまった。

　まさに急転直下のごとく、衣梨奈は崖から転がり落ちた気分だった。

　契約更新に関しては、法律で『同じ派遣先企業で働くことができるのは最長三年まで』と定められている。

　そのため、それ以上の期間は留まることはできないが、衣梨奈はファミリーイートに派遣されて二年である。契約更新できる期間はあと一年残っていた上、先日の上司からの言葉もあり、つい期待してしまっていた。

（なんで昨日だったのかな……）

　なにも元カレに再会するであろう友人の結婚式の前日に報せてくれなくてもいいのに、とため息が漏れる。早く知るに越したことはないし、それが衣梨奈自身のためでもあるのだが、今回ばかりはせめて週明けに報せてほしかった。

　もっとも、次の派遣先を見つけなければいけないため、そんな悠長なことは言っていられないのだけれど。

　

　式場に着くと、ロビーにいた高校時代の同級生たちが驚いたように駆け寄ってきた。

「衣梨奈!?　久しぶり！　全然連絡取れないから、どうしてるのかと思ってたんだよ！」

　衣梨奈を囲む三人の友人たちとは、それぞれ同じクラスだったことはある。当時は連絡先も交換したが、特別親しかったわけじゃない。それでも、懐かしさはあった。

　とはいえ、昨夜の一件に落ち込み、友人たちとの久しぶりの再会を手放しで喜べない衣梨奈は、ひとまず笑みを浮かべることしかできなかった。

「今までどうしてたの？　今はなにしてるの？」

「衣梨奈は真面目で努力家だったし、バリバリ働いてそうじゃない？」

（いえいえ、今は派遣社員で、しかも昨日契約切れの連絡があったところなんです……）

　なんて、おめでたい式典の前に言うのは気が引けたし、そもそも情けない自身の近況を打ち明ける気にはなれなかった。

「えっと、色々あって全然そんなんじゃないんだけど……。またゆっくり話すよ」

「えー、なにそれ！　勿体ぶらなくてもいいのに」

　冷かしているわけじゃないとはわかるが、みんなの明るい声が今の衣梨奈には痛い。

「あの、みなさん、お久しぶりです。早紀の妹の麻ま紀きです」

　そこへ声をかけてきたのは、早紀の妹の麻紀だった。途端、衣梨奈に向けられていた三人の視線が、丁寧に頭を下げた彼女に向けられる。

　溌溂とした笑顔には、当時の面影がはっきりと残っていた。

「麻紀ちゃん!?　わぁー、久しぶり！」

　一気に場が盛り上がると、麻紀は「今日はありがとうございます」と笑顔を見せた。

　家族仲がいい早紀は、学生時代には友人たちを何度も実家に招いており、衣梨奈も大学時代には例に漏れず遊びに行かせてもらった。

　早紀は、二歳下の妹の麻紀をとても可愛がっていたため、早紀の家に遊びに行ったことがある友人なら、ほとんどが麻紀とも面識があるだろう。

　前下がりのボブを緩く巻いた麻紀は、ライトパープル系のパンツドレスを綺麗に着こなしている。すっかり大人の女性になった彼女に、感慨深いような気持ちにさせられた。

「麻紀ちゃん、綺麗になったね。今は、社会人だよね？」

「はい。『Ｈｏｎｅｙハニー　Ｄｒｏｐドロップ』ってご存知ですか？　そこで販売員をしています」

　ハニードロップと言えば、女性に大人気のランジェリーブランドである。

　そこに就職した麻紀は、来月から表参道にオープンする新店舗に副店長として配属されるのだとか。みんなに褒められた彼女の横顔は、謙遜しつつも誇らしげに見えた。

　年下の麻紀が順調にキャリアを積んでいるという事実を知り、衣梨奈はいっそう自身の近況が恥ずかしくなった。

　そんな衣梨奈を余所に、友人たちは「絶対に遊びに行くね！」と笑っている。麻紀はみんなに名刺を配ると、「またあとで」と微笑んだ。

　衣梨奈は化粧室に行くことを口実にし、そっとその場を離れた。

（ちゃんと笑わなきゃ……！）

　せっかく招待してくれた早紀はもちろん、同級生の兼造のことも心から祝福したい。

　自分自身の状況も憂鬱な感情も、今はひとまず心の奥に押し込める。口紅をサッと塗り直し、深呼吸をしてから笑顔を作った。

　

「……衣梨奈？」

　化粧室からチャペルに向かう途中、控えめに名前を呼ばれた。刹那、背中に感じた視線に息が詰まり、全身に緊張感が走った。

「……っ」

　静寂に包まれたように自身の鼓動が鮮明に聞こえ、声とも吐息ともつかないものが意図せずに零れた。同時に、その場から動けなくなる。

「衣梨奈……だよな？」

　低く穏やかな声音に、胸がキュッと掴まれたように痛くなった。

　思わずクラッチバッグを持つ手に力がこもったが、精一杯の平静を装ってゆっくりと振り返る。

「ああ、やっぱり衣梨奈だ」

　ふっ、と懐かしげに緩められた瞳。けれど直後には、複雑そうな笑みが浮かんだ。

「優大……」

　左右に分けられた前髪から覗く、奥二重瞼の柔和な双眸。

　野球部に所属していた学生時代にはこんがりと日焼けしていた肌は、あの頃よりもわずかに淡い色になっている。しかし、逞しかった体躯は、今も変わらない。

　ミディアムほどの髪は、サイドを右耳にかけたヘアスタイルがこなれた感じと清潔感を醸し出し、衣梨奈の髪色よりも少し明るいブラウンカラーがよく似合っている。

　一七八センチだった身長は、最後に会ったときよりも少し伸びている気がしたが……。意志の強そうな眉も、スッと通った鼻筋も、学生時代のままだ。

「久しぶり。元気だった？」

「う、うん……。優大は？」

　胸に突き上げてくる感情があまりにも多過ぎて、上手く処理できそうにない。

「まぁ、それなりに」

　曖昧な微笑には、衣梨奈に対する様々な感情が込められていることがわかった。それに気づかないふりをしたのは、思っていた以上に動揺してしまったから。

　結婚式に出席すると決めてから、三ヶ月。しっかりと心の準備をしてきたはずなのに、初恋の思い出は衣梨奈の心を簡単にかき乱してくる。

「来ないかと思ってた」

　優大の言葉が皮肉に聞こえたのは、衣梨奈に彼を傷つけた自覚があるからだろうか。

「私も……招待してもらえるとは思ってなかったんだけどね」

　冗談めかしたつもりだったのに、それこそが皮肉だったかもしれない。そんな心配を余所に、優大は小さく笑った。

「あいつは……中本は、ずっとお前のことを気にしてたよ」

　申し訳ないことをした、と思う。あの頃は、自分のことしか考えられなくて、彼のことを始め、すべてを断ち切ることに必死だった。

　ただ、優大たちにしてみれば、衣梨奈の身勝手さに振り回され、ひどく困惑しただろう。

「あ、そろそろ始まるな」

　謝罪を紡ごうとした唇が、彼の言葉で止まる。

　優大の視線を追うように顔だけで振り向けば、エレベーターの前で待機しているスタッフの視線が衣梨奈たちを呼んでいた。

「行こうか」

　逃げるなよ、と言われている気がしたのは、衣梨奈の中に罪悪感と後ろめたさがあるせいかもしれない。

　それを笑顔で隠して、彼とともにチャペルに向かった。

　

　挙式は滞りなく終わり、披露宴は和やかに進んでいた。

　純白のウエディングドレスがよく似合っていた早紀は、お色直しで今日の青空のようなブルーのドレスを纏って再登場し、会場内を沸かせた。

　野球部だった兼造は、学生時代よりも少しふっくらとしたようだが、きっと幸せ太りだろう。微笑み合うふたりを見ていると、そう確信できた。

　友人たちと高砂で写真を撮ったときに早紀と少しだけ話せたが、久しぶりに目にする彼女は本当に綺麗だった。

「早紀、本当におめでとう。村岡くんも、おめでとう」

「ありがとう」

　早紀と兼造は声を揃え、満面に幸せそうな笑みを浮かべた。どこか似ているようにも見える表情からは、ふたりが重ねてきた年月の長さと深さが窺える。

　懐かしさを感じることすら、今の衣梨奈には眩しくて。大切な人たちを自ら遠ざけてしまったことへの反省が、よりいっそう大きくなった。

　それでも、こうして招待してくれたことへの感謝は尽きない。

　ただ、席に戻ってからは、笑い合うふたりの姿が過去の綺麗な記憶ばかりを思い出させ、切なくもなった。そのせいか、豪華な料理の味はよくわからなかった。

「津村様、新郎新婦様のもとへお越しいただけますか」

　唐突にスタッフに声をかけられて戸惑ったが、断るわけにはいかない。友人に荷物を頼んで身ひとつで高砂に行けば、同じタイミングで優大もやってきた。

「え？　なんで？」

「いや、それは俺も訊きたいんだけど」

「私が頼んだの。昔みたいに、どうしても四人で写真が撮りたくて。いいかな？」

　早紀の言葉に、どんな顔をすればいいのかわからなかった。彼も同じなのか、困り顔で笑っている。

　しかし、兼造がどこか申し訳なさそうにしていることに気づき、衣梨奈は笑みを繕った。

「もちろん。せっかくのお祝いなんだもん」

「ありがとう。じゃあ、衣梨奈は楢崎くんの隣ね」

　普通、新郎新婦を交えて四人で撮るのならば、主役のふたりを中心にするだろう。ところが、早紀は「昔と同じように撮りたいから」と笑った。

　カメラマンに急かされ、出席者たちの視線を浴びている中、選択権なんてない。

「俺がそっちに行くよ」

　優大はすぐに衣梨奈の左隣に来ると、カメラマンに向かって立った。

　兼造と優大に、早紀と衣梨奈が挟まれる。四人で遊びに行って写真を撮ってもらうときは、いつもこの並び方だった。

「では、撮りますよー」

　陽気な声にハッとし、昔を想起させられた衣梨奈は慌てて口角を上げる。数度のフラッシュを浴びながら、泣きたくなっていた。

　写真を撮り終えて早紀がお礼を言うと、優大は笑顔を残してさっさと席に戻り、衣梨奈は瞳に膜が張らないように化粧室に逃げ込んだ。

　こんな風になるつもりはなかったのに、些細なことで蘇る思い出たちに胸が押し潰されそうになる。

　化粧室を出て会場に戻っても、気づけば優大のことばかり目で追っていた――。
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　レストランを貸し切って行われた二次会は予定通りに幕を閉じ、高校の同級生たちと三次会に繰り出すことになった。

　二次会ではまだ気まずさがあったものの、学生時代に戻ったような雰囲気の中で次第に衣梨奈も素直に笑えるようになっていった。ただ、三次会には新郎新婦はいないため、さすがに断るつもりだったが、すっかり酔っぱらった女友達に強引に引っ張られてしまった。

　そんなわけで、二次会の会場から程近い場所にあるイタリアンバルにて、十人での三次会が始まった。その中には、優大もいる。

　ようやく打ち解けたとはいえ、高校時代の友人たちとの再会は、衣梨奈にとって複雑極まりなかった。

　きっと、数日前にこの場にいたのなら、もう少し気持ちも違っただろう。しかし、同級生たちの明るい近況を耳にするたび、自分だけがちっぽけに思えて居心地が悪かった。

　今の自分自身が置かれている状況を話すのは、やっぱり抵抗がある。つまらないプライドかもしれないが、盛り上がりを見せる場を壊すのも嫌だった。

　近くにいた友人に「先に帰るね」と耳打ちするように告げ、千円札を二枚預けた。

「えっ、帰るの!?　衣梨奈、まだ二杯しか飲んでないじゃん！」

　声を上げた彼女に頷けば、みんなの視線が集まってしまい、笑顔で気まずさを隠した。　

「うち、ちょっと遠いんだ。今日はみんなに会えてよかった」

　引き止められる前にお礼の言葉を言い置いて、テーブルから離れる。視界の端に映った優大は、なんとも形容しがたい面持ちだった気がするが、直視できなかった。

　結局、彼とはほとんど話せなかったものの、それでいい。下手に心が揺らいでしまったら、本当に取り返しがつかなくなりそうだったから。

　謝罪はしたかったが、衣梨奈を避けている様子だった優大にしてみれば今さらなことかもしれない。そう考え、最後まで彼に声をかけられなかった。

（明日は日曜日だし、婚活パーティーでも行ってみようかな……）

　契約を切られてしまう今は、婚活よりも新しい派遣先のことを考えるべきだし、決して前向きな気持ちではないが……。村岡夫妻の結婚式に出席することを決めた時から、今日をひとつの区切りにしようと思っていた。

　優大ときちんと話せなかったのは心残りだが、これもまた必然なのかもしれない。彼との思い出に浸るよりも、今はとにかくなにかを変えなければいけない気がした。

　勢いをつけて行動しなければ、きっとまた二の足を踏んでしまう。〝善は急げ〟というわけではないが、どうせなら帰りの電車の中で適当に検索してみよう。

「衣梨奈！」

　そんなことをぼんやりと考えていたとき、耳馴染みのある声が鼓膜を震わせた。

（どうして……？）

　追いかけてくるなんて、予想もしていない。跳ね上がった鼓動が止まりそうになり、衣梨奈はなんとか深呼吸をして、必死に平静を装った。

「優大……。どうしたの？」

　半身で振り返り、あくまで普段通りの笑みを浮かべて見せる。

「勝手に先に帰るなよ」

　冷たい奴だな、と優大が悪態をつく。ため息混じりだったものの、どこかふざけたような彼の口調は明るく、声には穏やかな雰囲気が宿っていた。

「終電を逃すと困るから」

　半分だけの嘘を、微笑みでごまかす。

「衣梨奈の家は、ここからそう遠くないだろ？　もしかして疲れた？」

「そういうわけじゃないけど……。それより、うちの場所を知ってるの？」

「ん？　ああ、だいたいね。兼造から最寄り駅だけ聞いた」

「なにそれ。村岡くん、個人情報の漏洩じゃない」

「ははっ。まぁ許してやってよ。俺が無理に訊いたんだ」

　その言葉を、どう捉えていいのかわからなかった。けれど、優大にあまりにも自然な笑みを向けられて、ほんの少しだけ気が抜けた。

「別に他の奴には言わないからさ。元カレのよしみってことで」

　ところが次の瞬間、彼がさらりと〝元カレ〟なんて言い放ったから、やっぱりずっと心残りだったのは自分だけなのだ、と思い知らされる。

　こんなことで胸が痛み、悲しくなってしまうくらいに……。

「衣梨奈、まだ時間あるだろ？　俺、明日の朝には大阪に帰るんだ。だから、ふたりで飲み直さないか？」

　優大は、大手食品メーカー『シブサワ堂』に就職後、大阪支社に配属された。てっきりこっちに戻ってきたのかと思っていたが、どうやらまだ向こうにいるらしい。

「終電を逃したら、タクシーで送るよ。な？」

　くしゃりと目尻に皺が集まり、人懐っこい笑顔を寄越される。大人びた顔になったのに昔の面影を残した彼の表情に、ずるいくらい簡単にドキドキさせられた。

「……優大のおごりね」

「自分から誘った女性に出させるつもりはないよ」

　ただの軽口のつもりだったのに、優大は当たり前のように言ってのける。嫌味もない切り返しに、相変わらずモテるのだろう……と複雑だったが、それもまた微笑みで隠す。

　次の瞬間、彼が衣梨奈の手を取った。

「ちょっ……」

「俺の知ってる店でいいよな？」

　いいも悪いもないまま優大に引っ張られ、拾ったタクシーに押し込められてしまう。

「優大、変わったね」

「そうか？」

「あの頃は、こんな風に簡単に手を繋いだりなんて……」

　そこまで言って、口を噤んだ。気まずい話題に触れてしまったことに気づき、訪れた沈黙に後悔が芽生えた。

「あれから何年経ったと思ってるんだよ？　五年も経てば、少しは変わるよ」

　しかし、すぐに返ってきたのは、あまりにも普通過ぎる反応だった。彼は、気まずさも不快感もなさそうに、ふっと破顔した。

　五年――。その言葉の重みに、胸が締めつけられたのは衣梨奈だけだろう。

「……そう、だね」

　明るく話す優大に反し、衣梨奈だけが懐古の情に包まれている気がした。彼にとってのあの頃は、もうとっくに笑って話せる思い出になっているのだ……。

　その歴然とした差を前にして、衣梨奈は虚しさと寂しさを抱いていた。
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　十分ほどで着いた先は、雑居ビルの地下にある『ジウ』というバーだった。

　隠れ家のように佇む店だが、店内は程よく賑わっている。一番奥のスツールに腰掛けると、衣梨奈はチャイナブルーを、優大はブラック・ルシアンを注文した。

　カウンター席しかない店内は、奥行きは広いがこぢんまりとしている。十五席ほどのスツールが並ぶ中、空いていたのは入り口近くと奥の三席ずつだった。

　ウッド調の壁に、回っていないレコード。床に敷かれた赤いラグも、古い洋画で流れていそうな音楽も、そのすべてがレトロだがおしゃれに見える。

「ここ、誰かとよく来るの？」

　店内を軽く見回した直後、この質問を選んだことを後悔した。

　受け取られ方によっては、彼のことを詮索しているように思われるかもしれない。慌ててそんな意図はないと伝えようとしたが、それよりも早く「いや」と返ってきた。

「ここはひとりでゆっくりしたいときに来るから、連れてきたのは衣梨奈が初めてだよ」

　意味深に捉えてしまうのは、きっと自意識過剰だ。

　そう自分自身に言い聞かせる反面、優大の視線の奥になにが込められているのか知りたくなってしまう。向けられた彼の瞳が物言いたげに思えるのは、考え過ぎだろうか。

「ゆ――」

「お待たせいたしました。チャイナブルーとブラック・ルシアンでございます」

　衣梨奈の言葉を遮るように、テーブルにカクテルが置かれた。自分がなにを言おうとしていたのかもわからないまま口を開いていたことに気づき、ハッとする。

　優大は「乾杯するか」と穏やかに瞳を緩め、グラスを掲げた。衣梨奈も彼に倣うようにグラスを手にして盃を交わし、ふたりはカクテルに口をつけた。

「今日は本当にいい式だったよな」

「うん。ふたりが幸せそうで嬉しかった」

　優大に頷きながら、自然と笑みが零れた。祝福する気持ちはずっとあったものの、心から笑えたのは一日の中で今が初めてだったかもしれない。

「知ってる？　兼造はさ、二回もプロポーズしたんだ」

「そうなの？」

「ああ。一回目のときは中本の仕事が順調で、今は『全力で仕事がしたいから』って頷いてもらえなかったんだって。それで、一年越しに二度目のプロポーズをしたってわけ」

　経緯なんて知らない衣梨奈は、ふたりのプロポーズ秘話に目を丸くする。

「村岡くん、頑張ったね」

　同時に、ふたりの絆の強さを感じて羨ましくなった。

「うーん、まぁそうだな。でも、一回目のプロポーズのとき、兼造は中本の前ではかっこつけて『応援する』って言ったくせに、俺には半泣きで電話してきてさ。俺、あいつを慰めるためだけに、わざわざこっちに帰ってきたんだ」

　しかも、あのときはとんぼ返りだったんだよなぁ……と苦笑する彼は、迷惑そうな口ぶりとは裏腹に嬉しそうだった。

「優大らしいね。友達思いなところ、ちっとも変わってない」

　学生時代もそうだったな、と思い返す衣梨奈に、優大が照れくさそうな笑みを漏らす。

　しみじみと「腐れ縁だしな」と零した彼は、アルコールの進みが早く、面持ちも明るい。

　こうして話していると、気まずさや複雑だった気持ちが溶けていく。

　優大のことが、本当に好きだった。好きで、大好きで、なによりも大切だった。

　けれど、それはどれも過去形である。懐かしい空気感に懐古的な感情を抱く反面、衣梨奈は過去の失恋を消化できそうだと確信した。

　揺れていた心はもう落ち着きを取り戻し、自分の気持ちと冷静に向き合えている。

「それに、学生時代からふたりを知ってるから、あいつらには別れてほしくなかったっていうのもあるかな」

　ふと、彼の瞳が陰った。暗に、恋人関係に終止符を打った自分たちと比較された気がして、胸がチクリと痛んだ。

　前向きになれそうだった今、そこに引きずられないように笑うだけで精一杯だった。

「衣梨奈は？　ずっとどうしてた？」

「私……？」

「うん。ほら、別れてから連絡も取ってなかっただろ」

　優大は『取ってなかった』と言ったが、正式には衣梨奈がすべてを拒否していた。ただ、優しい彼のことだから、衣梨奈が自責の念に駆られないようにしてくれたのだろう。

「色々あって……今は、しがない派遣社員だよ」

「……転職したのか？」

　目を見開いた優大を見て、彼になら今の自分のことを話してもいいかな、と思えた。

　同級生には濁した自身のことを、優大には話しておかなければいけない。

　彼には知る権利があるのだ……と覚悟を決め、衣梨奈は首を縦に振ったあとでグラスに口をつけた。
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　優大と付き合うことになったのは、高校の卒業式の日。

　最初のきっかけは、高校二年のときに優大と同じクラスになったこと。

　一学期の最後の席替えのあと、彼が持っていたＣＤをたまたま目にしたことから好きなバンドグループが一緒だと知り、意気投合した。今でこそ名の知れたバンドだが、当時はまだブレイク前だったこともあり、余計に話が盛り上がって一気に親近感が湧いたのだ。

　その日の放課後に時間を忘れて優大と語り合い、ごく自然な流れで連絡先を交換すると、一ヶ月後の夏休みには彼と一緒に夏フェスに参戦した。

　そうして優大と一緒に過ごす時間が増えるにつれ、次第に彼を意識するようになった。

　しかし、仲のいい友達という安全な関係性を壊す勇気がなくて、告白できないままだった。そんな衣梨奈に、優大の方から告白してくれたのだ。

『ずっと、津村が好きだったんだ。俺と付き合ってください』

　飾り気のない、シンプルな言葉。けれど、緊張と本気がひしひしと伝わってきた告白に、衣梨奈は瞳を潤ませながら唇を震わせた。

　両片想いだった事実も、彼が告白してくれたことも。天にも昇る気持ちになるほど嬉しくて、それなのにすぐには信じられなくて、ふざけた罰ゲームか夢かと思った。

　現実だとわかったときは、喜びのメーターを振り切った感情をこらえ切れなくて、人目がなかったのをいいことに裏庭で涙をボロボロと零した。

『わ、私も……ずっと好きだったの……』

『じゃあ、付き合ってくれるってことでいい？』

　やっとの思いで素直な気持ちを零せば、緊張感でいっぱいだった優大の表情が少しだけ緩み、衣梨奈をじっと見つめてきた。

　衣梨奈がグチャグチャの顔で何度も頷けば、彼は片手で顔を隠すようにしながら一度空を仰ぎ、程なくしてすべての空気を吐き出すほどの大きなため息をついた。

『やべ……。泣きそー……』

　明るくて真っ直ぐなのに、どこかシャイな一面もある。そんな優大が目の前で脱力するようにしゃがむ姿は、どんなものよりも愛おしく思えた。

　一生忘れられない思い出とともに高校を卒業した衣梨奈は地元の大学へ、優大は有名私大に進学して一人暮らしを始めた。

　ふたりは、最初こそ初々しくてぎこちなかったが、少しずつ仲を進展させていった。

　学校帰りに待ち合わせてご飯を食べたり、週末にはテーマパークに行ったり、レンタカーを借りて遠出をしたり。大学は別々だったため、バイト先は同じところを選んだ。

　初めてのキスは、三度目のデートの帰り道。立ち寄った小さな公園で優大に抱きしめられ、ぎこちなく唇を重ねた。

　初体験は、彼の部屋だった。恥ずかしくてたまらなかったが、余裕なさげにしつつも優しく触れてくる手に安心感を抱き、甘い痛みに泣きながらも幸せを感じていた。

　付き合って半年が経ったあたりから、優大と同じ大学に進学した兼造と短大生だった早紀も交えて会うようになり、四人で何度も遊んだ。

　みんなで過ごす時間は、ふたりきりの時間とはまた違った楽しさがあり、くだらないことでお腹が痛くなるほど笑ったことが何度もある。

　短大生だった早紀が一足先に就職すると四人で会う回数は減っていったが、それでもときおりダブルデートをした。この頃は、なにもかもが楽しかった。

　

　ところが、衣梨奈たちが大学を卒業した頃、少しずつ歯車が狂い始めた。

　シブサワ堂に就職した優大が研修を終えたあとに大阪支社に配属され、地元の中小企業の事務員として採用された衣梨奈とは遠距離恋愛になってしまったのだ。

　当然、そう簡単に会うことはできなくなった。

『離れても、俺の気持ちは変わらないから』

　大阪行きの新幹線に乗る優大は、衣梨奈を不安にさせないようにそう言ってくれ、衣梨奈も彼と同じ気持ちであることを伝えたが、現実は甘くはなかった。

　優良企業のシブサワ堂とは違い、衣梨奈の就職先はいわゆるブラック企業だった。

　定時に帰れたのは、研修期間の最初の二週間のみ。そのあとは、毎日毎日よくわからないまま業務に追われ、終電間近まで会社にいるのは当たり前。

　事務員だったはずの衣梨奈は、ろくな知識もないうちから営業に駆り出され、『一週間以内に契約を取ってこい』と言い渡された。当然、経験もノウハウもない衣梨奈が上手くできるはずもなく、その週末には上司に理不尽に怒鳴られた。

　おかげで営業からは外されたが、今度は内勤で教えてもらっていないことを『なぜできないんだ』と𠮟りつけられる日々を送り、あるときにはひとりだけ事務所の掃除を命じられ、『終わるまで帰るな』とまで付け足された。

　サービス残業も多く、週休二日とは形ばかりで、雑務のために休日に駆り出されたことは数え切れないほどある。有休だって、取れたためしはなかった。

　そんな中で、毎日のメッセージや週末の電話で紡ぐ優大との時間は、衣梨奈にとって心の支えだった。

　会えない日々はつらくてたまらず、彼との電話を切ったあとで何度もベッドの中で泣いたが、二ヶ月に一度の再会のときには幸福感でいっぱいだった。

　本当は毎週でも会いに行きたかったが、社会人一年目の衣梨奈にはあいにくそんな時間もお金もなく、多忙を極める優大も似たようなもの。二ヶ月ごとに行き来するのが、当時のふたりの限界だった。

　ところが、次第にそんなささやかな幸せのための時間すらも捻出できなくなっていく。

　睡眠時間を削っても上司の理不尽な要求は続き、十一月も終わる頃には衣梨奈の気力も体力も限界を迎えていたが、それすらも気づけないほど心身が麻痺していた。

　就職してからは友人と会う時間はなく、就職が決まったときに喜んでくれた両親をがっかりさせたくなくて、誰にも相談できずにいた。

　兼造とはもともと個人的に連絡をすることはなかったが、早紀ともこの頃には連絡を取らなくなり、学生時代のように四人でメッセージをやり取りする機会もなくなっていた。

　優大にだけは何度も打ち明けようと思ったが、『仕事が楽しい』と言って前向きに頑張る彼に心配をかけるのが嫌で、ついには切り出せなかった。

　そして気づけば、衣梨奈は病院のベッドの上にいた。

　目を覚ましたとき、傍にいた母親の悲壮な顔はきっと一生忘れないだろう。

　その後、衣梨奈は二週間ほど入院することになった。

　幸か不幸か、この頃には互いの時間が合わず、優大とはメッセージのやり取りばかりになっていたため、入院したことは最後まで告げなかった。

　悪いことは重なるもので、同時期に両親の離婚が決まった。

　もともと、この数年前から両親の仲は冷え切っていたが、衣梨奈自身は両親のことはどちらも大切に想っていたため、このときの衣梨奈にとっては大きなダメージになった。

　なにもかもが上手くいかない日々は苦しくて、頑張りたいと思う気持ちとは裏腹に身体はついてこず、気力もなかなか戻ってきてはくれない。

　退院後、心療内科に通うことになった衣梨奈は、そこでようやく自分の状態が普通ではないのだと自覚でき、主治医と母の勧めで会社を辞めた。

　先のことを考えると不安しかなかったが、入院して仕事を休んだことで会社に行くのが怖くなり、結果的にはそれが退職の決め手のひとつになった。

　それからは早々に実家を売却し、母と二歳下の弟とマンションに移り住むことになったが、一ヶ月であまりにも変わった自身の状況を上手く受け入れられず、とうとう優大には言い出せなかった。

　そんな中、彼はどんどん仕事を覚え、営業で契約を取ってくるなどの成果を上げていった。話を聞く限りでは同僚に恵まれ、上司や先輩には可愛がられて、まるで絵に描いたような充実した日々を送っているようだった。

　

　その年のクリスマスには会えなかったが、優大は年末年始に合わせて帰省した。二ヶ月ぶりに再会した彼を前に、衣梨奈は喜びと浮かない気持ちに苛まれていた。

　一方、近況を話す優大の姿は随分と頼もしく見え、顔つきも堂々として大人びていた。仕事を辞めて再就職先も見つからない衣梨奈とは、まったく違う世界にいる気がした。

『なにかあった？　衣梨奈、あんまり元気がない気がする』

『ううん……なんでもない』

　この数ヶ月間のことを報告するつもりでいたのに、前向きで真っ直ぐに努力する彼の姿勢を目にしたことで、早々に退職した自分自身はだめな人間のように思えてしまい、無理な笑顔でごまかすことしかできなかった。

（私……優大に釣り合わないよね……）

　学生時代には、そんな風に感じたことは一度もなかった。

　優大に仲のいい女の子がいると知ったときは嫉妬したが、彼に対する想いなら誰にも負けないと自負していたし、恋人だと堂々と紹介してもらえるように勉強もバイトもダイエットも頑張っていた。

　しかし、今の衣梨奈はどうだろう。

　満足に仕事をこなせず怒鳴られる日々を送った挙句、なんの成長もないまま激務で体調を崩して退職。さらには再就職先が見つからない……という始末。

　過労で痩せた全身は骨張って女性らしい魅力はなく、胸だって小さくなった。優大に心配をかけないように服装でごまかしているが、彼には身体を見られたくない。

　情けないことこの上なく、いっそうかっこよくなった優大と釣り合うとは思えない。こんな自分では、彼の隣を歩くのも恥ずかしい。

　優大はずっと心配してくれていたが、衣梨奈は体調が悪いと嘘をつき、日も落ちないうちから帰宅した。

　そして数日後、大阪に戻った彼に別れを告げた。

『え……なんで？　もしかしてこの間、俺がなにかした？　ほら……衣梨奈、様子が変だっただろ？　俺がなにかしたなら――』

『そういうのじゃない……。なんだか、色々と疲れたの……』

　電話口で動揺を見せる優大に、衣梨奈は声が震えないように努めていた。

『色々って？　ちゃんと言ってくれたら、俺が直せることは直すから』

『私ね……優大が大阪に行ってから、つらいことがいっぱいあったの……。ずっと、優大に負けないように頑張ろうって思ってたけど、全部疲れちゃった……。つらくてもすぐに会えないし、抱きしめてももらえない……。こんなの、もう嫌なの……』

　涙が頬を伝い、なんてひどいことを言っているんだろうと自己嫌悪に陥った。

　どれも本心ではあったものの、彼がどうすることもできない理由をあえて選び、傷つくとわかっていて言葉にしたのだから……。

『そうだよな……。つらい思い、させてるよな……。じゃあさ、俺、今年はもっとそっちに帰るよ。電話だってたくさんする。……だから、一緒にいてよ』

『……っ、一緒になんて、いられないよ……。全然会えないじゃん……』

　遠距離恋愛になったのは、優大のせいではない。彼は、東京を離れる前に約束してくれた通り、できる限り衣梨奈との時間を作ってくれたし、連絡だって頻繁にくれていた。

　忙しくても弱音は吐かず、衣梨奈が不安にならないために会えばたくさん『好き』と伝えてくれた。

　衣梨奈が寝落ちするまで電話をしたことだって何度もあったため、優大はきっとあとで睡眠時間を返上して勉強していたに違いない。

　彼のことが好きな気持ちはある。けれど、なにもかもに疲れていた衣梨奈は、息苦しい今の環境すべてをリセットしてしまいたかった。

　優大と離れることでもっとつらくなる、と頭では理解していたのに……。

　その後、彼とどんな会話をしたのかよく覚えていない。

　電話を切ってからも優大からのメッセージは届き、数日間は朝と夜に電話が鳴ったが、衣梨奈は一度も出なかった。彼に対してひどいことをしている自覚はあるのに、とにかく今抱えている苦しさから抜け出したかった。

　優大には幸せになってほしい。けれど、自分以外の女性と幸せになる彼の姿を想像するだけで、心がちぎれそうだった。

　なんて身勝手なのだろう……。自分のわがままで別れを告げた以上、せめて優大が幸せになるように祈っていたいのに、それすらもできない。

　うっかり電話に出てしまいそうになった日には、自分が彼にもっとひどい言葉を投げかけてしまいそうで怖くなった。

　数日悩んだ末、衣梨奈は優大の連絡先を着信拒否した。

　そして、スマホを替えたのを機に、電話番号もメッセージアプリのアカウントも新しくしたのだった――。
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「そのあと半年以上は再就職先を探してたんだけど、結局は全滅で……。とりあえず働くしかないから派遣会社に登録して、そのまま今に至る――って感じ」

「……そう、だったのか。俺、当時はなにも気づけなかったんだな……」

「ううん。私が黙ってたんだから、気づかなくて当然だよ。それに、あの頃は遠距離で、お互いに忙しかったし」

　眉を下げる優大に、衣梨奈はなんでもないことのように振る舞って見せる。彼が気に病んでいるのは明白で、心底申し訳なくなった。

「本当は、新しい就職先で頑張れてたらよかったんだけど、残念ながら今もしがない派遣社員だし、かっこつかないよね」

　努めて明るく話したが、再会した同級生たちはみんなそれぞれにキャリアを積んでいると知ったばかりだから、なんだか身の置き場がない。

　衣梨奈も、派遣の仕事をしながら正社員で募集しているところを探したり、採用試験を受けたりもした。しかし、届くのは見飽きた〝お祈りメール〟ばかり。

　これまでの派遣先でも必死に仕事を頑張ってきたが、せいぜい契約期間が半年延びた程度で、正社員登用の話などもされたことはない。契約を更新し続けてもらえた今の職場ですら、青天の霹靂とも言いたくなる状況で更新の話がなくなった。

　将来に漠然とした不安はあるのに、今では正社員の仕事を探すよりも派遣で真面目に頑張ることで生活を安定させよう……という気持ちでいる。

　二歳下の麻紀ですらしっかりとキャリアを積んでいると知り落ち込んだが、こうすると決めたのは衣梨奈自身だ。誰かを羨んでも仕方がないし、自分なりに頑張るしかない。

「派遣の仕事も大変だろ」

「みんなに比べたら気楽なものだよ。それに、大変なのはどの職種でも同じでしょ」

「まぁ、そうだな。でも、うちにも何人か派遣会社から来てくれてるスタッフがいるけど、その人たちがいないと仕事が回らないし、いつも本当に助けてもらってる。衣梨奈だって、きっと周囲に感謝されてるんじゃないか」

　さらりと零された言葉に、目を小さく見開く。

　優大は至って普通で、その態度こそが彼が常日頃からそう感じているのだということを雄弁に語っていた。

（そうだった……。優大って、こういう人だったよね）

　ふざけたことを言い合ったり、からかわれたりしたことはあるが、優大は人を傷つけない言葉を選ぶ人だった。だから、彼の周りにはいつもたくさんの人が集まっていた。

　今日だって、主役のふたりを除けば、友人たちに一番囲まれていたのは優大だった。

「でもさー、着信拒否はひどくないか？　あのとき、遠距離恋愛は別れるための口実で、俺は衣梨奈に嫌われたと思ってたよ」

「ちがっ……！」

　彼に切なげな眼差しを向けられて、衣梨奈は慌てて首を横に振った。

　当たり前のような空気感ですっかりうやむやになっていたが、優大にしてみればずっと心に引っかかっていたに違いない。元カノの身勝手な言動に、きっと傷ついただろう。

「ごめん……。私、優大にちゃんと謝らなきゃ……」

「いいよ、もう。別に責める気はないから」

　彼の言葉は、本心だったのだろう。優しい笑みを向けられたが、衣梨奈はかぶりを振る。

「ううん……。優大はなにも悪くないのに、私のわがままでたくさん傷つけたよね。本当にごめんなさい……。こんな最低な奴なのに、今日は声をかけてくれてありがとう……」

　油断すれば、涙が込み上げてきそうだった。

　思えば、今日会ったときからずっと、優大は恨み言を言うでもなく衣梨奈に接し、ジウに着いてからも普通でいてくれた。

　逆の立場だったら、衣梨奈は彼を責めていたかもしれないのに……。

「バーカ」

　視線を下げる衣梨奈の頭上から、明るい声が降ってきた。

　あの頃によく聞いた、からかうような声音。泣きたくなるほど懐かしくて幸せな思い出に、胸が優しく締めつけられる。

「振られたって、俺らはもともと友達だったんだ。声くらいかけるに決まってるだろ」

　顔を上げれば、優大が笑っていた。満面をくしゃりと歪めた明るい笑顔は、五年経ってもちっとも変わらない。

「それに、衣梨奈が元気でいてくれてよかった」

「優大……」

「今だから白状するけど、衣梨奈に振られたあと、俺こっちに帰ってきたんだ。メッセージは未読スルーだし、電話にも出てもらえなかったし、とにかく直接会って話したかった。でも、衣梨奈の実家に行ったら売家になってて、会うどころか住んでるところもわからなくなってさ。なにかあったんじゃないかって、今日までずっと気がかりだった」

　優大は、共通の友人たちにも衣梨奈のことを尋ねたらしいのだが、誰ひとり衣梨奈のことを知らなかった。衣梨奈自身がそうなるよう、連絡を絶ったからである。

　薄情で身勝手な衣梨奈に反し、彼は衣梨奈を恨むどころか身を案じてくれていたのだ。

　こんなに優しい人を、どうして手放してしまったのだろうか……。あまりにも子どもだったのだ、と気づいたところでもう遅い。

「本当にごめんね……。今さら謝って済むことじゃないけど……」

「もう謝らなくていい。元気でいてくれたならそれで充分だし、別に恨んでもないから。まぁ、衣梨奈が反省してるって言うなら、今度ビールでも奢ってよ」

　それが、優大の優しさであることはわかっていた。

　社交辞令の〝今度〟は、きっともう来ない。付き合っていた頃とは違い、今はもう彼とは別々の道を歩んでいるのだから。

「なんでも奢ります」

「言ったな？　覚悟しとけよ？」

　悪戯な笑みを見せた優大に「お手柔らかにお願いします」と返せば、彼がククッと笑った。

　二度と味わえないと思っていた空気感が、泣きたくなるほどに嬉しい。優大と笑い合えている時間が、衣梨奈の中の後悔をそっと溶かしていってくれる。

　もうあの頃には戻れないと知っているからこそ、この時間が余計に愛おしく思えた。

　彼に勧められて頼んだ二杯目のカクテルが注がれたグラスは、一杯目よりもずっと早くに空になった――。






三








　衣梨奈が瞼を開けると、見慣れない天井が視界に入ってきた。

　酩酊感に包まれた脳はやけに重く、自分の置かれている状況が飲み込めない。今どこにいるのか、どんな体勢でいるのか……。情報を処理するまでに、しばらくかかった。

　ノロノロと上半身を起こして周囲を見回せば、知らない景色が衣梨奈の瞳に映る。

　フランスのインテリアブランドのロゴが入った、クイーンサイズのベッド。小さな冷蔵庫に、ふたり掛けのグレージュの革張りのソファ。閉められたカーテンの向こう側の景観こそ見えないが、枕元のデジタル時計は深夜一時過ぎを示していた。

　ビジネスホテルのような内装ではあるものの、室内はそこそこの広さがあり、ひとりで宿泊するには贅沢な空間に思える。そこまで状況を把握したところで、鈍くなった思考でも自身が酔い潰れて眠ってしまったことは理解できた。

　過去のことを掻い摘んで話して優大に謝罪をしたあとは、昔話や他愛のない話題に花が咲いていた気がするが、それからのことがさっぱり思い出せない。

「やっちゃった……」

　衣梨奈は、ため息混じりにうなだれ、失態を深く反省する。

　優しい彼のおかげで、せっかく楽しい時間を過ごすことができていたのに、また迷惑をかけてしまった。その事実に、情けなさと申し訳なさでいっぱいになる。

「起きたのか」

　ドアが開く音がして顔を上げれば、ベッドから少し離れた場所に優大が立っていた。　

　濡れた髪を無造作に拭きながら現れた彼は、どうやらシャワーを浴びていたらしい。

　髪から垂れる雫が、優大の首筋を伝って鎖骨を濡らす。しっとりと湿った肌がやけに生々しくて、衣梨奈に妙な緊張感を抱かせた。

「ご、ごめん……。迷惑、かけちゃったよね……」

　緩く纏ったバスローブ姿が、やけに艶めかしく見える。そのせいで声が震えてしまい、彼を直視することができなかった。

「水は飲めるか？　シャワーはやめとけよ」

　冷蔵庫からペットボトルを出した優大が、それを差し出した。自分のコートがハンガーにかけられているのを目にし、彼が色々と面倒を見てくれたのだと察する。

「ありがとう……ございます。あの、本当にごめんなさい……」

　身の置き場がなく目を伏せる衣梨奈に、優大が小さく噴き出す。

「なにしおらしくなってるんだよ？　さっきまで、『朝まで付き合えー』とか叫んでた奴が」

「うそっ……！」

　恥ずかし過ぎて、穴があったら入りたいとはまさにこのことである。

　いくら長年の後悔が溶け始めていたとはいえ、自分の言動はあまりにもひどい。さきほどの謝罪なんて、もう帳消しになっているだろう。

「嘘だよ」

　クッと笑った彼は、衣梨奈の顔を覗き込んで悪戯な表情を浮かべた。

「衣梨奈はただ酔い潰れて寝ただけで、それも俺が何杯も勧めたからだよな。俺の方こそ、ちゃんと確認しなくてごめん」

「優大は悪くないよ。大人なんだし、自己責任だから……」

　優大の手が衣梨奈の頭にポンと置かれ、彼が「それだけ気を許してくれたってことだろ」と笑う。そのあとで、ふっと瞳が緩められた。

　そんなに優しい眼差しを向けられたら、過去に引きずられてしまいそうになる。

　衣梨奈は、婚活でもしようと意気込んでいた数時間前のことを思い出し、必死に優大の態度を意識しないようにしていた。

「それにしても……ハイペースで飲んでたからてっきり結構飲めるようになったのかと思ってたら、いきなり寝るんだもんな。あんまり強くないところは昔と変わってないな」

　けれど、彼は懐かしげに微笑み、あの頃と似たような眼差しを衣梨奈に向けてくる。

「……っ、あの……！　私、そろそろ帰るね」

「え？」

　まさか、このまま優大と朝まで過ごすわけにはいかない。どこかの店ならまだしも、ホテルで元カレと一夜を共にするなんて、衣梨奈には考えられなかった。

　平静を装いながらベッドから足を下ろし、グッと力を込める。ところが、立ち上がろうとした身体はぐらりとバランスを崩し、視界が床に落ちた。

「きゃっ……」

　グレーカラーのタイルカーペットに倒れ込む刹那、衣梨奈の身体が抱き留められる。

　力強さを感じさせる逞しい腕が細い腰を掴み、まるで軽い荷物を持っているかのような素振りで受け止められていた。

「バカ。まだ酒が抜けてないのに、いきなり立つなよ」

　危ないだろ、とたしなめる声は落ち着いているのに心配の色も孕んでいる。

「ご、ごめんね……」

　数年ぶりに優大と再会したのだから、もっと落ち着いたところを見せたかったのに……。かっこいい女性らしく振る舞うどころか、醜態ばかりさらしてしまっている。

　こんなはずじゃなかった……と考える思考はまだ鈍く、珍しく飲み過ぎたせいで情緒不安定な感じもあり、恥ずかしさと情けなさで泣きそうになった。

（もう、やだ……）

　新調したドレスも、気合いを入れたメイクも、自身の言動ですべて台無しだ。そう感じた衣梨奈は、外見と内面がちぐはぐな自分自身に幻滅すらした。

「あっ……！　ごめんね……！」

　動揺と困惑に包まれていた衣梨奈はハッとし、慌てて優大の胸元をやんわりと押す。すると、離れるはずだった身体が近づき、あっという間に彼の腕の中に閉じ込められてしまった。

　優しく、けれどしっかりと衣梨奈を抱きしめる腕は、そこに確かな意思があることを感じさせる。偶然でもハプニングでもない優大の行動に、衣梨奈は動揺を隠せなかった。

（な、なんで……？　私、離れようとしたよね……？）

　酔っているせいで、自分の思考と行動がおかしいのかと考えてしまう。一方で、衣梨奈の身体を抱きすくめる彼の腕には、次第に力がこもっていく。

「ゆ、優大？　あの……どうしたの？」

　発した声は思いのほか小さく、緊張をあらわにするかのごとく弱々しかった。纏おうとした平静はどこかに消え、衣梨奈の鼓動がドクドクと跳ね回っている。

「……やっぱり、このまま帰したくない」

　静かに零された声音が、ふたりきりの部屋の中をゆっくりと落ちていく。その言葉に込められた意味を、衣梨奈はすぐに読み解けなかった。

　混乱する思考を整理する間に、優大は衣梨奈の身体をベッドの淵に押し戻すようにして腰掛けさせたかと思うと、抵抗する暇も与えずに押し倒した。

「衣梨奈は……？　本当にこのまま帰るつもりだった？」

　真っ直ぐな双眸が、衣梨奈を見下ろす。怖いくらいに真剣な瞳から目を逸らすこともできず、衣梨奈は唐突に変わった彼の態度に困惑を隠せない。

「俺とここで別れて、今度こそ全部忘れるつもりだった？」

（忘れるって……そんなの……）

　忘れたことなんて、今日まで一度だってない。

　優大と過ごした日々が遠くなればなるほどに思い出はより切なさを増し、苦しさに襲われて彼のことを忘れたいと思っても、幸せだったときを忘れることなんてできなかった。

　もう優大への恋情はないはずなのに、後悔や罪悪感とともに眠っていた残滓が存在を主張してくる。まるで、彼への想いは消えていない、とでも言いたげに……。

　だからこそ、危うい空気に呑まれてしまうのは怖かった。

「優大……やめてよ。優大も酔ってる？」

　虚勢を纏う余裕もないままに、それでも必死に強がって見せる。

「はぐらかすなよ。俺は酔ってないし、ふざけてるつもりもないよ」

　衣梨奈に向けられた優大の視線に、冷気がこもる。そこから感じるのは、彼の言葉が真剣であるということ。

　一方で、衣梨奈は答えが出てこなかった。

　優大なら、新しい恋人がいてもおかしくはない。怖くて確認することはなかったが、彼だって衣梨奈と関係を戻そうと思っているわけではないだろう。

　なにより、たとえ何度も抱かれた相手であっても、衣梨奈は恋人でもない男性と身体を重ねる気はなかった。

　それなのに、心はかき乱され、ドクドクと暴れる心臓は一向に落ち着きそうにない。

　早くこの空気をどうにかしたいのに、身じろぎも視線を逸らすこともできなかった。

　意識していなければ呼吸すら止めてしまいそうなほど動揺している衣梨奈には、ただ真剣過ぎる瞳を受け止めるだけで精一杯だった。

　

「さっきの質問に答える気はない？」

　沈黙を守るかのような衣梨奈に、程なくして優大がたしなめるような声音を零した。どこか苛立ちを覗かせ、それでいてほんの少しの切なさを孕ませたように。

　そこでようやく、彼が怒っているのだと気づく。

　優大に許してもらえた気でいた。

　けれど、逆の立場で考えてみれば、あんな謝罪だけで許せるとは思えない。

　もしかしたら本気で許してくれるつもりでいたのかもしれないが、度重なる衣梨奈の失態に呆れて、そんな気持ちが失せたのかもしれない。

　真っ直ぐな彼の瞳は、変わっていないようでいてなにかが違う。懐かしさとともに込み上げるものの正体がわからないまま、衣梨奈は胸が締めつけられる感覚に戸惑った。

「言いたくないならそれでもいい。……身体に訊くから」

　なにかとんでもない言葉が吐き出された気がする。

　そう思ったときには、優大の手が衣梨奈の頬に添えられていた。

　鼓動が、大きく跳ね上がる。あの頃と変わらない反応を見せる心は、まるでパブロフの犬のように従順に彼に囚われていく。

　なにかひとつ拒絶の言葉を返せば、優しい優大ならきっと無理強いなんてしない。

　それをわかっているはずなのに、衣梨奈は結んだままの唇を解けない。口を開けば、喉の奥の熱が零れ出してしまいそうで怖かった。

「無言はＹＥＳと捉えるけど」

　彼は焦れたように眉を寄せ、静かに言い放った。落ち着いた口調に孕まれた強さは、逃がさないとでも言っているようだった。

　優大が口元だけで笑みを浮かべ、トクンと音を立てた衣梨奈の鼓動が騒ぎ出す。つい、目を伏せてしまった。

　刹那、頬に添えられていた彼の骨張った手がするりと滑り、衣梨奈の顎をそっと押し上げた。それは、あの頃と同じ、優しさを携えた少しだけ強引な手つきだった。

　長いまつげが影を落とした優大の顔が、そっと近づいてくる。

　呼吸すらも忘れた衣梨奈は、ずっと忘れられなかった元カレの瞳に吸い込まれてしまいそうで、思わず瞼をギュッと閉じた。

　そのまま唇に柔らかな温もりが触れ、懐かしい感触に胸が詰まった。

　優しく労わるようなくちづけに泣きたくなったのは、過去に積み重ねた優大との思い出が鮮明に蘇ってきたから。

　五年以上も前に別れた彼とのキスなんて、もう忘れたはずだった。けれど、身体はその体温や感触を覚えていた。呆れてしまうくらい、鮮明に……。

　拒絶するには幸せな記憶があまりにも多過ぎて、身体は逃げ方を知らないとでも言うかのように静止してしまった。

　たった一度のキスで、理性が堕ちていく。

　揺れ続けていた心が戦慄き、胸の奥がきゅうっと締めつけられる。

　逃げ場を失った言い訳を探しながら、優大の唇を受け入れて。衣梨奈は、大きな戸惑いの中で、過去に覚えた幸福感に包まれていた。

「衣梨奈」

　甘い声で、名前を呼ばれて。

「ほら、口開けて？」

　甘やかすような囁きが、耳朶に触れて。

　おずおずと言われた通りにしてみれば、彼が「いい子だ」とふわりと微笑んだ。

　アルコールのせいで酩酊感を抱いていた脳が、宙に浮いたようにクラリと揺れる。心が搦め捕られたと気づいたときには、もう後戻りできないと理解できていた。

　自ら開いた唇の隙間から、優大の舌が入ってくる。そのまま熱い塊が衣梨奈の舌を探り、数秒も経たずに難なく捕まえられ、ゆっくりと纏わりついてきた。

　ねっとりと、けれど微かな優しさを感じるような、湿ったキス。

　艶を纏った呼吸はどちらのものかわからず、拒絶の言葉は相変わらず衣梨奈の頭の中にあるのに、漏れ出るのは甘えたような吐息だけ。

　互いの呼気に混じったアルコールの匂いが、唾液とともにゆっくりと混ざり合う。

　ベッドの上に放り出したままだった手に、節くれだった指が絡められていく。ギュッと握られれば、優大と愛し合っていた頃の情事のようで切なさが胸を突き上げた。

　拒絶しなければいけないのに、心は揺さぶられ、身体は甘い熱に震え始めていた。

　彼が衣梨奈の太ももをそっとなぞり、ゆったりとした動きで撫で回していく。裾が開けたドレスは、まるで骨張った手を歓迎するかのようだった。

　衣梨奈はされるがまま、優大に身を委ねていた。

「抵抗、しないんだな？　もしかして、こうされることを望んでた？」

「そういうわけじゃ……」

「ああ……俺がなにもしないとでも思ってた？　言っておくけど、答えないならこの先もするよ？」

　眇めた彼の目が、衣梨奈を射抜く。熱に侵されたような眼差しは、心ごと捕らえて放してはくれない。

　こうなって改めて、嫌というほどに思い知らされた。ずっと前に進めないままでいたのは衣梨奈だけで、優大は簡単にこんなことができてしまうんだ、と。

　別れを告げたのは衣梨奈だったが、いつまでも胸の奥で燻ぶっていた彼への後悔が哀れに思えてしまう。やるせなさに唇を噛みしめたとき、意地っ張りな性格が顔を出し、衣梨奈の口元から自嘲の笑みが漏れていた。

「別に……こういうことは、初めてじゃないし……」

　優大には、もう何度も抱かれた。それこそ、数え切れないほど抱き合った。

　ただ、それが五年以上も前の話――というだけのこと。

　こんなことになってしまったのなら、いっそ酔いに任せて最後に一度だけ彼に抱かれれば、自分の中に残っている一縷の未練を断ち切れるかもしれない。

　衣梨奈を見下ろしていた優大の瞳に、陰りが落ちる。その表情の意味を理解できずにいると、彼が口元だけで冷たく笑った。

「じゃあ、いいよな？」

「んぅっ……！」

　〝いい〟わけがない。

　けれど、答える間も与えられずに唇を奪われ、舌をきつく搦め捕られてしまう。激しいキスは呼吸すら奪っていくようで、繋がれたままの手に力がこもる。

（どうして……優大はこんなこと……）

　答えは優大の中にしかないとわかっているが、脳裏にはそんなことが浮かんだ。

　衣梨奈自身に思い当たるのは、身勝手な振る舞いで彼を傷つけた衣梨奈への復讐――ということくらいだ。

　性欲の捌け口が欲しいのなら、優大ならきっと適当に見繕ってしまえるだろう。衣梨奈の知る彼ならそんなことをしないが、五年も経てば変わっていてもおかしくはない。

　ただ、そうであってもわざわざ衣梨奈を選ぶ必要はなく、優大の言動から推察するのなら〝衣梨奈に対して怒っている彼からの復讐〟という方が合点がいく。

「……ッ」

　衣梨奈の太ももに置かれたままだった手が再びうごめき、ストッキング越しの肌を性急に撫でた。

　絡んでいた指が解け、優大の右手が衣梨奈の胸を優しく掴む。

　どこか荒々しいくちづけとは裏腹に、豊満な双丘は愛でるように触れられて。衣梨奈の弱いところを探るようにしながら、熱を注ぎこもうとしてくる。

　左手が背中に回されると、一気にファスナーが下ろされた。そのまま両手でドレスを剥がれ、衣梨奈の上半身があらわになる。

　再び伸びてきた右手に淡いパープルのブラに包まれた乳房が形を変え、骨張った左手で髪が解かれた。

　敏感な先端を見つけてこする悪戯な右手の指に反し、左手はヘアピンを一本ずつ外して、ベッドサイドのテーブルに置かれたヘアアクセの傍に並べていく。強引なのか優しいのかわからない彼の行動に、衣梨奈はますます困惑してしまった。

「ゆっ……んぅ……」

　衣梨奈が口を開けば、優大がまるでそれを遮るように唇を塞いできた。

　今度は最初から忍び込んできた舌が、無遠慮に口内をまさぐってくる。逃げようとした舌はあっという間に捕らえられ、否応なく締めつけられた。

　唾液ごと絡み合わせるようなキスは、息つく暇も与えてはくれない。

　その間に内ももに滑り込んだ指は、衣梨奈をからかうように肌を甘く引っ掻く。長く骨張った指がうごめくと、衣梨奈は下肢にもどかしさを覚えさせられた。

「……っ、優大……。こんなこと、やっぱり……」

　口では否定する素振りを見せながらも、身体は堕ちていく。

　昔抱いていた青い恋心が、衣梨奈に拒ませないと言わんばかりに顔を出し、楽しかった思い出ばかりが脳裏をかすめた。

　もう、拒めない。そう思ったときには、無意識のうちに込めていた下肢の力が抜けた。

「大人しく俺に抱かれる気になった？」

　最初から、抵抗する隙なんてなかった。優大は強引じゃなかったが、彼の瞳は怖いくらいに真っ直ぐで、衣梨奈を逃がす気がなかったのは明白だ。

「これで、優大の気が晴れるなら……いいよ」

　衣梨奈にとって、恋人でもない相手に身体を差し出すなんてありえないこと。それで過去に大切な人を傷つけた罪が軽くなるとは思えないが、贖罪のつもりで覚悟を決めた。

「……そうかよ」

　眉根をグッと寄せた優大は、まるで苦虫を噛み潰したような面持ちになった。

（どうして？　優大は、私に怒ってるからこんなことしようとしてるんだよね……？　でも、なんだか……）

　彼の瞳が、悲しげに見える。衣梨奈の思考が働いていないせいかもしれないが、傷ついた顔を向けられた気がして胸が痛くなった。

「だったら、遠慮しない。……衣梨奈なんて俺に傷つけられて、俺のことをずっと忘れられなくなればいい」

　ひどい言葉とは裏腹に、その声は嘆いているように聞こえた。

「あっ……！」

　しかし、真意を確かめる術はないままに突起を摘まみ上げられ、身体がビクンッと跳ねる。

　直後、ストッキングを引っ張られ、容赦なく引き裂かれてしまった。慌てて自らの下半身を見れば、破かれたストッキングは無残な姿で衣梨奈の脚を覆っていた。

　器用にブラも奪われ、五年ぶりに異性の前で上半身をさらした。肌に刺さる視線がやけに鋭く、痛いくらいに見つめられている。まるで、視姦されている気分だった。

　衣梨奈の意思に反して、呼吸が乱れていく。拍動も大きくなるばかりで、乱暴にされているのに身体は素直に反応してしまう。

　信じがたいと思う反面、ジクジクとした疼きが芽生えていた。

「衣梨奈は、舐められるのが好きだったよな」

　嘲笑うような声が、鼓膜を揺さぶる。揶揄されているようで、衣梨奈は羞恥でいっぱいになった。

　端正な顔が近づいてくると、芯を持ち始めた花粒を一気に舐め上げられて。

「あぁっ」

　甘ったるい啼き声が、部屋中に響いた。

　優大は、右側の飾りを舌で嬲り、もう片方の尖りを指の腹を合わせるようにこすった。

　異なる快感は、やがて大きな喜悦へと変貌していく。贖罪なら感じるわけにはいかないのに、久しい愛撫に下肢は戦慄いた。

「こっちも、そろそろ寂しくなってきた？」

　下半身に伸ばされた手が、ショーツの淵をたどるように内ももを行き来する。もどかしい感覚に息を潜めるようにし、衣梨奈は膝をこすり合わせた。

　射抜かれてしまいそうなほどの視線が怖くて、つい瞳を逸らしてしまう。

　直後、ショーツの淵から節くれだった指が侵入し、ぴたりと合わさっていた襞を撫でた。

　隙間を探すようにうごめく指先が、一瞬で秘孔を探り当ててくる。くちゅっ……と響いた水音に、衣梨奈の頬が一気に熱を帯びた。

「ははっ、もう濡れてる。昔は濡れにくかったのに、俺が知らない間に敏感になったんだな」

　自覚したのと同時に指摘され、羞恥で涙が滲んだ。淫乱だ、と嗤われた気がして、唇が震えてしまう。

（違う……。だって、これは……久しぶりだからで……）

　優大と別れてからの五年間、誰にも抱かれたことはない。ましてや、物心がついてからの人生ですべてを見せたのも触らせたのも、彼以外にいない。　

　けれど、優大に誤解された気がして、心がズキズキと痛んだ。

「俺と別れてから何人に抱かれた？」

　温度のない双眸に、身が竦みそうになる。優しい優大しか知らなかった衣梨奈には、彼の表情もその言葉もショックだった。

　どうして、許してもらえたなんて思ったのだろう。どんどん冷たくなっていく優大の態度に、勘違いも甚だしい……と言われているようだった。

「言いたくない？　それとも、わからないくらい抱かれた？」

　言葉を発さない衣梨奈に、彼の声音がいっそう低くなった。

　それなのに、衣梨奈を見つめる瞳が揺れているように見えるなんて……。いったい、ジウでどれだけ飲んでしまったんだろう。

　誤解されたままでいいと思ったわけじゃない。ただ、こうなってしまった以上、もう友達にも戻れるはずがない。

　だったら、最後に悪女を演じてでも、優大の怒りを少しでも和らげたかった。

　だいたい、ずっと彼とのことが心で燻ぶっていたせいで誰とも付き合えなかった――なんて、身勝手なことをした衣梨奈には言う資格はない。

「そんなこと……今はどうでもいいじゃない」

　精一杯の強がりで笑って、本音ごとすべてを隠してしまう。それができたかどうかはわからないが、少なくとも優大は疑ってはいないみたいだった。

「昔は、そんな言い方しなかったな」

「優大だって、昔はこんなに強引じゃなかったよ」

　なんて滑稽なやり取りだろう。こんなもの、お互いの傷を抉る悲しい言葉の応酬だ。

「……そうだな。変わったのは、お互い様ってことか」

　一度瞼を閉じた彼が、力ない笑みを浮かべる。

「どうせなら、あの頃よりも乱れてよ」

　そして、眇めた目で衣梨奈を見下ろし、淫靡な囁きを落とした。

　

　静かな部屋で仕切り直すように、優大が衣梨奈のドレスを抜き取り、ストッキングとショーツも剥いだ。衣梨奈の身体を包んでいた衣服が、ベッドの下に落とされていく。

　全裸で大きく両脚を開かれると目を覆いたくなったが、優大は衣梨奈の腰の下に枕を置き、お尻を高く上げさせた。さらに視線を背けたくなるような光景が、互いの眼前に広がる。

「優大……こんな格好、やだ……！」

「今さら恥ずかしがるなよ。どうせ初めてじゃなんだから、別にいいだろ。普段通りにしてろよ」

「ひぁっ……！」

　なにか大きな誤解が生じている気がしたが、彼の指先があわいの上の部分をかすめた。

　まだ息づいていない、小さな蕾。そこに照準を定めたらしい優大が、薄い茂みの奥に潜んでいた秘芽に指を押し当て、クリクリと弄び始めた。

　敏感な突起は、鋭利な感覚を受け取って目覚め、包皮から少しずつ顔を覗かせる。

　白くしなやかな腰が跳ねるたびに彼の口元が持ち上がっていき、ビクビクと震える衣梨奈を満足げな眼差しが見下ろしていた。

「ぁ……ッ、ん、あぁっ……」

　衣梨奈の口からは嬌声が漏れ、甘い吐息とともに飛び散っていく。それは次第に甲高くなり、快楽の淵に近づいていることを語った。

　節くれだった指が可憐な蜜粒を撫でてはこすり上げ、ときおりピンッ……と弾かれて。かと思えば、触れるか触れないかという位置で優しくくすぐってくる。

「ふっ、ぁ……あんっ」

　衣梨奈の身体は甘い愛撫を悦んで受け入れ、秘孔からは淫蜜が垂れている。

　じっくりと可愛がられ続けた花芽は、すっかり芯を持ってパンパンに膨らみ、今にも弾けてしまいそうだった。

「そろそろ、かな」

　ひとりごちた優大が、いっそう唇の端を上げる。

　淫蕩混じりの意地悪な表情に、胸がきゅうっと戦慄いた直後。

「ひっ……！　アッ……はぁっ、んんっ！」

　彼の指の腹が、敏感になり過ぎた尖りを無遠慮に捏ね回した。

「――ッ、ああぁぁぁっ……！」

　極めつけに姫核を押し潰すようにグリグリと嬲られ、衣梨奈はとうとう自身の体内に蓄積した愉悦を受け止め切れず、背中を弓なりにしながら果てた。

　肩で息をする衣梨奈に、優大の瞳が満悦そうに弧を描いた。わずかな痺れに覆われたままの身体から力が抜け、思わず瞼を閉じてしまう。

　次の瞬間、長い指が秘裂を割り開くようにしていたずらに動き、隘路に侵入してきた。

　声にならない声が、宙を舞う。

　たった一本の指なのに、わずかに引き攣るような感じがした。

「……狭いな」

　どこか不思議そうな声音が落とされ、彼は衣梨奈の内側の様子を探るように指を動かしていく。痛みはなかったが、初めてのときのように身を強張らせてしまった。

「衣梨奈、力を抜けよ？」

　衣梨奈を安心させるためか、優大の口調は小さな子どもに向けるように優しくなった。実際にはあらぬところを触られているのだが、それでも幾分かの安堵を抱かせてくれる。

　柔襞をこする彼の指は、言葉通りゆっくりと蜜壺を捏ねていく。次第に柔らかくなっていくのを自覚すると、「もう一本いけそうだな」と囁かれた。

「あっ……」

　最初の一本に沿えるようにして、指が追加される。入り口から解すようにしながらも、手前から中間あたりで轟いていたさきほどとは違ってさらに深く挿入された。

　二本の指が柔壁をかき分け、容赦なく奥を目指した。

　バラバラにうごめく彼の指が肉襞を撫でつけ、優しく引っ掻いてくる。久しぶりの感覚に息を詰める衣梨奈に反し、身体は彼の指を歓待するように食い締めていた。

　襲いくる悦楽の波に、逆らえない。けれど、これほどの激しい刺激を受けながらも、なにかが足りない。

　そう気づいたとき、優大が「ああ……」と独り言のように零した。

「衣梨奈は、ナカよりこっちの方がいいんだったよな？」

「はぁんっ！」

　姫襞をいじくる指はそのままに、艶のある淫芽が潰される。

　イヤイヤと首を振ると、彼は衣梨奈をたしなめるように左手で顎を掬い、がっちりと固定して目を眇めた。鋭い双眸に射抜かれ、衣梨奈は喜悦に震えながら息を呑む。

「俺を見たままイけよ」

　意地悪な命令が耳を突いた直後、優大の指が衣梨奈のお腹側を押すようにしながら引っ掻き、蜜粒をグリグリと捏ね回した。

　抽挿を受ける姫洞からは蜜が絶えず零れ、彼の愛撫を手助けする。

　最初は異物を拒むようだった内襞は、いつの間にか三本目の指をおいしそうに飲み込み、きゅうきゅうと轟いていた。

　過激な刺激を受け続けている花芽は、痛いくらいに勃ち上がり真っ赤に腫れている。それなのに、肉壁への刺激も容赦なく与えられ、おかしくなってしまいそうだった。

　従順に優大を見つめる瞳からは涙がとめどなく零れ落ち、二度目の限界を察した刹那。

「あぅっ――」

　蜜路に指を押し込まれたまま、小さな真珠をグリッ……と潰された。

「んぁっ、アァッ！　ッ……ぁ、やぁ、あぁぁぁっ――」

　無理やり高みに押し上げられ、為す術もなく叩き落される。

　視界は涙で歪み、じんじんと痺れていた四肢が大きく戦慄いた。蜜口からは体液が飛び散り、シーツを汚した。

「ははっ……またイったな」

　意地悪な笑みに、衣梨奈の胸が高鳴ってしまう。揶揄されているだけなのに、向けられる視線にドキドキさせられた。

　重怠い体を持て余していると、優大がバスローブの紐を解き、前を寛がせた。彼の両脚の中心にある欲望は、天を仰ぐように大きく反り立っている。

　バスローブを脱いだ優大の全身があらわになると、衣梨奈は直視できないほどの羞恥を抱いた。しかし、彼が屹立にコンドームを纏わせる間、ついチラチラと盗み見てしまった。

　軽く盛り上がった胸元に、逞しい上腕。割れた腹筋は綺麗なシックスパックで、一朝一夕で作られた体躯じゃないだろう。

（今も、鍛えてるんだ……）

　優大の裸を見るのは、初めてじゃない。ただ、あの頃よりもますます雄臭い身体つきになった彼の姿は、今の衣梨奈の目には毒にも等しかった。

　準備を終えた彼が、衣梨奈の身体を跨ぎ、おもむろに覆い被さってきた。つらくないように気遣われていることがわかる重みに、懐かしさで胸がいっぱいになる。

　熱と劣情を孕んだ雄の眼差しに鼓動が高鳴り、興奮混じりの吐息が漏れた。

　太ももに雄芯が触れたかと思うと、割り開かれた両脚を持ち上げられて、淫裂にグッとあてがわれた。硬く逞しい感覚に、期待混じりのため息が零れる。

　ゆるりと腰を動かされると、グチュッ……と淫靡な水音が響いた。下肢をこすり合わせるようにされ、彼の切っ先で敏感な蕾を撫でられる。

　たったそれだけのことで蜜壺が震え、この先の愉悦を想像した身体が勝手に揺らめいた。

「どうしようか」

「え……？」

「やっぱりやめる？　今ならやめてあげられるけど」

　熱い息を吐きながら、優大が意地悪く笑う。

　なんてひどいことを言うんだろう。ここまでしておいて、今さらこの熱をどうやって冷ませというのか……。最後まで強引にしてくれないことが、歯がゆかった。

「やめないで……」

　か細く震える声が、彼の耳に届く。わずかに残っていた理性はまるで役に立たず、衣梨奈の本能が本心を吐き出させた。

　優大の瞳が曇り、程なくしてふっと笑みが零される。

「そういうセリフ、昔は言ってくれなかったな」

　自嘲めいた口調と表情の意味を理解できなかったが、考える暇はなかった。

　秘裂を撫でていた剛直が、ぬかるんだ入り口にグッと押し込まれる。指とは比べ物にならない質量に、不意に緊張が込み上げて身体が強張った。

「……っ！　力、抜いて」

「んっ……」

　息を吐こうにも、つい力がこもる。すると、困り顔で微笑んだ彼は、衣梨奈の唇にキスを落とした。

　ちゅっ、とリップ音が鳴る。繰り返される甘ったるいくちづけは、恋人だった頃に贈られたものとよく似ていた。

　優大とこうして繋がるときには、毎回のように優しくくちづけられた。彼の癖なのかもしれないが、蘇ってくる記憶とキスの感覚に胸が痛くなる。

「……そう、それでいいよ」

　キスの合間に褒められ、優大は唇を重ねたままさらに奥へと侵入してきた。

　すぼまる内部を攪拌するように、彼が腰をゆるゆると回す。さきほどまでの強引さに反し、衣梨奈を労わりながら楔を押し進めてくるから、久しぶりの行為でも痛みはない。

　しかし、張りつめた雄杭が根元まで埋まると、息を詰まらせてしまった。

「ん、ほら……全部、挿はいった」

　快楽をこらえるように吐息を漏らした優大が、嬉しそうに破顔する。その顔は、まだ愛されていると錯覚しそうなほどに優しくて、衣梨奈の胸が甘やかな音を立てた。

（なんて図々しいの……）

　彼は、衣梨奈に対する怒りでこんなことをしているというのに、おこがましいにも程がある。これ以上優しくされると取り返しがつかなくなりそうで、衣梨奈はそんな自身を心の中で叱責したあと、行き場がなかった両腕をそっと伸ばした。

「早く……動いて」

　羞恥を隠し、そっと囁く。優大の首に回した腕で彼の身体を引き寄せると、姫洞を埋め尽くす熱杭がビクンッと震えた。

「……ッ、ぁ……」

「今のは、衣梨奈が悪い」

　どこか忌々しげに吐き出された言葉は、それでいて嬉々としていた。

　優大は息を小さく零し、腰を引いた。ぷっくりと丸みを帯びた先端が抜けてしまう寸前、今度は最奥を目がけるようにして突き上げられた。

「あんっ！　んっ、ぁ……はぁっ……」

　ズンッと押し込まれた滾りが、一気に隘路をかき分けて。肉壁をこすり、奥に到達する。

　抽挿は、最初から容赦がなかった。幼気な襞を激しく引っ掻いたり、一番奥をガンガン突き上げたりと、縦横無尽にかき回す。

　五年間も蛹のように眠っていた身体が、容赦なくこじ開けられていく感覚。それは、快感とともに恐怖に似たものを抱くほどだった。

　何度も抱かれた相手なのに、こんなやり方に覚えはない。

　けれど、怖いのに気持ちよくて。衣梨奈は、絶えず注入される法悦に心酔するかのように、全身をビクビクと震わせて甘い声を上げた。

「はっ……。衣梨奈……ッ」

　愉悦をこらえる彼に、胸がキュンキュンと戦慄く。

　瞳に覗かせる雄の情欲は、あの頃よりもずっと色香に満ちていて、まるで知らない男性の腕の中にいるような気になった。

　自分がこんな顔をさせていると思うと、喜悦はいっそう大きく膨らみ、脳芯がじんじんと痺れ始める。それなのに、昇りつめるにはあと一歩、なにかが足りない。

「ぅ、ああっ、んっ……はぁんっ、やぁっ……！」

　確かな快感はそこにあるのに、どんなに手を伸ばしても届かない。

　そんな感覚に翻弄される衣梨奈に、優大が苦笑を漏らした。

「……衣梨奈は、まだナカだけでイけないのか」

　優しい声音なのに、〝衣梨奈は〟と強調された気がして悲しくなった。自分以外の誰かと比べているのだと、痛感させられる。

　胸に落ちた陰りに泣きたくなっていると、下肢に手を伸ばした彼が薄い茂みを一撫でし、一瞬で探り当てた花芽を押した。

「ひっ、あぁんっ！」

　さらに高くなった声が、部屋中にこだまする。優大は、衣梨奈の反応に気をよくしたらしく、唇の端だけを持ち上げて雌核をクリクリと捏ね回した。

　過ぎた快楽が、衣梨奈の全身を突き抜ける。きゅうきゅうと轟く姫襞が、充溢した怒張を食い尽くすように締めつけた。

　見え始めた高みが、互いをさらに追いつめる。それぞれが相手の淫欲を満たすために下肢をこすり合わせるように動き、絶え間なく愉悦を与え合った。

「もっ、だめ……」

「ん、いいよ……ッ。俺も、もう……」

　ハッと吐き出された熱い吐息が、衣梨奈の肌をかすめる。

　汗に塗れた身体の境目がわからなくなるほどにきつく抱き合い、彼が花粒を摘まみ上げながら最奥をグリグリと穿った。

「ふっ……ぅあっ、ぁ……イっ、ああぁぁぁっ――」

　刹那、衣梨奈は優大が繰り出す激情に飲み込まれた。ほぼ同時に胴震いした彼もまた、薄膜越しに欲望を吐き出し尽くす。

「ぅ、っ……クッ……！」

　快楽をこらえた声が衣梨奈の耳元に落とされて、痛いくらいに抱きすくめられた。

　力強い腕の感覚が、衣梨奈の胸を締めつける。

　衣梨奈は優大への切なさを抱えながら、意識を手放す寸前に彼が纏う嗅ぎ慣れない香りを大きく吸い込んだ――。
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　スイーツが人気のカフェ、『フルール』。

　大通りから一本入った道沿いにあるフルールには、温かみのある木目調のテーブルセットが並んでいる。店内に三十、テラス席には十席ほどの程よい広さのカフェは、いつもたくさんの人で賑わい、ここ最近は人気が高まり行列ができることも珍しくはなくなった。

　春の日差しが降り注ぐテラス席で小説を読んでいると、「衣梨奈」と声をかけられた。

「ごめん、少し遅れちゃったね」

　顔を上げた衣梨奈に、早紀が申し訳なさそうな笑みを浮かべている。

「ううん。私もさっき着いたところだから」

　腰を下ろした彼女にメニューを開いて渡すと、カプチーノと桜の花びらパンケーキを頼んでいた。衣梨奈はすでに、桜ラテといちごのブランマンジェを注文済みである。

「この間は、結婚式に出席してくれてありがとう。来てくれて嬉しかった」

「私の方こそ、ありがとう。本当に素敵なお式だったし、ドレスもすごく似合ってたよ」

「ふふっ、嬉しい。あ、そうだ！　これ、新婚旅行のお土産。タヒチに行ってきたんだ」

　小さな紙袋を差し出され、「ありがとう」と受け取る。中に入っているのは、現地で人気のモノイオイルらしく、髪や身体に塗って使用するのだとか。

　数日前、早紀の方から『新婚旅行のお土産を渡したいから』と連絡をくれたのだが、昔と変わらない様子でさらりと誘ってくれたことが嬉しかった。

　ましてや、お土産まで用意してくれているなんて……。本当に、彼女には感謝しかない。

　謝罪を口にすると咎められてしまいそうだから、早紀には再度お礼を伝える。彼女は笑顔で首を横に振り、当たり前のように「これからはいっぱい会おうね」と言ってくれた。

　ドリンクとスイーツが運ばれてくると、早紀の新婚旅行の話題で盛り上がった。

　綺麗な景観やちょっとしたハプニング、そして気に入った料理のこと。彼女のスマホに保存された写真とともに聞く話は、どれも興味深かった。

「そういえば、衣梨奈は楢崎くんと話せた？」

「えっ……」

　唐突に気まずい話題に変わり、衣梨奈は思わず言葉に詰まった。

「余計なお世話だったらごめんね。でも、ほら……楢崎くん、ずっと衣梨奈のことを心配してたから。もちろん、私もだけど……」

　早紀自身が心配してくれていたのはもちろん、彼女は優大とのことも気にかけてくれていたようだ。

「披露宴でも二次会でも話してなかったみたいだけど、ふたりとも三次会には行ったんでしょ？　ちゃんと事情とか話せた？」

「うん、まぁ……」

　彼とバーに行ったことは告げたが、そのあとのことはさすがに言えなかった。

　酔った勢いで元カレと寝た……なんて、まさか口にできるはずがない。

　しかも、翌朝早くに目を覚ました衣梨奈は我に返り、優大と顔を合わせるのが怖くて、彼が起きる前に逃げるようにホテルを後にしてしまった。

　優大には今の連絡先を教えていないし、衣梨奈も彼の連絡先を知らないため、もちろん電話もメールもしていない。その気になれば、互いに村岡夫妻を通してコンタクトを取ることは可能だが、衣梨奈にそうしようという気持ちはなかった。

　少なくとも、衣梨奈にとっては忘れられない一夜だった。優大の望み通り、彼との情事を忘れられる気がしない。

　けれど、優大は違う。彼は今頃、衣梨奈のことなんて気にも留めずに大阪で仕事に励んでいるに違いない。

　優大が衣梨奈の過去の行いに怒りを見せたことは理解しているため、彼は衣梨奈のようにこうして思い悩んでいるなんてことはないだろう……とわかっていた。

　自分が抱えている感情と、優大の今の気持ち。その差と、彼が好きでもない女性を抱けるという現実を思い知れば、きっと傷ついてしまう。

　黙って逃げ出したのはずるいかもしれないが、あえて傷つくとわかっていて連絡を取ろうなんて思えなかった。

　あの日から二週間、彼のことを忘れられない毎日は少しだけ苦しかったけれど……。

　

「衣梨奈？」

「あっ、ごめんね……。ちょっとボーッとしてた」

「やっぱり、結婚式にふたりとも招待したのは無神経だったかな？　でも、ふたりにはどうしても来てほしくて……」

「そんなことないよ。早紀と村岡くんの幸せそうな姿を見れて嬉しかったし」

　早紀は安心したように微笑んだが、すぐに言いにくそうに口を開いた。

「じゃあ……もしかして、楢崎くんとなにかあった？」

「ううん、そうじゃなくて……。その……実は私、来週から新しい派遣先に行くんだ。しばらく同じ職場だったから、今から緊張しちゃって」

「衣梨奈なら大丈夫だよ。昔から努力家だったし、真面目だから」

　話を逸らしたいがために出した悩みだったが、彼女は親身に「衣梨奈らしく頑張れ」と言ってくれ、明るい笑みを浮かべた。

「新しい職場って、家から近いの？」

「それが……シブサワ堂なんだ」

「えっ？　楢崎くんと同じ会社じゃない！」

「うん……。でも、私は本社勤務の事務員だから、優大と関わることはないと思うよ」

　目を丸くする早紀に、冷静に返した。

　なんの因果か、次の派遣先としてシブサワ堂を紹介され、先日面談も終えた。無事に採用が決まったことは喜ばしいが、複雑にならない方がおかしいだろう。

　他の会社を紹介してもらうことも考えたものの、シブサワ堂の採用条件はとてもよく、人気の会社でもあることから、これ以上の条件はなかなかないというのはわかっていた。

　結局、衣梨奈は悩んだ末、少しでも条件がいい仕事先を選ぶことを優先したのだ。

「いっそのこと、楢崎くんとやり直したら？　ほら、これもなにかの縁だと思わない？」

　冗談とも本気ともつかない言い方だったが、彼女の瞳は衣梨奈をじっと見つめていた。

「なに言ってるの。優大とは、誰かの結婚式とか同窓会で会うかもしれないけど、それだけだよ。優大は大阪にいるんだし、同じ会社に所属してるだけで縁もなにもないよ」

「でも、楢崎くんは……」

　そこで口を噤んだ早紀は、残念そうに「そうだね」とごちた。

「ごめん、変なこと言っちゃったね。今のは忘れて」

　小さく笑って頷けば、彼女も微笑んだ。
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　数日後の四月一日。

　衣梨奈は、シブサワ堂の本社にある企画部に通された。

「企画部課長の三み嶋しまです。津村さんには基本的に事務と雑務を担当してもらいます。わからないことがあれば、なんでも訊いてください」

「はい、よろしくお願いいたします」

　都内に本社を構えるシブサワ堂は、二十階建てのビルを丸々一棟所有し、系列会社で埋めている。三階まではレストランなどの飲食関係の店舗が並び、四階からは傘下の事業が、そして十二階以上はシブサワ堂のフロアになっている。

　面談で足を踏み入れたときにも感じたが、やっぱり大手だけあって規模が違う。

「あとでみんなにも挨拶してもらいますが、先に津村さんの指導をしてくれる社員を紹介します。他にも、新しくうちに配属になる主任があなたを指導する予定です」

　三嶋は、爽やかな笑顔で説明を終えると、衣梨奈に高たか田だを紹介した。

「ここが津村さんのデスクよ。私は隣だから、遠慮せずになんでも訊いてね」

　彼女はにこやかに「これからよろしくね」と言い、基本的な業務内容を教えてくれた。

　主任直々に指導してくれるなんて変わっているな……と思ったが、よく聞けば主任はあくまで補佐的な立場で衣梨奈を見てくれるのだとか。

　基本的には高田が衣梨奈の指導係となり、彼女の指示で動くようだ。

　その後、三嶋に呼ばれて席を立つと、彼のデスクの前に立っていた人物が振り返って目が合った。

　刹那、衣梨奈の呼吸が止まった。

「津村さん、彼が君のチームの主任になる楢崎くんです。楢崎くんは、今年度から本社に配属されることになったばかりですが、今までいた大阪支社の営業部で二年間成績トップだったエリートです。安心してなんでも訊いてくださいね」

　衣梨奈の目の前に立っているのは、二週間前に再会したばかりの元カレだった。

（どう、して……？）

　動揺と困惑で平静を纏えないどころか、瞠目したまま立ち尽くすことしかできない。心臓は嫌な音を立てながら早鐘を打ち、息の仕方も思い出せない。

　そんな衣梨奈に反し、優大は笑みを崩さずに右手を差し出した。

「楢崎です。よろしくお願いします」

　会釈ひとつできなかったが、傍には三嶋がいることを思い出してハッとする。

「……津村です。よろしくお願いいたします」

　震えそうな右手で大きな手を握り、丁寧に頭を下げる。三嶋は、「ひとまず高田さんに指示を仰いでください」と告げ、ふたりはそれぞれのデスクに戻った。

（なんで……。噓でしょ……）

　偶然だとわかっているが、突然過ぎる再会に思考が追いつかない。

　シブサワ堂で働く限り、もしかしたら優大とも関わる機会はあるかもしれないと考えたこともあった。

　しかし、ただの事務員として契約を結んだ衣梨奈が大阪支社にいるはずの彼と接することなんて、そうそうないとも思っていた。

　ところが、自身の直属の上司として関わることになるなんて、冷静ではいられない。

　そういえば先日、早紀が優大のことをなにか言いかけたあとで口を閉ざしていたが、もしかしたらこの件だったのだろうか。彼女にきちんと訊いておかなかったことを後悔したものの、どちらにしても目の前の事実は変わらない。

「早速だけど、うちでよく使用する共有ファイルについて、順番に説明していくね」

「は、はいっ……。よろしくお願いします」

　ぼんやりとしていた衣梨奈は、高田の声にハッとして背筋を伸ばした。

　そのとき、一瞬だけ目が合った優大が、意味深な笑みを浮かべていた気がした。
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　衣梨奈がシブサワ堂で働き始めてから、二週目を無事に終えようとしていた。

　三月後半は、前の職場で引き継ぎをしたり、面談を受けたりと忙しかった。この一週間はシブサワ堂での仕事を覚えることに必死で、かれこれ三週間分の疲労が蓄積している。

　その原因の一端に、直属の上司の中に元カレがいる……という事実も加担しているが、どういうわけか優大の態度はあくまで〝楢崎主任〟だった。

　それにホッとしている反面、彼がまったく動じていないところを見れば見るほど複雑な気持ちになるのもまた事実で、なんとも身勝手だなと思う。

　おかげで、評判通りとても働きやすい職場ではあるのに、どこか居心地が悪い。

「楢崎主任って、素敵だと思いません？」

　昼休憩のとき、高田と、別の派遣会社から来ている里さと中なか友とも香かの三人でテーブルを囲んでいると、唐突に友香がそんなことを言い出した。

　一瞬で動揺した衣梨奈は、口に放り込んだばかりの卵焼きを噴き出しそうになった。

「里中さんは楢崎主任派なんだー。ちょっと前までは三嶋課長の一強だったけど、やっぱり楢崎主任は人気だよね。私は三嶋課長派なんだけどなぁ。ちなみに、津村さんは？」

「えっ……!?　いえ、私は……」

　噎せずに卵焼きを嚥下できたのも束の間、今度は高田から質問が飛んできて表情が引き攣りそうになる。衣梨奈は、どう答えるべきか悩み、続く言葉が出てこなかった。

「そりゃあ、三嶋課長も素敵ですけどぉ……でも、既婚者じゃないですかぁ！」

　少し前までは、企画部の男性の中では三嶋が断トツで人気だったらしいが、先週からは優大派も随分と増えたのだとか。

　確かに、三嶋は優しげな雰囲気を醸し出す目元同様、話し方や態度も温厚で、衣梨奈たち派遣社員にも分け隔てなく接し、細やかな気遣いもしてくれる。

　しかも、愛妻家だという噂はシブサワ堂に来て一週間程度しか経っていない衣梨奈の耳にもすでに入っているほどで、内面も素晴らしい彼に憧れる女性が多いのも頷けた。

　そんな三嶋の人気に切り込んだのが、優大だった。

　優大もまた、人当たりがよくて優しく、男女問わずに部下からは慕われ始め、上司にも信頼されている。大阪支社で営業成績が二年間トップだっただけあり、仕事が早い上に教え方も上手く、企画部という畑違いの場所でも早くもその手腕を発揮していた。

「その点、楢崎主任は独身だし、優しいし、押せばいけそうかなぁって。彼女がいるか訊いたらはぐらかされちゃったんですけど、薬指に指輪はないですし」

　衣梨奈よりも二歳下の友香は、同日付で派遣されてきたのだが、男性社員のチェックに余念がないようで、すでに好みの独身男性に目をつけているようだった。

　そんな彼女の中で第一候補に挙がっているのが、優大らしい。

　友香は、まだ十代でも通りそうなほどの童顔で、緩く巻かれたセミロングの髪がよく似合っている。可愛らしいピンク色のチークとリップが、彼女をより幼く見せた。

「うーん、でもあのタイプは彼女くらいいるんじゃない？」

「それは別に構いません。結婚してるわけじゃないなら、奪えばいいだけですから。私、二十代のうちに子どもが欲しいんですよねぇ。仕事は好きじゃないから専業主婦になるつもりなので、旦那さんになる人にはそれなりに稼いできてもらわないといけないんです」

　友香の物言いにモヤモヤしてしまうのは、彼女が優大を狙う理由が打算だからだろうか。

　高田は、「そこまで目的がはっきりしてると、いっそ清々しいね」とあっけらかんと笑ったが、衣梨奈は小さな苛立ちを感じていた。

「高田さんは結婚して可愛い息子さんもいるから余裕かもしれませんが、私は今年は婚活を頑張るって決めてるんです。それに、彼女がいたとしても一日の大半は会社で過ごすんですから、同じ会社の男性を狙う方が効率いいと思いません？」

（なによ、それ……。優大のことをなんだと思ってるのよ！）

　声にできない叫びを心の中で吐き出したところで、衣梨奈は自分にはこんな風に思う資格すらないと気づいた。

　衣梨奈自身、優大に対してひどい態度を取ってしまった。

　身勝手な理由で別れを告げた上、自分のことしか考えられずに数年間も音信不通になり、再会したときだって彼が話しかけてくれなければ謝罪もできなかったに違いない。

　これでは、友香よりもひどい。彼女は打算的かもしれないが、毎日手作り弁当を持参し、メイクもファッションも気を抜いていないことがわかる。

　仕事では不真面目な部分も見受けられるものの、恋愛観には信念があるのは伝わってくるし、仮に優大と付き合ったとすれば彼を大切にしないわけではないだろう。

　だいたい、いくら元カレだとはいえ、衣梨奈が怒りを感じるのはお門違いだ。

　優大にしてみれば、可愛くて男性社員からの受けがいい友香からの好意は嬉しいかもしれない。むしろ、彼女のような女性にモテるのは、男冥利に尽きるのではないだろうか。

　なにより、衣梨奈は友香の清々しいほどの素直さが羨ましかった。自分もこれくらい素直だったら、あのとき本音を伝えて別れない道を選べたのだろうか……。

（ああっ、もう！　やめよう！　こんなこと考えたって仕方ないんだから！）

「津村さん、もしかしてそんなに悩ませちゃった？」

「あっ、いえっ……。すみません、ちょっと寝不足でぼんやりしてました」

　怪訝そうな高田に苦笑を返せば、彼女は優しい笑みを浮かべた。

「うちに来たばかりで緊張もしてただろうし、ふたりともこの土日はゆっくりしてね」

　高田に微笑みを返しながら、すっかり食欲を失くしてしまった。

　衣梨奈と友香の指導係である高田も含め、三人で昼食を摂るようになったのはなりゆきだったが、今日のような話題はこれからもっと増えるだろう。

　これまでは当たり障りのない会話が多かったため気にしていなかったのに、ひとたび気分が重くなった今は来週からの昼休憩のことを考えると憂鬱である。

　なんだか頭が痛くなりそうだった衣梨奈は、今日は早々に帰宅しようと決めた。

　

　十八時になると、衣梨奈たち派遣社員は退社するように告げられている。

　三嶋からは残業もあるとは聞いていたが、今週は毎日定時にパソコンの電源を落としているし、その十分後には会社を出ている。

　今夜も、衣梨奈は会社の化粧室で軽くメイクを直したあと、駅に向かっていた。

「こんばんは、お姉さん」

　ぼんやりと信号待ちをしていたところで声をかけられ、肩が小さく跳ねる。声の主には覚えがあり、顔を確認する前に誰だかわかってしまった。

「ゆ……楢崎主任」

「他人行儀だなー」

　不本意そうに眉を寄せられ、そっくりそのまま言葉を返したくなった。

　仕事とはいえ、ずっと他人行儀だったのは優大の方で、会社で再会したときだって顔色ひとつ変えなかったくせに……。

「単刀直入に訊く。あの日、どうしてなにも言わずに帰った？　そんなに俺と関わりたくないのか、もしくはよほど俺に知られたくないことでもあるのか？」

　唐突に冷たくなった口調が矢継ぎ早に飛んできて、次から次へと衣梨奈の胸を刺す。

「こんなところ、誰かに見られたら……」

「俺は別に見られても構わないよ」

　気まずさと動揺に包まれてつい目を逸らすと、彼は苛立ったように言い捨てて衣梨奈の手首を掴み、目の前のタクシーに押し込んだ。

「ちょっ……！　急になに!?」

　驚く衣梨奈を余所に、優大が運転手に「お待たせしてすみません。出してください」と話しかけた。どうやら予めタクシーを待たせていたようで、メーターはすでに上がっている。

「知り合いに見られたくないんだろ？　でも、俺は話がある。今夜は、この間みたいに逃げるなよ？」

　車内で寄越された視線に射抜かれ、衣梨奈は息を呑んだ。真っ直ぐな瞳があまりにも力強くて、目を逸らせない。

（どうして、こんな……）

　先週の木曜日に再会して一週間以上が経った今日まで、優大はずっと上司として衣梨奈と接し、再会した夜のことなんておくびにも出さなかった。

　それなのに、衣梨奈を見つめる彼の双眸は今、あの一夜を思い出させるような色香を孕み、衣梨奈を逃がさないと言わんばかりに唇の端だけを上げた。

　選択権がないまま連れていかれたのは、品川区にあるマンションだった。一目見ただけでシブサワ堂よりも高層であることはわかり、立地から言っても家賃は高いのだろう。

「……優大、ここに住んでるの？」

「ああ」

　ここに来るまで優大が口を開かなかったため、衣梨奈もずっと大人しくしていた。

　本当は訊きたいことも言いたいこともあったが、まずは追及されるべきは自分だという自覚はあったからである。

　密かに芽生えたまま大きくなっていく緊張感が、衣梨奈の足を重くさせる。しかし、彼が急かすように衣梨奈の手を引いているせいで、歩調すらも自由はなかった。

　優大の部屋は、十三階だった。まだリビングには段ボールが積まれたままで、ふたり掛けのソファやローテーブル、テレビの合間を縫うように荷物が置かれている。

「散らかってて悪い。片付ける暇がなくて」

「……いつこっちに帰ってきたの？」

「三月末だよ。二十七日まで向こうで仕事して、二十九日の朝にこっちに着いて荷物を運び込んでもらって、三十日の午後から本社勤務」

　彼の口ぶりからすると、早紀の結婚式のときにはもうここに住むことは決まっていたのだろうし、そうでなくても東京に帰ってくることは確定だったはずだ。

　にもかかわらず、あの日はなにも言っていなかった。

　知っていたらシブサワ堂を受けただろうか……と考えて、かぶりを振る。どちらにしても、もう同僚として働いているのだから、今さらそんなことを考えても仕方がない。

「まぁ、仕事は四月一日からでもよかったんだけど、新年度が始まる前に色々と確認しておきたいこともあったからさ。……えーっと、マグカップどこだっけな」

　優大はスーツを脱ぐと、ソファに無造作に放り投げた。真面目なくせに、こういうところは変わっていないようだ。

　段ボールを漁る彼の後ろ姿を見ながら、思わず小さな笑みを零した。

「お、あった。コーヒーでいい？　ミルクはいるよな？　砂糖は二杯だったか？」

　衣梨奈の好みも、まだきちんと覚えてくれていたことに目を見開く。同時に込み上げてきた喜びが、複雑な感情を抱える胸を熱くする。

「ありがとう。砂糖は一杯で……ミルクはいらないよ」

　今はもう変わってしまった好みが時間の流れを感じさせ、一瞬近づきそうになったふたりの距離をまた大きく離す。

　一拍置いて、優大は「そうか」と呟いた。

　どこか寂しげに見えたのは、気のせいだっただろうか。対面式のキッチンに行った彼は、いつも通りの表情に戻っていたからよくわからなかった。

　程なくして戻ってきた優大が、「インスタントだけど」と黒いマグカップを差し出した。

　衣梨奈はお礼を言い、両手で受け取る。彼は、立ったままでいた衣梨奈をソファに促し、ジャケットを段ボールの上に置いた。

「皺になるよ」

　自然とそう口にした直後、何度も告げたセリフだったな、と思い出す。

「……昔もよくそう言われたな。服を脱ぎっぱなしにするたび、衣梨奈に注意された」

　すると、同じことを思い出していたらしい優大が、懐かしそうに瞳を緩めた。

　共通の思い出というのは、ときに胸を深く抉る。楽しかった記憶もたくさんあるのに、今はどれを反芻しても切なさばかりが強くなった。

「とりあえず座って待ってて。先に腹ごしらえしよう」

「えっ……でも……」

　本題に入るどころかキッチンに戻った優大は、ためらう衣梨奈に笑みを向けた。

「さっきは強引にして悪かった。別に喧嘩したいわけじゃないんだ。食べながら、ゆっくり話そう」

　優しくそんな風に言われ、衣梨奈は小さく頷くことしかできなかった。

　彼は微笑むと、「すぐ用意する」と自信ありげに乾燥パスタを見せた。
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　二十分ほどして優大が出してくれたのは、ナポリタンだった。ソーセージに、細切りにした玉ねぎとピーマンを加え、ケチャップで作ったオーソドックスな一品。

　それが懐かしかったのは、初めてふたりで一緒に作ったメニューだったからである。

　大学入学と同時に優大が一人暮らしを始めたばかりの頃、ワンルームのアパートの狭いキッチンで作ったナポリタン。あのとき完成したものは、具材は均等に切れず、麺は炒め過ぎて伸び、ケチャップを入れるタイミングも悪かったのかベチャッとしていた。

「懐かしい……。いい匂いだし、おいしそう」

「初めて一緒に作ったのも、これだったよな。あの頃よりも上手く作れるようになっただろ？　味も進歩したと思うよ」

　破顔する彼も、どうやら同じ思い出を脳裏に描いていたようだった。

　こんなことが、胸をひどく締めつけてくる。泣きたくなった自分自身には気づかないふりをして、衣梨奈はなんとか笑顔を繕った。

「ほら、冷めないうちに食べろよ」

「いただきます」

　パスタをフォークに巻きつけ、口に運ぶ。直後、衣梨奈の顔から笑みが零れた。

「すごくおいしい……！　ソースの塩加減が絶妙だし、具材の食感もしっかり残ってる」

　十年近く前の不格好なナポリタンとは、似ても似つかない。まるで、まったく違うメニューを食べている気さえした。

「隠し味に、醤油と蜂蜜をほんの少し入れてるんだ」

「なにそれ、料理上級者みたいだね」

　わざと得意げに見せた優大に、衣梨奈が小さく噴き出す。

　彼は、「遠慮せずに食べろよ」と瞳を緩め、衣梨奈はくすぐったいような気持ちになりながらもお礼を言った。

　タクシーに押し込まれた一時間ほど前までは、こんなに和やかな雰囲気で食事を共にするなんて思いもしなかった。しかも、優大の家で彼の手作りパスタを食べているのだから、予想だにできなくても当たり前だろう。

　先週の木曜と金曜を含め、シブサワ堂で優大と再会してから七日間も顔を合わせていたが、会社ではずっとただの上司と部下として接してきたのに。今は、学生時代のように肩を並べて夕食を摂っているのだから。

　綺麗に完食した衣梨奈は、「ご馳走様でした」と両手を合わせ、一足先に食べ終えていた優大を見た。

「本当においしかったよ、ありがとう。あの頃のナポリタンとは全然違ったね」

　クスクスと笑えば、彼が「あれは結構ひどかったよな」と苦笑を零す。

「ナポリタンなんて簡単に作れると思ってたのに、いざ作り始めたらふたりとも手際が悪過ぎて、見た目からしてまずそうなものが完成したんだからさ」

　一口コンロだったとはいえ、あのベチャベチャなナポリタンはある意味、ふたりにとって衝撃的だった。のちに笑い話になって、それこそ冗談やネタで話題に上がることもあったのも、今となってはいい思い出である。

「まぁ、あのときのことがあったから、こうして研究したものが完成したんだけど」

「あの失敗がいい経験だったのかもしれないね。だって、私はお店のものよりもおいしいと思ったから」

　こんな他愛のない会話が、妙に楽しい。けれど、二度も唐突に優大の前から姿を消したという事実が、衣梨奈に楽しむことは罪だと思わせた。

　今さら、昔のように仲良くするわけにはいかない。

　彼は喧嘩をするつもりはないと言っていたが、あんなことした衣梨奈と今さら親しくしようというわけでもないだろう。

　第一、優大は直属の上司で、周囲がエリートだと口を揃えるくらいにすごい人になり、半年契約の派遣社員の衣梨奈とは立場も持っているものも違う。

　彼と並んでナポリタンを食べたって、きっとその差は微塵も埋まらない。それどころか、隣にいても遠い存在に思えた。

　せっかく婚活をするつもりだったはずが、優大の言動ひとつで心は揺れ、切なさが胸を突き上げる。恋心はもうないのに、後悔が大き過ぎてこの感情からは逃れられない気がした。

　だからこそ、一刻も早くこの場を立ち去るべきだと思う。

　ところが、そんな気持ちとは裏腹に、彼の気配が漂う部屋に心が根を張るかのようで、『帰る』という一言が言い出せない。

　グルグルと思い悩んでいた衣梨奈は、ふと沈黙に包まれていることに気づいた。

　隣を見れば、さきほどまで笑顔だった優大は、真剣な眼差しで衣梨奈を見つめていた。痛みを感じそうなくらい真っ直ぐな瞳が、空気を張りつめさせる。

「衣梨奈」

　あの頃よりもわずかに低く、落ち着いた声色。しかし、そこに緊張が孕まれていた気がして、衣梨奈は固唾を飲む。

　彼は瞼を閉じて息を大きく吐き出し、再び衣梨奈を見据えた。

「俺たち、やり直さないか？」

　紡がれた言葉が、衣梨奈の意思に反して耳をすり抜けていく。優大の言葉も意図もきちんと受け取りたかったのに、思考が上手く処理してくれなかった。

　短い沈黙のあとで衣梨奈の頭が働きを見せたが、浮かべた笑みが引き攣ってしまう。

「や……やだ……。なに、言ってるの……」

　冗談めかして返そうとしたのに、衣梨奈の声は震えていた。

「優大も私も……もう全然違う道を歩いてるんだよ……？　それに、優大は上司だよ？　エリートの主任と派遣社員なんて、誰が見ても似合わないって思うよ」

　自分を卑下したいわけじゃない。けれど、口をつくのはネガティブな言葉ばかり。

　衣梨奈の中には、優大を傷つけたことへの大きな後悔はある。一方で、もう恋心は残っていないはずで、彼とやり直せるとも思っていない。

　優大がどこまで本気なのかはわからないが、優しい彼が先日の責任を感じているのなら、ますます付き合うわけにはいかない。

　あのときの優大の怒りは正当なもので、彼との行為は衣梨奈自身が覚悟を決めて受け入れた以上、責任を問う気なんてさらさらない。

　たとえなりゆきであっても、いい大人が同意の上で肌を重ねたのだから。

「えり――」

「あのね、優大。この間のことで責任を感じてるならそんなものは必要ないし、私は会社で誰かに話したりしないから……。優大は上司からも期待されてるし、エリートって言われてるくらいだから変な噂とか立ったら困るんだろうけど、私そんなに口は軽くないよ」

　だから安心して、と微笑む。

「それに、上司と付き合うとか考えてないし……。ほら、お互いに微妙な状況になっても困るし、こんな風に会うのは今日限りにしようよ」

　自分から言い出したことなのに、言い終えたあとで妙に胸がチクチクした。

　ただ、それは悲しいからというよりは、今夜が思いのほか楽しかったことで懐古感がいっそう増し、今後は上司と部下になることに寂しさを感じているからだろう。

　けれど、もともと別の道を進むことを選んだのは衣梨奈自身で、だからこそ優大には衣梨奈に対する責任なんて感じてほしくなかった。

「……なるほどね。衣梨奈はあくまで俺から逃げたいわけか」

　彼の目線で見れば、そう思われても仕方がないのかもしれない。

　衣梨奈がもっと若ければ必死に弁解でもしたのだろうが、世の中は綺麗事だけじゃないと知っている今はそうすることが正しいとも思えなかった。

　そんな中でも、互いのための最善策を提示したつもりだった衣梨奈に、どこか不機嫌なそうな表情が向けられる。

「だったら、身体だけの関係でいい」

　後頭部を鈍器で力いっぱい殴られたような、大きな衝撃だった。

　優大の口から発されたとは考えられない言葉に、衣梨奈は驚きと動揺で声も出ない。

　反面、どんな思考回路ならこんな提案が出てくるのだろうと、どこか冷静に分析しようとしている自分がいた。

　よく考えてみれば、優大はまだ怒っているのかもしれない。

　たった一回の行為で衣梨奈への怒りが収まったと思っていたわけじゃないものの、さきほどまでの朗らかな彼の態度で解決したような気でいた。

（私って、本当に自分勝手だ……）

「優大、あの……ごめんね。私、優大とは――」

「謝罪も言い訳もいらない。それに……拒絶もさせないよ」

　さきほどは衣梨奈が優大の話を遮ったが、今度は逆だった。

「一度は身体を受け入れたんだ。『会うのは今日限りにしよう』なんて言ったって、セックスした事実は変わらない。付き合うのが嫌なら、衣梨奈がいつもやってるようにしよう」

　しかも、彼の声色は温度がないのかと思うほど淡々としていた。眉はグッと顰められ、やけに苛立っているようにも見えた。

「いつもやってるように、って……。それって、どういう――」

「今さら白々しいことを言うのはナシだ。一度寝たなら、二度も三度も変わらないだろ？」

　嘲笑うように持ち上げられた唇が湛えた表情が、ひどく冷たい。

　どこでなにを間違ったのかわからなかったが、少なくとも優大の焦燥感ははっきりと感じ取っていた。

　彼の発言の意図が、さっぱり読めない。

　『いつもやってるように』なんて言われるような心当たりはないが、必死に考えてみても答えにはたどり着けず、それどころか冷酷にも見える優大の顔つきに怯んでしまう。

　纏おうとした平常心はどこかに置いてきぼりのまま、動揺と困惑ばかりが大きくなっていった。

　不意に腕を引かれ、彼との距離が縮まる。次の瞬間、唇に温もりが触れた。

　優しさをほんの少しだけ残し、それでいて強めに食まれるくちづけは、衣梨奈を責めている気がした。歯を軽く立てられ、下唇をグッと噛まれる。

「ひどいな、衣梨奈は……。付き合う気はないくせに、唇は許すのか」

（違う……！　そうじゃないけど……）

　額を触れ合わせたまま非難めいた言葉を言い放った彼に、胸の奥がズキンと痛んだ。

　受け入れたというより、強引なキスをかわすことはできなくて。状況を把握できない思考は止まり、逃げることも忘れていた。

「キスを受け入れたんだ。……同意でいいよな？」

　横暴だ、と思う。

　それなのに、背中に回された手のひらの体温に心が揺さぶられ、再び近づいてきた精悍な面差しを押し返すことはできなかった――。

　

　寝室は、優大の香りで満ちていた。

　セミダブルベッドはグレーカラーでコーディネートされ、カーテンも同色系で統一されている。部屋の隅には段ボールが置かれ、本棚はまだ数冊分しか埋められていなかった。

　嗅ぎ慣れない香水の匂いなのに、彼が纏う香りだということを知っているせいか、心臓が早鐘を打つ。ドキドキと高鳴るそれが、部屋中に響いている気がした。

　優大は、抱き上げていた衣梨奈をベッドに寝かせると、身体を跨ぐようにして覆い被さってきた。彼の重みをわずかに感じて、緊張がさらに大きくなる。

　一方、優大の面差しはなんだか気乗りしないようにも見えて、彼がいったいなにを考えているのかわからなかった。

　こんな状況に置かれているのに、衣梨奈はなぜか動けない。

　それどころか、右頬に手を添えられて顔を近づけられると瞼が自然と下り、愛のないキスを再び受け入れてしまっていた。

　ちゅっ、ちゅっ……と音を立てて、唇が何度も触れ合う。

　唇を食まれ、舌先でくすぐられて。軽く歯を立てたかと思えば、労わるようにそろりと舐められて。知っているのに知らないくちづけに、衣梨奈の中に眠る淫欲が煽られていく。

　骨張った手が首筋に触れ、指先が鎖骨をたどる。くすぐったさが勝る感覚なのに、下肢が密かに戦慄いた。

　空いた右手は、春らしいレモンイエローのニットとキャミソールを一緒にたくし上げ、滑らかな下腹部を撫でてくる。ウエストラインをふわりと触れられれば、むず痒さを抱いた。

　戯れのようなキスも、衣梨奈の肌を這う愛撫も、まるで恋人同士の愛情表現のようだった。

　愛がないなんて思えない情事の始まりに、勘違いしてしまいそうになった心が揺れ動く。

　拒絶したい。拒絶しなければいけない。

　思考とは裏腹に、心は彼の優しさにうっかり喜びを感じ、あの頃の幸福感とよく似たものに包まれていく。

　甘ったるいキスを与えられると、なにもかもがどうでもよくなった。

　優しくされたら、愛されていると思いたくなる。これが身体だけの関係だと忘れてしまいそうで、なんだか怖くなった。

「優大……優しく、しないで……」

　くちづけの合間に小さく訴えれば、優大が意表を突かれたように目を丸くし、すぐさま眼前にある顔が微かに歪められた。

「……ああ、激しい方が好きなのか」

　一瞬、彼が泣きそうな顔をしたように見えた。

　そんなはずはないのに、衣梨奈を真っ直ぐ見下ろす瞳はどこか悲しげで、またしても動揺を誘われてしまう。

「そういえば、この間も激しく動いた方が反応がよかったよな」

　被虐めいた言葉に、淫乱だと言われている気がして、頬がカァッと熱くなった。

「ち……ッ」

　否定の声はキスに邪魔をされ、衣梨奈の意図とは違った角度で捉えられた言葉を叶えるように、優大が強引に唇を割り開く。

　歯列をなぞられ、探り当てた舌を一気に搦め捕られて。逃がさないと言わんばかりに、激しいキスが与えられた。

　唾液を交換するようにねっとりと肉塊を絡め合い、呼吸もままならないのも厭わずにくちづけを繰り返す。頭の芯まで熱されるような錯覚に陥りながら、夢中で唇を貪り合った。

　優大の手が無防備にさらされた胸を掴み、グッと力を込める。痛くはないけれど優しくはない。そんな強さに身体が小さく跳ね、解放された唇からは吐息が漏れた。

　たわわな双丘の頂は、まだ柔らかい蕾としてそこにあった。しかし、乳房を揉みしだく彼の手のひらに押し潰され、ひっそりと芽吹いていく。

　快感には少し足りない感覚なのに、曖昧なもどかしさがかえっていやらしい。雄臭く息を吐く優大に、衣梨奈の身体の芯がじんっ……と痺れた。

　静かに勃ち上がり始めた両方の突起を、クイッと摘まみ上げられる。グリグリと嬲るようにしながら引っ張られれば、痛いくらいに硬さを増して天を向いた。

「衣梨奈のここ、敏感だよな。昔とは全然違う」

　何人に開発されたんだよ、と嗤われて、違うという意味を込めて首を横に振る。

　彼は、鼻で笑い飛ばして「別に隠さなくていい」と不満げに吐き捨てると、薄桃色の果実を口内に迎え入れた。

　甲高い声を上げた衣梨奈は、尖りが飲み込まれた瞬間、期待で身体を震わせてしまった。

「んっ、ぁ、ふっ……ッ、あっ」

　優大は、ざらついた表面で花粒の周囲を舐め、ちゅぱっ……と大きな音を立てて何度も吸い上げる。かと思えば、舌先で飴玉をじっくりと溶かすように転がし、衣梨奈を翻弄した。

　優大の熱い口腔に閉じ込められた右側の乳頭はじんじんと痺れ、もう片方は丹念にいじくられている。衣梨奈の『優しくしないで』という要求通り、きつく摘まんだり指の腹でこすり合わせるようにされているうちに、そこは濃く色づいていった。

　ピンと尖がったふたつの果実に注がれる快楽が、性急に膨れていく。まだなにもされていない下肢が、もどかしさに戦慄いた。

「もう触ってほしくなってきた？」

　にやり、と優大が唇を吊り上げる。淫蕩な囁きにかぶりを振っても、膝をすり合わせているせいでまるで説得力がない。

「でも、さっきの言葉は激しくしてほしいってことなんだろ？　随分、変わったよな」

　どうやら、優大は衣梨奈の意図を誤解している。『優しくしないで』と言ったが、激しさを求めていたわけではなく、必要以上に優しくされることが怖かっただけなのに……。

（どうしてこんなに噛み合わないの……）

　思い返せば、きっと再会した直後からなにもかもがずれていた。この状況を解決する糸口を探す反面、今さらどうしたって絡んだ糸が解けるとも思えなかった。

「……っ」

　思考を働かせる時間も与えられず右手が臍周りを撫で、指先で小さな窪みをたどられる。

　くすぐったさが勝って肩を竦めれば、彼の手はそのままウエストラインに向かい、スカートのサイドファスナーを下ろした。

　膝丈のタイトスカートが取り払われ、ストッキングも脱がされる。

「さすがに今日は破かないよ」

　この間のことを暗に言われて、衣梨奈はあの意地悪な行為を思い出してしまった。

「……ぁ、ッ」

　そのさなか、優大の指先がショーツのクロッチ部分をなぞり、反射的に息を詰めた。

「もう濡れてる。下着の上からでも溢れてるのがわかるよ」

　淫悦を与えられたのはまだ上半身だけなのに、衣梨奈の女の部分はしっかりと反応を見せている。それに気をよくした彼が、そこを確かめるようにクルクルと指を滑らせた。

「っ、んっ……はぁ、ぁ」

　窪んだ蜜口にショーツごと指が埋められ、入り口あたりをこすられる。ひんやりとした感触に予想以上の蜜が零れていることを自覚し、衣梨奈は羞恥に染まる身体を震わせた。

「ああ、ほら……染みてきた。ここも、ぷっくり膨れてる」

　眇めた目が、秘所に注がれている。脚を閉じようとすればたしなめるように大きく割り広げられ、ショーツも奪われてしまった。

「やっ……見ないで……！」

「どうして？　別に初めて見せるわけじゃないだろ？　それに、衣梨奈のここは俺に見られて嬉しそうだけど？」

　そんなわけがない。物心ついてからすべてをさらしたのは優大だけだが、彼との過去の行為のときだって恥ずかしくてたまらなかった。

　今だって、あられもない自分自身の格好に目を覆いたくなる。いくら初めてじゃなくても、そういった感覚が和らぐことはない。

　一方で、優大は唇を吊り上げたまま身体を軽く起こし、衣梨奈の両方の膝裏を抱えてから会陰に指を滑らせた。

　惜しげもなく恥部を公開するという状況に、頭がおかしくなりそうだ。沸騰しそうな脳芯を持て余す衣梨奈に反し、彼は嬉々として薄い茂みをかき分けて花芯を捉えた。

「やぁっ……ンッ」

　電流のような鋭い痺れが駆け抜け、頭のてっぺんから抜けていく。素直な反応に満悦そうにした優大の指先が、その場でそっと円を描き始めた。

　あわい全体がぐっしょりと濡れているおかげでよく滑り、絶え間なく快楽が注入される。

　甘ったるい声で啼けば啼くほど、自分ひとりが乱れているという現実を突きつけられて。まだなにひとつ崩れていない彼との対比に、ますます辱められている気分になった。

「衣梨奈の入り口、ヒクヒクしてるよ。あとでこっちも可愛がってあげるから」

　実況なんてしないで、という抗議は嬌声に代わり、せめてもの抵抗で優大を睨む。

「ぅあっ……あんっ、ひっ、あぁんっ……！」

　刹那、芽吹いた花芽をグリグリといたぶられ、爪先が丸まり背中がしなる。彼の熱っぽい視線を浴びながら、衣梨奈の身体は為す術もなく高みに押し上げられた。

「はっ、ぁ……ふっ」

　息を整えようにも、優大の指は尖りにあてがわれたまま。快楽に膨れ上がった雌核をそっと押し続けられ、頂からなかなか下りてこられない。

　緩い絶頂は苦しさの中に法悦を見出し、衣梨奈の肢体は悦び泣くように震えていた。

「ゆっ、だい……も、はなして……ッ」

　舌足らずの懇願が、皺を集めたシーツに落ちる。

「いいよ。その代わり、次は口で啼かせたい」

「……ッ!?　やっ……やだぁっ！」

　彼の言葉に目を見開けば、艶麗な笑みを湛えた顔が秘部に埋められた。

「ひぅっ……」

　伸ばした手が優大の腕を掴むより早く、ざらりとした肉塊が蜜口から小さな粒までを舐め上げ、衣梨奈は涙で視界が歪むのを自覚しながら腰を波打たせる。

　熱い息が淫裂を撫で、いやらしい水音が鼓膜を突いた。

　幼気な芽の根元をクルリとたどり、パンパンに腫れた真珠のような姫粒を掬い上げるように舌が這わされる。

　指とは比べ物にならない苛烈な刺激に、中途半端な高さに留められていた身体は一瞬で喜悦の階段を駆け上がっていった。

「は、ぅんっ……だめっ……また、きちゃっ……！」

　身を捩る衣梨奈をさらに追いつめようと、姫洞に指が差し込まれる。

　最初から二本纏めて押し入ってきた節くれだった指を、肉襞がきゅうきゅうと食い締める。異物を歓待する蜜壺には、すでにたっぷりの淫蜜が溜まっていた。

　過敏な雌粒の裏側の部分を押し上げるように、繰り返し舌で嬲られる。丹念に捏ねられている隘路は、収縮する壁を引っ掻くようにして解されていき、愛液を掻き出した。

　衣梨奈の唇からは甘えたような声が幾度となく飛び散り、過ぎた法悦を追って腰が揺れる。太ももに優大の髪が触れるだけでも感じ、汗が滲む肌は艶やかな色香を纏っていた。

　グルッと向きを変えた指が、下腹部の裏側を押し始める。

　鉤状に曲げられた指の腹が動くたびに身体がビリビリと痺れ、あと一息足りないなにかを求めるようにいっそう嬌声が大きくなった。

　四肢が強張り、優大に抱えられたままの膝から下が宙を掻く。脚をばたつかせても逃げ場はなく、揺れる身体に合わせてたわわな双丘がぷるんと跳ねる。

　とどめとばかりに充溢した淫芽をちゅうぅっ……と吸い上げられると、弱点を責められ続けたしなやかな身体はひとたまりもなかった。

「アッ……ひっ、ぅんっ……ああぁッ――！」

　指先までじんじんとした痺れに襲われ、頭頂部をシーツにこすりつける。視界が反転するような錯覚に陥った瞬間、衣梨奈は全身をガクガクと躍らせながら昇りつめた。

　白む意識の中、ピッ……とパッケージを破る音が耳に入ってくる。

　身体を起こした彼が次の準備をしているのだとわかるのに、弛緩した肢体は指一本動かすのも億劫だった。

　ベルトを外す金具の音も、シャツを脱ぎ捨てた音も、衣梨奈の鼓膜にはしっかりと届いているが、力が抜けた身体はだらりとベッドに横たわったままである。

「衣梨奈……まだ寝るなよ？」

　新しい職場での緊張感。慣れない仕事と人間関係。意図の見えない優大の言動。そして、彼の激しい愛撫による絶頂。

　それらを受け止めていた衣梨奈の体力は、あまり残っていない。本当なら、今夜はもう自分のベッドに入っているはずだった。

　なのに、どうしてか元カレのベッドの上で、再び身を重ねようとしているのだ。

「ほら、俺の……衣梨奈のせいで、こんなになってるんだ……」

　ちゃんと受け入れてくれ、と切なげに零されて。雄臭い芳香を纏ったため息が、耳朶に触れる。その熱にぶるっと身震いした衣梨奈のぬかるみに、硬いものがあてがわれた。

「ふっ、ぁ」

　わずかに体重をかけられ、雌芯が押し潰される。そのままゆるゆると腰を動かした優大は、「熱いな」としみじみと呟いた。

　くちゅんっ、ぐちゅっ……と、淫靡な音を奏でる下肢は、もう溶けてしまいそうに熱い。剛直の先端が蜜粒を下から持ち上げるようにこするたび、子宮がきつくすぼまった。

「ゆぅ、だい……これ、やだぁ……」

　散々嬲られた突起ばかりを責められるのは、ひどくもどかしい。

「ん。じゃあ、自分で挿れてみてよ」

　すると、唐突に意地悪な笑みを浮かべた彼は、衣梨奈の身体を軽々と起こした。刹那、間近にある端正な顔に鼓動が高鳴り、息が止まるかと思った。

　口調は涼しげだったのに、優大は余裕そうにしているのに。この距離で彼と目が合って、ようやく気づく。

　優大の瞳に、ひどく熱が孕んでいることを。

　胸の奥と身体が同時にじん……と痺れた直後、彼が衣梨奈を抱きかかえるようにしたまま自身の身体を倒した。

　衣梨奈は、必然的に優大に馬乗りになってしまう。

　脳裏に過った予想が当たっていることは、彼の顔を見ればわかった。

「激しい方が好きなんだろ？　自分で挿れて、好きなだけ腰振って、よがって見せてよ」

　意地悪に唇だけを上げた笑みと、あけすけな要求。そのふたつに、眩暈がした。

　衣梨奈が知っている優大は、少なくともこんな淫蕩なことを言ったりしない。

　付き合っていたときは互いが初めての相手で、三ヶ月目の記念日に幼気な知識のままに初体験を迎え、それを機に何度も身体を重ねた。

　当時の彼は、いつだって衣梨奈を気遣い、優しく抱いてくれた。

　上手く果てることができなくても、あの頃は幸せだった。好きな人と肌を重ねていた日々はいつも心を満たしてくれ、眩しいくらいにキラキラしていた。

　しかし、今は昔と同じことをしていても、五年前とは似ても似つかない行為でしかない。

　身体は快楽で満たされても、心は虚しさを抱いていくばかり。正反対の状況が、ひどく切なさを感じさせた。

　優大はいったい、どれだけの女性と身体を重ねたのだろう。衣梨奈が知らない彼の五年間を想像すれば、胸の奥がチリチリと灼けつくようだった。

「ほら、衣梨奈。そんなに難しいことじゃないんだから、ちゃんと自分で挿れるんだ」

「むり、だよ……ぁ、ぅんっ」

　首を横に振れば、優大がたしなめるように腰を揺らす。重なっている陰部がこすれ、そそり勃つ雄芯によって会陰から膨れた真珠までをいたぶられた。

「初めてじゃないだろ？　俺とだって、昔したことがあるし」

（こんなの、優大としか……）

　セックスの経験相手は、彼だけ。その幾度の情事で自らが上になったことはあるが、上手くできないまま終わってしまった一回きりのことだ。

「俺の腹に手をついて。できるよな？」

　口元では微笑を湛えながらも、双眸は真剣そのもので笑っていない。

　拒否権がないことを悟り、衣梨奈は羞恥で瞳に膜が張る中、わずかに隆起した腹部に両手を置いた。

「そしたら、お尻を上げて。片手で俺のを持って、ゆっくり挿れるんだ」

　言葉を想像に変えてしまい、衣梨奈は甘い吐息を漏らした。恥辱で泣きたいのに、子宮は雄の欲望を望んでいる……と気づいてしまう。

　衣梨奈、と低い声音に鼓膜を突かれる。それが、衣梨奈の理性の残滓を溶かした。

　はぁ……と甘ったるいため息で、唇を震わせる。

　衣梨奈は、逞しい腹筋に左手を残し、もう片方の手をそろりと優大の下肢へと伸ばした。指先に硬い熱が当たり、ためらいがちに手を添える。

　その瞬間、彼の雄々しい分身がビクンッと跳ね、脈打ったのが伝わってきた。

　刹那、歯を食いしばり眉を顰めた優大を前に、心臓がおかしいほどに早鐘を打つ。凄絶な色香を浴び、愉悦を待ちわびている胎奥が戦慄いた。

　男性というのは、みんなこうも色っぽいものなんだろうか。

　セカンドヴァージンをこじらせていた衣梨奈にわかるはずもないが、彼の表情にあてられて頭がクラクラした。

　とろけた秘孔に、滾りの先端を押し当てる。緊張と羞恥で身体は震えそうだったが、ほんの少し体重をかければ、あとはもう重力に身を任せた。

「ふぅ、ぁ、んぅ……っ」

　手で感じた以上の質量が、衣梨奈の淫道を静かにこじ開けていく。

「は、ッ――」

　優大は、声を押し殺すようにして息を短く吐いた。衣梨奈をじっと見据える瞳は、欲情に塗れた熱を孕み、衣梨奈の色欲を暴いてくる。

　たどたどしい衣梨奈に焦れたのか、不意に細い腰を掴んだ彼がズンッと突き上げて。

「ふぁっ、ッ……！　はぁ、んっ」

　グズグズになった柔壁をかき分けるように、楔を埋め込んだ。

「まだ、挿れただけだ。ほら、焦らしてないで動いてよ」

　もちろん、衣梨奈にはそんなつもりはない。騎乗位のせいか前回よりも圧迫感が強く、呼吸を整えることもままならなかった。

　一方で、喉の奥で笑いを噛み殺すようにくつくつと嗤う優大は、腰をグリグリと押しつけてくる。内襞を嬲られ、雄杭に突き刺された衣梨奈の身体がビクビクと跳ねた。

　翻弄される衣梨奈に、彼は実に愉快そうな眼差しを向け、「好きなように腰を振ればいいだけだよ」なんて言う。穏やかそうな口ぶりは、それでいて被虐めいていた。

　理性を陥落させられた衣梨奈は、指令を忠実に守ろうと脚に力を込める。なんとか身体を上下に動かせば、姫洞と怒張が淫靡な水音を奏でながらこすれた。

「んっ、ぁ、ぅ……は、あぁっ」

　隘路は優大の形を覚えていたかのように、悦びに戦慄きながら屹立に纏わりつく。きゅうきゅうと締めつける感覚は鮮明で、衣梨奈は自然と腰を大きく揺らめかせていた。

　しかし、膣内の刺激がどれだけ強くなっても、衣梨奈の身体は中途半端な位置まで昇ったあとは、そこで足踏みするようにとどまった。

　鈍い快感は果てを見るにはまだ遠く、気持ちよさはあるのに達するには足りないことを自覚させた。

「……衣梨奈、っ……ナカでイったこと、ある？」

　合間に熱い息を吐きながら紡がれた質問に、衣梨奈は思わず身を竦ませる。どう答えようか悩んだが、優大の視線に急かされて正直な答えが口をついていた。

「ない、よ……っ。ごめ、なさっ……！」

　少しでも彼の怒りを収めたいのに、経験が足りないせいで贖罪にもなりそうにない。

「へぇ……」

　ところが、優大は愉快そうに唇を吊り上げ、「意外と開発されてないんだな」なんて零す。揶揄しているわけではないようだが、彼の真意は読み取れなかった。

「俺と付き合ってるときも、結局はナカではイかせてあげられなかったよな」

　きっと、互いに未熟だったのだ。

　それでも、優大はいつも衣梨奈を感じさせるために試行錯誤し、花芽で達することはできていた。衣梨奈にとっては、充分だった。

「じゃあ、これからじっくり開発しような」

　唐突に甘やかすような声が放たれ、衣梨奈を見つめる瞳が柔らかく緩められた。

　ふたりにないはずの未来を想像したあとで、衣梨奈は自身を叱責する。

　彼は、恋人に話しているわけじゃない。身体だけの関係を求め、それを愉しもう――というだけのことだろう。

　危うく勘違いしそうになり、自嘲混じりに苦笑が漏れた。

「とりあえず、俺もそろそろ出したい。……だから、今夜はひとまずこっちで、な？」

　言うが早く、優大の手が薄い茂みをくすぐり、その奥に潜む秘芽を捉える。指先がかすめただけで腰が跳ねる衣梨奈に、彼は意味深に微笑んだ。

　ガンッ――と、腰を打ちつけられた刹那。衣梨奈の身体が大きく揺れて仰け反り、膨らんだままの突起を捏ね回された。

「ひぃんっ……！　ああっ、だめ……やあぁっ」

　足りなかったものが補充され、瞬く間に愉悦が増幅する。下腹部の裏を抉られながら雌芯をいたぶられれば、法悦の波が一気に押し寄せてきた。

　眉を顰める優大は、喜悦を貪るように激しく腰を突き上げて。蜜路を余すことなく蹂躙し、愛液を撹拌した。

　ふたりの汗が混ざり合い、衣梨奈は髪を振り乱しながら彼の腹上で躍る。

　パンパンに膨らみ過ぎた滾りが、限界間近であることを察した瞬間。

「ぅあっ、ひぁ……やぁッ、ぁ……ああぁぁっ――！」

　衣梨奈は肢体を戦慄かせ、喉を仰け反らせて最果てに押し上げられた。

　次いで、優大も数回奥を突き、歯噛みしながら衣梨奈の腰をグッと引き寄せて身体をぴたりと重ね、柔らかな双丘が押し潰されたとき。

「……ッ、ぅぁ、クッ――」

　彼はぶるっ……と胴震いし、薄膜越しに熱い欲望を吐き出した。

「……衣梨奈、っ……」

　乱れた呼吸の合間に呼ばれた名前が、衣梨奈の耳殻を甘やかにくすぐる。

　こんなに近くにいるのに、再会してから二度も抱かれたのに……。優大が知らない男性のようにも思えて、寂寥感に似たものを抱えてしまう。

　けれど、今はもうなにも考えたくなくて、衣梨奈は彼の腕の中で瞼をそっと閉じた――。






六








　衣梨奈がシブサワ堂に派遣されてから、一ヶ月半が過ぎた。

　仕事にもようやく慣れ始め、同僚たちともそれなりに上手くやれていると思う。

　友香の勤務態度は相変わらず不真面目だが、最近はそれにも慣れた。高田も諦めているようで、友香には簡易的な業務を与え、急を要するものは衣梨奈に回ってくることが多かった。

　不公平に思わないわけではないが、衣梨奈自身は高田に対して不満はない。彼女のサバサバとした性格は付き合いやすく、気遣いも感じられていたからである。

　順調に職場で居場所を築き上げている衣梨奈だが、唯一頭を抱えているのは〝優大と身体だけの関係になってしまった〟こと。

　あの日、なし崩しで彼に抱かれたのを機に、セフレという不本意な関係が始まったのだ。

　その目下の悩みのせいか、会社では優大の動向が気になって仕方がない。気にしないようにしていても、同じ部署にいれば彼のことがよく見えてしまう。

　五年ほど前には自らすべてを断ち切ったのに、再びこんな形で縁ができるなんて……。なんだか皮肉なものだ。

「あっ、楢崎主任！　会議お疲れ様でしたぁ！　コーヒー、淹れましょうか？」

　そんな中、友香の勤務態度には諦めがついたものの、彼女から日々繰り出される優大へのアプローチにはモヤモヤさせられていた。

「いや、いいよ。それより、手が空いてるなら高田さんの仕事を分担して」

「でも、今やってる業務がわかりにくくて……。楢崎主任、教えてください」

　友香は、今日もピンクを駆使したメイクで完成させた顔で優大を見上げ、可愛らしく首を傾ける。上目遣いもお手の物らしく、彼女はいつも通りの笑顔を見せていた。

「どこがわからないの？」

　優大が友香のパソコンを覗き込めば、彼女は彼に身を寄せるようにして「ここなんですけど……全然わからないんですよぉ」と甘えた声で訴える。

　困り顔は必殺技だと、二週間ほど前に化粧室で友香が他の派遣社員と話していたことを思い出し、衣梨奈は胸がザワザワするのを感じた。

　次第にわけのわからない苛立ちも芽生え、焦燥感に似たものまでもが込み上げてくる。

「津村さん」

　仕事に集中できずにいると、男性社員の小こ谷たにに呼ばれた。同い年の彼は、衣梨奈になにかと声をかけてくれるのだが、今はそんなことよりも友香の動向が気になって仕方がない。

「昨日はごめんね。津村さんが手伝ってくれて助かったよ」

　それを隠すための笑顔を繕えば、頬が引き攣りそうだった。

「いいえ。お役に立てたようでよかったです」

　昨日はトラブルが起き、退勤直前だった衣梨奈も残業することになった。

　今朝の会議で使用する資料に記載されていた過去の売上データが間違っており、正しいデータを添付し直すだけの作業だったのだが……。肝心の売上報告書の一部が保存されているはずのファイル内になかったため、膨大なデータの中から探し出さなければならなかった。

　衣梨奈は、その作業に追われてシブサワ堂に来てから初めて残業することになり、会社を出たときには二十一時を回ってしまっていたのだ。

「津村さん、よかったら今夜ご飯でも行かない？　昨日のお礼に奢るよ。前から、ふたりでゆっくり話してみたいなって思ってたんだ」

　小谷からの誘いに、衣梨奈は一瞬だけ表情が固まった。昨日のことは仕事で、ただ業務をこなしたに過ぎないし、別に彼のためにしたことではない。

　しかも、他にも残業した者がいるのに、わざわざ『ふたりで』と言われたことにも微妙な気持ちになった。とはいえ、社会に出て数年も経てば、断り文句くらいは思いつく。

「すみません、今日は先約があって。今度、みなさんで行くときに誘ってください」

「そっか。じゃあ、また誘うよ」

　ひとまず相手がすんなりと引いてくれたことに安堵し、自然と微笑みが漏れる。

「津村さん、少しいいですか」

　そこへ、いつの間にかデスクに戻っていた優大に呼ばれ、衣梨奈は彼のもとに行った。

「これ、今日中にお願いします。重要なことは付箋に書いたので、あとで返事をください」

（返事……？）

　小首を傾げながら渡されたファイルを見れば、【今夜抱きたい】と記された付箋が堂々と貼られていた。

　衣梨奈が咄嗟にそれを取って、手のひらの中に押し込める。すると、優大は唇の端をわずかに持ち上げて、楽しげな笑みを湛えた。

（なんで付箋なんて……っ！　連絡先は知ってるんだから、わざわざこんなことしなくてもいいじゃない！　誰かに見られたら、どう言い訳するつもりよっ……！）

　衣梨奈は、他の社員に背中を向けているのをいいことに彼を睨む。

　程なくして、優大はおもむろに立ち上がり、すれ違いざまに衣梨奈にしか聞こえない音量で囁きを落とした。

「期待してるよ」

　優艶に歪められた口元が吐き出す言葉に、鼓動が大きく跳ね上がる。

　彼は満足そうに唇だけで微笑を零し、他の社員に声をかけた。

　

「ああいうことはしないで」

　二十時を過ぎた頃、優大の家にやってきた衣梨奈は、開口一番そう言った。

「怒らなくてもいいだろ」

　ところが、彼があまりにも悪びれなく笑うから、投げるつもりだった文句の代わりにため息が漏れた。

「連絡先を知ってるんだから、電話かメッセージでいいでしょ。会社であんなことして、誰かに見られたらどうするの」

「別にお互い独身なんだし、バレたところで困らないだろ？　それに、ああいうのって社内恋愛っぽくて、ちょっと楽しくないか？」

　この男は、いったいなにを考えているのだろう。

　五年前はもっとわかりやすかったはずなのに、再会してからの優大の言動はいつも掴みどころがなくて、ちっとも読めない。最近は呆れたような気持ちにもなっているが、そんな彼に呼び出されて従順に応じる自分自身のことはもっとわからなかった。

　けれど、身体だけの関係でいいと言われたあの日。

『もう着信拒否はしないでくれよ』

　連絡先を交換した優大からそう言われて、そのどこか切なげな面差しに動揺した挙句。

『これからは、いつでも連絡を取れるようにしてよ』

　甘えたような口調と切実な瞳を寄越され、衣梨奈はついうっかり頷いてしまった。

　それからというもの、週末になると当たり前のように呼び出され、ゴールデンウィークにはその半分を彼の部屋で過ごした。

　つまり、セフレ関係を順調に育み続けているのだ。

「夕飯はもう済ませた？　俺、今帰ってきたとこなんだけど、ピザでも取ろうか」

「……適当に作ってきた」

「え？」

「優大のことだから、どうせ私との約束の時間ギリギリまで仕事してるだろうなって。言っておくけど、自分の晩ご飯のついでだからね」

「ん。でも嬉しいよ」

　ふっ、と瞳が緩められる。衣梨奈をからかうのと同じ双眸が柔らかな弧を描き、素直な気持ちとともに破顔する優大は、とてもずるい。

　セフレという関係性だとは思えないような甘い笑みは、衣梨奈の心をかき乱してくる。

「うわ、めちゃくちゃうまそう！　衣梨奈って、いつもこんなに色々作ってるのか」

　翻弄されているなんて知られたくないから、小さな嘘は見抜かないでほしい。

　本当は、急いで買い物を済ませて帰宅して、二口しかないコンロとレンジを駆使していつもよりも品数を増やしたなんて……。時間がないのに五品も作ったせいで、シャワーを浴びる暇はもちろんなく、キッチンも散らかったままだけれど。

「煮込みハンバーグ、めちゃくちゃ好きなんだ」

　彼が子どもみたいに目を輝かせるから、疲れ切っていたことはどうでもよくなった。

「知ってるよ」

　だから作ったの、とは言わなかったが、優大は「そっか」と微笑んだ。まだ温かい料理を「おいしい」と連呼しながら頬張る彼の横顔に、衣梨奈は思わず笑みを零していた。

　セフレというわりには、衣梨奈と優大は冷めた関係性ではなかった。

　会えば食事を共にするのは暗黙の了解で、セフレとして会うようになってすぐに彼の家に泊まることになった。そして、今日までに何度か一緒に外食をし、ゴールデンウィークにはドライブに行き、映画館やアウトレットモールにも足を運んだ。

　これらはすべて、優大の提案である。衣梨奈は最初こそ乗り気ではなかったものの、衣梨奈の好みをよく知っている彼からの誘いはいつも魅力的で、つい頷いてしまうのだ。

　もともと、好きなバンドが同じだったふたりは、趣味や食の好みにおいても共感できることが多い。食事は毎回、衣梨奈のツボを押さえた店選びをしてくれ、たまたま観たい映画が一致して、ちょうど新しい靴が欲しいと思っていたところだった。

　ドライブだって、『おいしいものでも食べに行こう』と言われて出発し、首都高を気ままに一時間半ほど走ったというだけだが、これが意外にもとても楽しかった。

　優大が車内で流していた音楽は懐かしいものから最新曲まで様々だったが、高校時代に流行ったアーティストの話題で盛り上がり、最近の曲には詳しくないなりに衣梨奈が気になったものも多く、とにかく話が尽きなかったのだ。

　まるで恋人同士のように健全な関係を過ごすことに違和感を抱く反面、彼との時間は居心地が悪くないのが厄介だった。

　さらに言えば、優大はセックスのときは言葉も愛撫も意地悪で、嬉々として衣梨奈を追いつめて啼かすのに……。そのあとにはいつも、優しく抱きしめてくれるのだ。

　彼とはセフレである以上、本来ならこんな日々を送るのはおかしいと思う。

　それなのに、どれも嫌じゃないから本当に困る――。

　

「――はっ……んんっ」

　バスルーム内に反響するのは、衣梨奈の甘えたような声。

　湯船の中で絶え間なく愛撫を受けた身体はすっかり熟し、ミルク色の湯には優大の指によって掻き出された蜜が混ざっている。

「最近、敏感になったよな。今ので何回イったんだろうな？」

　ははっ、と笑った彼は、後ろから衣梨奈を逃がさないように抱きすくめ、しなやかな身体を散々いたぶった。

　無防備なうなじには何度も唇を落とされ、ときには歯を立てられて。節くれだった指と大きな手で全身をまさぐられ、緩やかな絶頂を与えられ続けた。

　息も絶え絶えな衣梨奈の肌は上気し、背面の至るところに赤い痕が散らされている。

　過敏な蜜粒は痛いくらいに尖って、ぷっくりと腫れた淫裂の奥にある姫洞もよく解れ、優大を受け入れる準備はとっくにできているのに……。彼は一向に挿入する素振りはなく、衣梨奈の肢体を丹念に嬲るばかりだった。

「ゆう、だい……もっ、いいからぁ……ッ！」

　快感も過ぎれば、いっそ拷問に近い。気持ちよさと苦しさが交互に押し寄せてきて、苦悶の表情で声を上げた。

「もう、むり……だから……。ほんとに、苦しいの……」

　衣梨奈の瞳からは涙が零れ、視界に膜が張ったかと思えば次々と頬を濡らす。

「本当に、セックスのときだけは素直だよな」

　はくはくと啼く蜜口は、優大を求めて仕方なかった。彼はそれを見透かすように嗤い、「可愛い」なんて軽薄に吐く。

　こんな一言で胸が高鳴るなんて、本当にどうかしている。優大に抱かれていると理性がグズグズに溶けてしまうせいか、いつだって簡単にドキドキさせられた。

「ね、っ……挿れて……」

　衣梨奈は腰を押しつけるようにして、お尻に当たっている昂ぶりを誘惑する。口では敵わないことを知っているが、彼だって興奮していることもわかっている。

　最初は羞恥が勝って受け身だったのに、優大に翻弄されてばかりいることに悔しさを感じたいつからか、こうして彼を煽ることを覚えた。

「……っ、そういうこと、するんだ……？」

　あとで覚えとけよ、と低い声が耳朶を撫でる。耳孔に差し込まれた舌がくちゅりと音を立て、姫芯をいたぶっていた指がいっそう強くそれを潰した。

「ひぅっ、ッ……ああぁぁっ――！」

　愉悦の海に溺れたまま戻ってこられなくなった衣梨奈は、優大に抱きかかえられて湯船から上がり、濡れた身体をバスタオルで拭うのもそこそこにベッドに縫い留められた。

「ゴム、風呂に持っていけばよかったよ……」

　彼は、焦れたように呟きながら支度を済ませると、後ろから衣梨奈に覆い被さり、雄芯で秘裂をこじ開けた。

　待つつもりはないようで、息を噛み殺した優大の怒張が一気に押し込まれる。衣梨奈はあまりの圧迫感に息を詰めたが、とろけた内壁は楔の襲来を歓待するかのごとく絡みついた。

　激しい律動が始まれば、衣梨奈に為す術はない。いつも通り、襲いくる喜悦の波に翻弄されて、瞬く間に飲み込まれてしまう。

　背後からの容赦のない責めに、崩れそうな膝をなんとかとどめながら自らも腰を揺らめかせて。濡れたままの髪を振り乱し、涙混じりの嬌声を上げた。

「衣梨奈……ッ、ハッ……可愛い、っ……。もっと――」

　脳髄まで痺れて思考は白み、優大の声が遠のいていく。

　未来のない虚しい関係も、宙ぶらりんのままの自らの行く末も、羨んでしまいそうなくらい素直な同僚のアプローチも。

　快楽を貪り合う今だけは、余計なことはすべて忘れられる気がした。

　だから――こうしているときだけは、なにも考えなくていい。

　衣梨奈は今夜も自分自身にそう言い聞かせ、彼と互いの身体だけを求め合い、深く暗い海の底に堕ちていった――。
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　六月に入っても、衣梨奈と優大の関係性は変わらなかった。

　第三土曜日の今日は、ずっと彼と一緒にいた。

　昨夜、優大から誘われて彼の部屋に行くと、衣梨奈はいつも通りぐったりするまで抱かれ、そのまま眠ってしまった。

　目が覚めると太陽はすっかり高くなり、ふたりで一緒に昼食を作って食べたあとは、ソファで本を読んで過ごした。

　大学時代にミステリー作家――速はや水み祐たすくの作品にハマった優大の影響で、衣梨奈も速水の本を読み漁り、今ではすっかり新刊は発売日に手に入れるほどのファンになっている。

　先日ふたりで観に行った映画も、原作が速水の作品だったから、誘われてすぐに頷いてしまったくらいだ。

　優大の本棚には、衣梨奈が持っていない速水の初期の頃の作品が並んでおり、衣梨奈が持参した他の作家のおすすめの本と交換し、それぞれ読書に耽った。

　そうしているうちに日が暮れていたため、夕食の買い出しに行くことにしたのだが、道中のレストランから漂う香りにふたりしてつられ、自炊するという選択肢はなくなった。

　なんとも、自由気ままで気楽な休日である。

「おっ、夏野菜のパスタだって。衣梨奈、野菜の中でも夏野菜が特に好きだろ？」

「うん。これにしようかな」

「期間限定のスイーツは、桃フェアらしいよ。あとで食べれば？」

　優大に勧められるがまま、衣梨奈は夏野菜の冷製パスタと桃のジェラートを選び、彼はハンバーグを頼んだ。

　好物を頬張る優大は、相変わらず少年のように無邪気に見える。彼の食べっぷりは気持ちがよくて、衣梨奈も箸が進んだ。

「パスタもおいしかったけど、桃のジェラートも絶品だよ！　甘さはくどくないんだけど、フルーティーで桃の果肉もしっかり感じられて、いくらでも食べられそう」

「衣梨奈って、昔から桃が好きだよな。フルーツ自体が好きって言ってたけど、桃系のものを食べるときが一番嬉しそうな反応するし」

　あまり意識したことがなかったが、優大が言うのならそうなのかもしれない。フルーツはどれも大好物だが、よく考えてみれば桃系のものには一番手を伸ばしている気がする。

「それに、この間買っておいた桃のケーキにも、めちゃくちゃ食いついてただろ」

　確かに、彼が買ってくれていた桃のタルトを見た瞬間、パッと笑顔になったのは自覚していた。もちろん、おいしくいただき、スイーツを食べるときの幸せも味わった。

「だって、あれもすごくおいしかったし」

「食べてるところを見てたんだから、それくらいわかってるよ」

　瞳をゆるりと緩めた優大に、胸の奥がきゅうっと震える。

　わざとなのか無意識なのかは知らないが、ベッドの中以外でも甘やかな笑みを見せるようになった彼は、ますますタチが悪い。

　今だって、ふたりを包む空気は、恋人たちが纏うそれに近しいものがある気がしてならない。優大にはそんなつもりはないとわかっていても、彼の態度がそう思わせてくるのだ。

　そもそも、自分たちがセフレだと誰かに話したとしても信じてもらえないのでは……と思うくらいには、セフレらしくないことは自覚している。

　正直に言えば、衣梨奈は今でも優大とセックスすることに戸惑いはあるが、一方でこの心地好い関係性にどっぷりと浸かってしまっていた。

　このままじゃいけないというのは、衣梨奈自身が一番わかっている。

　セフレでいたって、この先にはなにもいいことはない。それどころか、長い時間を共にすればするほど、彼に対して情よりも深いものが芽生えてしまうに違いない。

　優大に向ける気持ちがセフレにあるまじきものになった場合、今度はもっと深く傷つくのは火を見るよりも明らかだ。

　現に、衣梨奈は彼に抱かれるたびに身体と一緒に心まで乱され、最近では気持ちの伴わない情事に胸が締めつけられるようになっていた。

　とはいえ、優大の不満はまだ収まっていないから、こうして週末のたびに衣梨奈を呼び出すのだろう。だからこそ、衣梨奈は彼の気が済むまで言う通りにしようと考えた。

　ただ、最初は贖罪のつもりでいたのに、居心地の好さを感じてしまって。そのたびに矛盾を抱き、罪悪感とジレンマに包まれていた。

　頭では、わかっている。

　早くこの関係に終止符を打たなければいけない、と。

　しかし、何度も切り出そうとしては口を噤んでしまう。

　衣梨奈はシブサワ堂に半年契約で採用されているため、そのタイミングを期限にすることも考えたが……。仮に優大が納得したとしても、夏が終わる頃には自身が彼との関係から抜け出せなくなりそうで怖かった。

　

「ジェラート、溶けてるぞ」

「え？　あっ……」

　優大の声でハッとした衣梨奈は、慌てて視線を下げる。北欧柄の小さなプレートの中で、淡い桃色のジェラートが形を崩していた。

「考え事でもしてた？」

　どう答えようか少し悩んで、首を横に振る。「ちょっとボーッとしてただけ」と明るく振る舞って最後の一口を掬うと、彼が衣梨奈の手を取ってスプーンを自らの口元に誘導し、ジェラートを食べてしまった。

「ちょっと……それ、最後の一口だったんだよ？」

「知ってるよ」

　楽しげに唇を持ち上げた優大が、「ぼんやりしてる衣梨奈が悪い」と頬杖をつく。

「もう……。そういうところ、ちっとも変わってないんだから」

「衣梨奈も、拗ねた顔とか変わってないよ」

　からかうような声音に反し、衣梨奈を見つめるその顔つきは妙に優しい。

　もう一言くらい言い返そうかと思ったが、ここの支払いもきっと彼がしてくれるのだろうと思うと、柔和な表情に絆されるように苦笑しか出てこなかった。

　ふたりきりのときには、衣梨奈が財布を出すことは滅多にない。何度か割り勘にすることを提案したが、優大は『甘えてくれる方が嬉しい』と取り合ってくれなかった。

　その代わり、最近では彼の家に行く前に材料を調達してキッチンを借り、料理を振る舞っている。お礼には足りない気がするが、なにもしないよりはいい。

　それに、優大は喜んでくれるから、衣梨奈にとっては意味のあることだった。

　案の定、今夜もスムーズに会計を済ませてくれた優大にお礼を言うと、彼は「お礼はベッドの中でしてくれればいいよ」なんてのたまい、にんまりと笑った。

　途端、昨夜の情交を思い出した衣梨奈の顔が熱くなり、頬が赤らんだ。

「このまま帰るなんて言わないで、今夜も泊まっていけよ」

　喉奥でくつくつと笑う優大に、先手を打たれてしまう。

　バッグにお泊まり道具を詰めたときは彼に見られていなかったはずなのに、どうして帰ろうとしていたことを見透かされたんだろう。

「俺の腕の中で、とろけた顔になる衣梨奈が見たい」

「……っ！」

　耳元に寄せられた唇からいたずらに囁きが落とされ、色香を纏わせた声音に息を呑んだ。

　衣梨奈の鼓膜が受け取ったそれを糧に、脳が淫靡な想像をしてしまう。刹那、子宮がきゅうぅっ……とすぼまった。

　錯覚だと思い込むよりも早く、胎奥に共鳴した下肢が疼き始めていた。

　人通りが少ないとはいえ、ある程度の人目がある路地の片隅。こんなところで変なことを言わないで、と訴えたいのに、淡い熱を感じ始めた身体が邪魔をする。

　明らかな動揺と密やかな蜜欲を覗かせる衣梨奈に、優大が眉を顰めて微笑んだ。

「……本当に、衣梨奈はずるいよな」

　零された言葉の真意がわからない衣梨奈は、頬の熱が冷めないまま彼を見上げる。

「気が変わった。このままホテルに行く」

　直後、優大は突然そう口にしたかと思うと、衣梨奈の手を掴んで歩き出した。

「えっ？　ちょっ……どういうこと？」

　ますます困惑する衣梨奈を余所に、彼はどんどん歩を進めていく。

　当たり前のように繋がれた手にも、肩が触れそうなほどの距離にも、優大らしくない衣梨奈に合わせてくれない歩幅にも、ドキドキさせられてしまう。

　彼の家はここから徒歩で十分もかからないというのに、それよりも手前にあるホテルを目指すのだと言う。

　まったく以って理解不能だが、骨張った手に引っ張られている衣梨奈に選択権がないのは明白だった。こうなるともう、逃げられないことは知っている。

　初夏の匂いを孕む生温い風は、決して心地好いとは言えない。

　それなのに、大きな手に包まれている右手から伝わる体温に、衣梨奈の鼓動はどんどん大きくなっていく。

　今夜はこの手でどんな風に抱かれるのだろう……と思うと、あさましくも甘い吐息が漏れた――。
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　翌週の月曜日。

　空がどんよりとした雲を広げる今日は、朝から仕事がやりにくくて仕方がなかった。

　というのも、衣梨奈は友香に無視されていたからだ。

　先週までは普通に会話をしていたのに、今朝は挨拶に返事はなく、それ以外でも衣梨奈の声にはほとんど反応を見せない彼女の態度は、どうしても気のせいだとは思えなかった。

　体調でも悪いのか、虫の居所でも悪いのか。そう考えてもみたが、衣梨奈以外の同僚たちとは笑顔で話していたし、優大へのアプローチも通常通りである。

　そうなれば、衣梨奈だけが無視されているのはほぼ間違いなく、しかしながら心当たりがないことから困惑していた。

「津村さん、ミーティングルームの準備をお願いできる？　里中さんには先に行ってもらってるから、ふたりでよろしくね」

　高田の言葉に危うく頬が引き攣りそうになったが、衣梨奈は笑顔で承諾してひとつ上の階にあるミーティングルームに向かい、ノックをしてからドアを開けた。

「えっと、私も高田さんから準備するように言われて……」

　長机に資料を並べていた友香が顔を上げ、衣梨奈がすぐに説明した。けれど、不機嫌な顔を見せた彼女に視線を逸らされ、やっぱり衣梨奈に対して怒っているのだと悟る。

　プロジェクターを前方の壁に向けて設置し、映像がきちんと映ることを確認しながら友香の様子を窺うが、彼女は一向に衣梨奈の方を見ようとはしない。

「楢崎主任とどういう関係ですか？」

　どうしたものか、とため息をつきそうになったとき、友香が不満げな声で切り出した。

「えっ……？」

　予想外の言葉に動揺が表れ、衣梨奈はすぐに答えを紡げなかった。

　社内では普通に上司と部下として接し、優大とは必要以上に私語をすることはない。先日の付箋の一件以来、彼もあくまで同僚に向ける態度でいてくれている。

　だから、どうしてこんなことを訊かれたのかも、どう答えればいいのかもわからずにいると、彼女の視線が衣梨奈を射抜いた。

「先週の土曜の夜、ふたりがホテルに入るところを見ました。ただの上司と部下でも、お友達でもないですよね？　私、回りくどいことは嫌いなので、ごまかさないでくださいね」

　笑顔の裏には苛立ちが隠され、甘えたような口調からも程遠い。初めて目にする不遜な態度は、普段の友香の雰囲気からは想像もつかないものだった。

「私がアプローチしてる姿を見て、陰で笑ってたんですか？」

「ちがっ……！」

「私が楢崎主任のことを話すと、津村さんは黙ることが多いからおかしいとは思ってましたけど……。清楚なふりして、意外としたたかだったんですね」

　確かに、衣梨奈は友香が優大にアプローチしている姿を見るたび、打算的な理由だと知っているからこそモヤモヤしていたものの、そんなことで悪口なんて言わない。

　むしろ、本音を言えば、彼女の素直さを羨ましいと思っていたくらいだ。

「ごめんなさい……。でも、私と主任は……」

　ただ、友香の不快感はもっともだと思い、自然と謝罪の言葉が落ちた。次いで、彼との関係性を打ち明けようとしたが、言い淀んでしまった。

　まさか、優大は同級生で、元カレで、今はセフレです……なんて言えるわけがない。

　とはいえ、ふたりでホテルに入るところを見られた以上、ただの上司と部下ではないことはもちろん、同級生だという言い訳も通用しないだろう。しかも、彼とは恋人でもない。

　他人に堂々と言えないような関係性を育んできたのだと、改めて突きつけられる。わかっていたつもりだったのに、現実を思い知って心が抉られるようだった。

　自己嫌悪に包まれ、虚しさが大きくなる。

　情事のあとにはいつも優大が優しく抱きしめてくれていたから、勘違いしていた。

　ベッドの中の時間は、すべて彼が作り出してくれていた偽りの優しさ。なにもかも、ただの〝まやかし〟に過ぎなかったのだ。

「ふーん……。よくわかりませんけど、恋人とは言えない関係ってところですか」

　黙り込んだ衣梨奈に、友香が「それなら私も手段を選びません」と微笑む。そこに怒りはなく、むしろいいことを聞いたと言わんばかりに機嫌がよさそうだった。

「楢崎主任って潔癖そうだから、先に身体の関係になるのは逆効果だと思ってたんですけど。津村さんとセックスしてるなら、もっと押せば既成事実も作れちゃいそうですね」

　ふふっと笑った声は明るく、さきほどまで冷たい表情を浮かべていた女性と同一人物とは思えない。驚いて圧倒される衣梨奈に反し、彼女は軽やかに衣梨奈の傍を横切った。

「安心してください、誰にも言いませんから。楢崎主任に変な噂が立つのは嫌ですしね。それに私、身体の関係になって落とせなかった男はいないので、かえって好都合です」

　魔性の笑みを携えた友香の声が、鼓膜にこびりつく。彼女がミーティングルームを出ていっても、衣梨奈はしばらくその場から動けなかった。
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　ほとんど眠れないまま迎えた翌日は、朝からずっと頭と身体が重くて仕事がいつものように捗らなかった。

　友香は昨日宣言した通り、普段以上に優大に話しかけている。

「楢崎主任って、仕事もできて優しくて素敵ですよね。あっ、ここも教えてくださぁい」

「里中さん、今は仕事中だよ。指導はするけど、そういう話は慎んでね」

「でも、主任は誘っても断るじゃないですかぁ。だから、今しか話す機会がないんです。私、主任みたいな男性がすっごくタイプなんですけど、主任はどんな女性が好きですか？」

「プライベートな質問は受け付けません。仕事のことで質問がないなら、俺はもう戻るよ」

「ふふっ、ごめんなさい。じゃあ、それはまた今度ってことで。お仕事がわからないのは本当ですから、ちゃんと教えてくださいね」

　彼はまったく取り合っていないし、周囲も呆れたような雰囲気ではあるが、彼女はちっとも気にしていないのか、「つれないところも素敵ですね」と笑っている。

　それでも、顔色ひとつ変えない優大を見て、衣梨奈は内心ホッとした。

　いつの間にか彼は自身のデスクに戻り、友香はつまらなさそうにパソコンに向かっていたが、程なくしてポーチを持って立ち上がった。彼女が化粧室に行くと長引くことはみんなわかってはいるものの、最近では高田以外の社員は咎めることもない。

「里中さん、頼んでおいた資料は今日中に纏めてね」

「わかってまーす。お手洗いから戻ったら、ちゃんとやりますから」

　三嶋と優大も何度かそれとなく注意していたが、気に留めない友香にまったく効果はなく、事が事だけに男性社員から彼女に何度も注意をするのも難しいようだった。

　高田は「あれはすぐに戻ってこないわね」とため息をつき、衣梨奈を見た。

　衣梨奈は苦笑を返すにとどめたが、高田の予想通り友香が戻ってこないまま十五分ほどが過ぎ、昼休憩に入ってしまった。

「あっ、津村さん。再来週のポップアップストアの件なんだけど、発注書はできた？」

「はい。共有ファイルに保存してあるので、休憩のあとでチェックをお願いします」

「了解。津村さんは仕事が早くて助かるわ。そういえば、今年の二月に大阪支社でスイーツ系のポップアップストアを出したんだけど、そこに視察を兼ねて行ってた三嶋課長が楢崎主任の仕事ぶりを見て、主任がこっちに異動になるように進言したらしいよ」

「そうなんですか？」

「三嶋課長の奥さんって、うちの専務の娘なのよ。それで進言が通ったんじゃないかって、もっぱらの噂なの」

「でも、楢崎主任って、向こうでは営業部だったんですよね？　それなのに、ポップアップストアに関わってたんですか？」

「そもそも、ポップアップストアを出した場所が大阪ではかなりの人気スポットで、うちみたいな大手よりも小さな会社ばかりと契約するようなところだったんだけどね」

　彼女の話によると、これまでにも何人もの社員が交渉に行っていたのだとか。

「その中で唯一、交渉を成立させたのが楢崎主任で、当日も商品が届かないハプニングがあったんだけど、楢崎主任がすぐに手配し直してくれて間に合ったんだって」

　高田が「こっちは噂じゃないからね」と笑みを浮かべる。

「うちでも早々に企画を通してたし、あれは里中さんじゃなくても狙うでしょうね」

　彼女は、「畑が違っても優秀な人は輝くものね」と独り言のように零したが、衣梨奈は虚しさに襲われてしまった。

　改めて、優大が遠い存在に思える。もしかしたら今が彼との関係を終えるときなのかもしれない……と考える心は、寂しさに似た感情に包まれていた。

　

　就業後、友香のデスクにはまだ彼女の荷物が残っていることに気づいた。

　そういえば、かれこれ二十分ほど友香の姿を見ていない。彼女は仕事熱心ではないが、少しでも早く退勤することには長け、いつも誰よりも早く会社を後にしている。

　嫌な予感が過ったのは、その直後のこと。さきほど会議を終えたはずの優大が戻ってきていないことにも気づくと、衣梨奈は自然と第三会議室へと向かっていた。

　自分でもなんのために会議室に足を向けているのか、まったくわからない。

　万が一、ふたりを見つけたところで、なにをどうしようというのだろう。答えは出ないままなのに、歩調はどんどん速くなっていく。

　第三会議室は一階下のフロアにあり、衣梨奈はエレベーターを待つ時間が惜しくて非常階段を使用し、階下の一番奥にある会議室を目指した。

　会議室の廊下側の窓にはブラインドが下ろされ、そこからは室内の様子が見えない。しかし、明かりが漏れており、ドアも少しだけ開いていた。

　ごくっ、と喉が鳴る。心臓に緊張が走り、鼓動がうるさいくらいに主張し始めた。

　こんなことをするのは、マナーがなっていない。

　けれど、ここまで来て立ち去ることはできず、優大と友香が一緒にいるとは限らないのに、ふたりが中にいると確信していた。

　罪悪感を抱えながらも恐る恐る近寄ったドアの隙間から、そっと室内を覗き見る。

「……っ」

　刹那、潜めていた息を呑んだ。漏れそうだった声は咄嗟に押し殺したが、衣梨奈は眼前の光景に目を見開き、その場から動けなくなった。

　こちらに背中を向けた優大と、彼に抱きつく友香。優大の身体でほとんど隠れてはいたが、彼女のブラウスは肩からかかっているだけで、下着がさらけ出されている。

　そして、彼の腕は友香の腰に回っているように見えた。

　心臓がバクバクと音を立て、足の裏が地面から離れない。予想はしていたはずなのに、動揺と混乱とショックに包まれ、声を出さないようにするだけで精一杯だった。

　次の瞬間、彼女の視線が衣梨奈を捉えた。肩を跳ねさせてしまった衣梨奈に向けられたのは、自信に満ちた笑み。

　友香は、ますます優大の背中に回している腕に力を込め、「ふふっ」と笑った。

「いいんです、主任。私、主任となら場所なんて気にしません。だから……ね？」

　息が苦しくなるさなか、衣梨奈はなんとか地面から足裏を離し、やっとの思いでその場から逃げ出した。

　滲む視界が揺れ、息が上がる。誰かと会うのが嫌で、再び非常階段を使って一階を目指したが、すぐに足が止まった。

（優大も……抱きしめてたように見えた……。きっと、あのまま里中さんと……）

　ここは会社だとわかっていても、嫌な光景が脳裏に浮かぶ。仮にあの場ではなにもしなかったとしても、ふたりは今夜一緒に過ごすのだろう。

　セフレに与えられるには優し過ぎた日々が、衣梨奈の心を震わせる。

「バカだなぁ、私……」

　傷ついている理由に気づくまでには、数秒も要さなかった。

　贖罪のつもりだったなんて、きっと最初からただの言い訳だったのだ。

　優大と身体の関係になってしまったことへの言い訳を探し、もっともらしい理由で自分を正当化することで、胸の奥底に押し込めて蓋を閉じ続けていた感情に気づかないふりをしていたに過ぎない。

　心はもうずっと、彼への想いを訴えていたのに……。

　だから、優大に優しくされると嬉しくて、くだらないやり取りに楽しさを覚えて。情事のあとに抱きしめてくれる腕に昔とよく似た幸福感を抱き、いつか訪れる〝終わり〟を想像しては胸が痛みを感じていたのだ。

　ただの情だと思っていたのは、今はもうはっきりとした恋情だとわかる。

「やっちゃった……」

　深みにはまる前に終わるつもりだったのに、最初から手遅れだった。

　そのことに気づき、自嘲の笑みとともに情けない声が漏れた。

　これで本当に、彼とは終わりだ。突きつけられた現実に、心臓が刺されたように痛む。

　けれど、これが五年前に優大を傷つけたことに対する本当の罰だったのだとしたら、いっそ笑えるくらいに自分自身にぴったりだと思った――。
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　出社したばかりの衣梨奈は、まだ水曜日だというのに週末を迎えたくらいの疲労感を抱えていた。例によって、ほとんど眠れていない。

　あのあと、ふたりがどうしたのか考えてしまい、食欲はなく、寝つけなかった。

　優大とは、もともと金曜日以外に連絡を取ることはあまりないが、昨夜も彼からの音沙汰がなかったことが、余計に衣梨奈の悲しみを深くさせた。

　衣梨奈はいつも受け身でいたため、自分から連絡することはなかった。つまり、彼からのコンタクトを待っているに過ぎず、それがなければ話す機会もないのだ。

「あっ、津村さん！　おはようございまぁす」

　化粧室の鏡の前で気持ちを立て直そうとしていると、友香がポーチを片手にやってきた。

「お……おはよう」

　ふたりしかいない化粧室で、彼女は唇にピンク色のグロスを塗っていく。

「昨日はありがとうございました。おかげさまで、いい方向に進めました」

　鏡越しに目が合った友香が意味深に笑い、衣梨奈の方に身体を向けた。

「詳しく話すのは恥ずかしいんですけど、津村さんにだけはご報告しておきますね。と言っても、昨日は見られちゃいましたし、改めて伝える必要はないかなぁ？　あっ、あんなところで気持ちが盛り上がっちゃった私たちが悪いので、津村さんは悪くないですからね！」

　〝私たち〟という言葉が、衣梨奈の胸を鋭く刺した。

「私もさすがに恥ずかしかったですけど、津村さんも気まずいですよねぇ。でも、気にしないでくださいね！　優大さんは気づいてないですし、私からは言いませんから！」

（優大さん……か）

　ナイフを深く突き立てられたような痛みが、傷だらけの心を容赦なく抉ってくる。咄嗟にこぶしを握っていたのは、涙をこらえるためだったのかもしれない。

「ふふっ。優大さんって、いい身体してますよね。すっごくドキドキしちゃいましたぁ」

　両手を頬に添えた彼女は、恥ずかしげにしつつも笑顔は崩していない。幸せだと言わんばかりの言動を前に、衣梨奈は胸の痛みを隠して平静を纏うだけで精一杯だった。

　

　沈んだ気持ちをどうすることもできなかったが、社会人である以上は仕事をこなさなければいけない。一心不乱に業務を捌くことで雑念を追い出し、なんとか午前中の仕事を終えると、シブサワ堂の近所にある公園でランチを摂った。

　ゴールデンウィークが明けた頃から、衣梨奈は昼休憩にはひとりで過ごすようになった。

　もともとは友香から優大の話を聞くことに疲弊していたせいだが、今となっては思い切ってこうしておいてよかったと思う。

　六月下旬の今はすでに暑いが、会社から少しでも離れられる時間は貴重で、肩の力を抜くことができる。ただ、今日はさすがに箸が進まなかった。

（やっぱり……そういうこと、だよね）

　あのあとも友香は色々と言っていた気がするが、衣梨奈はとにかく動揺とショックを隠すことに必死だったため、彼女の話を最後まで理解できていたのかは定かではない。

　それでも、優大と友香は付き合うことになったのだろう。そうでなければ、わざわざ彼女から報告なんてされるはずがない。

　彼からはまだなにも言われていないが、それもきっと時間の問題に違いない。

　何度目かわからないため息が漏れ、視界がじわっと滲みかける。けれど、今泣いてしまえば止まらなくなりそうで、衣梨奈は唇を噛みしめた。

「こんにちは、お姉さん」

　不意に背後から楽しげな声が降ってきて、慌てて上半身ごと振り向いた。

「ゆ……楢崎主任」

「今は周囲に誰もいないんだし、優大でいいだろ」

　ベンチの後ろに立たれていたことに気づいていなかった上、ちょうど優大のことを考えていたせいで、衣梨奈の顔には動揺の色が浮かぶ。

　一方、彼は前に回ってくると、当たり前のように隣に腰を下ろした。

「最近、昼休みになると消えるなと思ってたら、こんなところでランチしてたんだな。ちょっと前までは、高田さんたちと食べてただろ？　なにかあったのか？」

「ううん……そんなんじゃないよ。みんなと食べるとゆっくりできなかったりするし、たまには公園でランチするのもいいかなって」

「でも、もう暑いだろ？」

　六月も終わろうとしている今、地面を照りつける太陽は力強く、座っているだけでも汗ばむこともあるが、笑顔で平気なふりをした。

「木陰だから大丈夫だよ。噴水も目の前にあるから、風が吹くと気持ちいいし」

「じゃあ、俺も今度からここで食べようかな」

「えっ？」

「俺にも作ってよ、弁当。俺も衣梨奈と一緒に食べたい」

　衣梨奈を見つめる瞳が優しげに緩められ、優大が冗談で言っているわけじゃないと悟る。しかし、彼の真意が読めなくて、衣梨奈はどう答えればいいのかわからなかった。

「衣梨奈の料理、おいしいからさ。社食も外食も飽きたし、衣梨奈の弁当がいい」

（なんだ、そういうことね）

　要するに、優大は普段の食生活に飽きているだけで、一緒に食べたいというのはただの口実なんだろう。一瞬、変な期待をしそうになった自身を叱責し、衣梨奈は苦笑を零す。

「なに言ってるのよ。お弁当なら、料理上手の彼女に作ってもらえばいいでしょ」

「そんなの――」

「それに、七月になったらまた社内で食べようと思ってるから。ただのセフレが、社内でお揃いのお弁当を広げるわけにはいかないじゃない」

　彼の口から友香の話を聞く勇気はまだなくて、思わず矢継ぎ早に言葉を被せる。

　ついでに考えた断り文句は、たった今浮かんだばかりだった。まだ社内で食べる気なんてなかったが、友香の契約は今月いっぱいのため、ちょうどいい機会だろう。

「そっか。残念だ……」

　優大の表情に陰が差し、どこか寂しげに見えた。

（そんな顔……しないでよ）

　友香と付き合うことにしたくせに、どうして彼にそんな顔をされるのかわからない。

　だいたい、優大と衣梨奈は身体だけの関係だったはずなのだ。いつの間にか恋人同士のような時間を過ごしていたが、それが大きな間違いだった。

「優大」

「ん？」

　衣梨奈が優大を見れば、彼も真っ直ぐ見つめ返してきた。けれど、直視することはできなくて、衣梨奈はわずかに視線をずらしてしまう。

（言わなきゃ……。きっと、今が〝そのとき〟なんだ……）

　自分自身に言い聞かせるように心の中で唱え、強引に意を決する。震えそうな唇には笑みを貼りつけ、衣梨奈はまるでなんでもないことのように明るい声を発した。

「私たち、セフレ関係を解消しよう」

「……え？」

「こんな関係、やっぱりお互いのためによくないよ」

「なんだよ、それ。そんなこと、今さらだろ？　別に束縛しようってわけじゃないし、最近は普通に遊びに行ったりもして――」

「きっと、それがよくなかったんだよ」

　衣梨奈は、喉を焼きつけるような熱をどうにか押し込み、自嘲混じりに笑って見せる。

「だって、セフレだよ？　会って抱き合って終わるだけの関係のはずなのに、最近の私たちは最初のルールから外れてたじゃない」

「だったら、身体だけの関係に戻ろう。そしたら――」

「やめてよ、優大。セフレなんて、無理に続けるものじゃないでしょ？　それに、私……優大のことを嫌いになりたくないの」

　優大のことを嫌えたら、いっそどんなにラクだっただろうか。それができないから、こんな風に苦しくなっているのに、彼の前ではそんな感情も隠し通さなければいけない。

　それがきっと、ズルズルとセフレという関係でいたことの代償――なのだ。

「終わりにしよう、優大。優大の思う通りに償えなくて、本当にごめんね。でも、セフレでいるのも、プライベートで連絡を取るのもやめよう。短い間だったけど、ありがとう」

　優大が口を開く前に、次々と畳みかける。

　一度でも彼に引き止められてしまったら心が揺らぐ……と、衣梨奈は嫌というほどにわかっていたからだ。

　それを押し切って逃げられるくらいなら、ずっと悩む必要はなかったのだから。

「えり――」

　優大が手を伸ばしたとき、彼のスマホが鳴り始めた。まるでふたりの関係を終わらせるのを後押しするかのようなタイミングに、衣梨奈が苦笑を浮かべる。

「スマホ、鳴ってるよ。仕事じゃないの？」

　スマホを取り出す優大を横目に、衣梨奈はベンチから立ち上がる。

「もう一生、許してくれなくていいから……あと三ヶ月間だけ、同僚としてよろしくね」

　身勝手な言動とむりやり繕った笑顔、そして困惑をあらわにする彼を置いて、足早にその場を立ち去った。

（泣くな……！　今はまだ泣いちゃだめ……！）

　涙は、夜に取っておけばいい。残り十分の昼休憩では、到底流し切ることはできないから。

　社内に戻った衣梨奈は、瞳に張る膜を決壊させないことに意識を注ぎ、必死に平常心でいることに努めて午後の業務をこなした――。
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　一晩中泣き明かした、翌朝。

　衣梨奈は、腫れた目をごまかすためにしっかりとメイクを施し、笑顔で出社した。

　社会人というのは、本当につらい。どんなにつらくても仕事を休むわけにはいかず、派遣の衣梨奈には有休もなく、それどころか安易に休めば評価に響く可能性すらあるのだ。

「お疲れ様」

　それでも普段通りに午前中の仕事をこなし、ランチを済ませたあとで会社に戻ると、企画部のフロアにたどり着く前に背後から声をかけられた。

「三嶋課長、お疲れ様です」

「少しいいかな？」

　三嶋に目配せをされて、なんの話だろうと思いながらもついていく。

　彼は、人目を避けるように企画部とは逆の方向に進み、資料室に繋がる角を曲がったところでクリームベージュの壁を背にして衣梨奈と向かい合った。

「仕事には慣れた？　津村さんは仕事が丁寧で早いから、こちらとしては助かっているんだけど、なにか困っていることはないかな？」

「みなさんが丁寧に教えてくださるので、少しずつ慣れてきたと思います」

「それならよかった。高田さんたちも、津村さんのことを褒めていたよ」

　自然と頬が綻ぶ。謙虚さを忘れてはいけないと思うが、ここ最近はずっとつらかったこともあり、褒め言葉になおさら心が救われた気がした。

「ただ、ここ数日は少し元気がないみたいだけど、仕事がきついかな？」

　衣梨奈の様子を見透かしているような三嶋に、「そんなことはありません」と言いながらも曖昧な笑みを返すことしかできなかった。

　平静を装っているつもりだったが、もしかしたら周囲には悟られているのだろうか

「それならいいんだが……。仕事ができる人は負担が大きくなりがちだから、なにかあれば相談してね」

「はい。ありがとうございます」

　これからはますます笑顔を絶やさないようにしよう、と心に留めたとき。　

「……ッ」

　視界がぐらりと歪み、足元がふらついた。

　刹那、スーツを纏った腕が伸ばされ、衣梨奈の身体は彼の片腕に受け止められた。

　すぐに立ち眩みだと気づいたものの、まだ目が回っている感じがする。ただ、三嶋の腕に支えられているのは申し訳なくて、慌てて彼の腕をそっと押した。

「すみません……！」

「やっぱり体調が悪いんだろう。今日はもう、このまま早退して――」

「いえ、大丈夫です。少し寝不足なだけなので……」

　衣梨奈はなんでもないことのように微笑んだが、三嶋は怪訝そうに眉を顰めている。

「えり――津村さん……と、三嶋課長？」

　そこへ彼とともに名前を呼ばれ、焦りを感じながら振り返った。

　聞き慣れた声だと感じた直感は正しく、少し離れたところに立っていたのは優大だった。まだ気持ちの整理ができていない衣梨奈は、自分の表情が固まったのを自覚した。

（なんで、こんなタイミングで……）

　彼は朝から外出していて、帰社は夕方の予定だったはず。衣梨奈は困惑を隠しながらも、胸の内は動揺に塗れていた。

「三嶋課長。津村さんに確認したいことがあるので、彼女をお借りしてもいいですか？」

　優大の口調は冷静だったが、その顔はどこか強張っているように見えた。

「え？　いや、でも……」

「課長、私なら大丈夫です。ですから、さきほどのことはお気になさらないでください」

　衣梨奈の体調を気遣うような三嶋の視線に、衣梨奈は咄嗟に笑みを浮かべる。彼はなにか言いたげだったが、小さく頷いた。

「すみません、急ぎますので失礼いたします」

　優大は焦れたように言い置き、衣梨奈の手を引く。

　ズンズンと歩く彼が怒っているのは、明白である。思い当たるのは昨日の一件しかないが、それにしてもこんなに急いでいる理由がわからない。

　程なくして、優大はミーティングルームのドアを開けると、衣梨奈を室内に押し込んだ。

「どういうつもりだよ」

　壁に追いやられ、ブラインドが背に当たる。外から見えないかと気になったが、両腕で衣梨奈を囲うようにして見下ろしてくる彼に視線を返すのが精一杯だった。

「課長は既婚者だぞ？　さすがにやめろよ」

「やめろって……私は別に……」

「俺との関係を解消したくせに、課長ならいいのかよ？」

　なんで……と小さく零した優大は、きっと勘違いしているに違いない。衣梨奈はそれをすぐに察したものの、ある意味ではいい方便になるのではないか、と思い至った。

「私たち……もう、ただの上司と部下だよね？　お互いにこだわる必要はないんだし、セフレをやめたんだから干渉しないでよ」

　自分でも驚くほど、衣梨奈の声音は淡々としていた。好きな人に向けたとは思えない言葉に、吐いた自身が傷ついてしまう。

　けれど、なんでもないふりをして、涙をこらえるために眉を寄せた。

「こんなこと、二度としないで。誰かに見られて誤解されたら困る」

　心にもないことを言うのは、思っていたよりもずっと難しくはなかった。ただ、胸の痛みは大きくなるばかりで、彼の顔をこれ以上見ていると泣いてしまいそうだった。

「ああ、そうかよ……。でも、俺は――」

　納得できないと言わんばかりの優大を、またしてもスマホの着信音が遮る。らしくなく苛立ったように舌打ちをした彼に、衣梨奈は「出た方がいいよ」と告げた。

「私はもう戻るから」

「衣梨奈――」

　優大の声を振り切るようにドアを開け、目も合わせないままミーティングルームを出る。

　廊下では数名の社員が行き来していたため、衣梨奈は顔を伏せるようにしながら化粧室に駆け込み、一番奥の個室に逃げ込んだ。

（これでいい……。こうしなきゃ、優大にはもう恋人がいるんだから……）

　彼の顔が脳裏にこびりついて離れないが、同時に友香の笑顔も蘇ってきた。

　優大の隣にいるのは、身体だけの関係性だった自分じゃない。きちんと恋人の座を射止めた、彼女なのだ……。

　退勤時間までまだ半日あるのはつらかったが、衣梨奈は視界に張る膜をハンカチで拭い、深呼吸をしてから個室を後にした。
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　七月に入ったばかりの、翌週末。

　衣梨奈は、コーヒーショップに足を踏み入れた。

　大手チェーンの店内は、随分と賑わっている。土曜日であることに加え、今日は朝からよく晴れているため、涼みに来ている人も多いのだろう。

「早紀。ごめんね、待たせちゃった？」

「ぜーんぜん！　私も今来たとこ！　私の方こそ、急に呼び出してごめんね」

「ううん、暇だったから」

　早紀から電話がかかってきたのは、つい一時間ほど前のこと。『お茶でもしない？』と誘われ、目的もなく街を歩いていた衣梨奈はすぐに承諾した。

「買い物してるって言ってなかった？」

「うん。でも、別に欲しいものがあったわけじゃないの」

　優大にセフレ関係を解消しようと話して以来、衣梨奈はできる限り家にいないようにしていた。その理由はもちろん、万が一、彼が訪ねてきたら困るから。

　あの日からずっと、優大からの連絡は一切取り合わず、会社ではできるだけ関わらないようにしている。避けるのはつらかったが、恋人ができた彼はいずれ諦めるだろう。

　とにかく今をやり過ごせばいい……と、衣梨奈は自身に言い聞かせていた。

　平日は用もないのに書店やカフェに立ち寄って遅い時間に帰宅し、先週末は実家に帰った。急な思いつきだったが、久しぶりに母とふたりで過ごせたのはよかった。

　しかし、二週連続で実家に帰ると母に余計な心配をかけてしまいそうで、今日は仕方なく街に繰り出した。ただ、好きなアパレルブランドを覗いても心はときめかず、おいしそうな匂いを漂わせるスイーツ専門店を見ても一向に空腹感はなかった。

　そこへ、早紀から連絡があったのだ。

　彼女に指定された店が優大の家から近いことが気がかりだったが、衣梨奈は彼に会わないことを祈りつつここに来た。

「大事な相談って？」

　早紀の誘いを受けたのは、神妙な声で『大事な相談がある』と言われたからである。

　てっきり兼造となにかあったのかと心配したものの、彼女は「ごめんね」と前置きすると、なぜ謝られたのかわからずに首を傾げた衣梨奈に微笑を向けた。

「楢崎くんから、ふたりの関係を聞いたの」

「え……」

　途端に動揺をあらわにした衣梨奈は、言葉に詰まってしまう。

「あ、誤解しないでね。別に説教しようなんて思ってないし、ふたりのことはよく知ってるつもりだから、幻滅も軽蔑もしてないよ。ただ、衣梨奈と話したくて……」

　早紀は柔らかな笑みを浮かべたが、衣梨奈の顔は強張っていた。優しい彼女はそんな風に言ってくれたものの、普通なら呆れられるようなことをしていたのだから。

「ねぇ、衣梨奈。衣梨奈は、本当にこれでいいの？」

　ところが、早紀はそんな素振りを一切見せず、心配そうな視線を寄越してきた。

　答えを紡げない衣梨奈に、彼女が眉を小さく寄せる。困り顔で微笑まれて、視線を伏せることしかできなかった。

「私……結婚式のとき、衣梨奈の様子を見て、まだ楢崎くんのことが好きなんだと思った」

　目を見開いた衣梨奈は、気まずいことも忘れて早紀を見てしまう。すると、彼女は真剣な眼差しで衣梨奈を見据えていた。

　まるで心の中を見透かされているようで、衣梨奈は真っ直ぐに向き合えない。

「ふたりのことを見て、私はやっぱりお似合いだなって思ったよ。それに、楢崎くんも――」

「もう、本当にありえなかったんだけど！　楢崎の奴～！」

　次の瞬間、早紀の言葉が甲高い声に遮られた。

　聞きたくないのに、やけに耳に残る。声の主が、たった三ヶ月で衣梨奈の心を何度も乱した友香であることを確信するのは、驚くほど一瞬だった。

「シブサワ堂だから将来有望だと思ってアプローチしたのにちっともなびかないし、三ヶ月間ずっとあしらわれてばかりだったの！　この私がだよ！」

　よく通る声が真後ろから聞こえてきているのだと察し、咄嗟に身を小さくする。

「……衣梨奈？」

「後ろにいるの、たぶん知り合いなの」

　怪訝な顔になった早紀に、唇に人差し指を当て〝静かに〟というジェスチャーをする。

「えっ？　じゃあ、楢崎ってもしかして……」

　彼女は声を潜めつつ、衣梨奈と同様に身を屈めるようにした。

「最後は会社で服を脱いで色仕掛けまでしたのに、『君とは絶対に付き合うことはない』なんて言われた上、『君が相手だとまったく勃たない』って！　ひどくないっ!?」

　友香の話題の渦中にいるのは、恐らく優大だろう。彼女は怒りが収まらないようで、ささきほどよりも声のボリュームは落としつつも矢継ぎ早に続けた。

「本気でむかついたから、その男といい感じそうな女にエッチしたって誤解されるような言い方してから去ってやったの。あの女、きっと私とあいつが付き合ってるって思ってるんだろうなー。ざまあみろって感じ」

「衣梨奈、やばーい！　会社で脱ぐとか、本気出したじゃん」

「相変わらず悪女って感じだよねー。可愛い顔からは想像つかないわ」

　どうやら三人でいるらしく、友香以外にもふたりの女性の声が聞こえてくる。

　甲高い声がやけに耳につき、衣梨奈の頭の中でプツンッ……となにかが切れるような音が鳴った。

「……ごめん、早紀。ちょっと行ってきてもいい？」

「ちょっと、衣梨奈……！」

　衣梨奈は、目を丸くして引き止めようとした早紀を瞳で制して腰を上げ、ざわつく心を必死になだめつつ真後ろのテーブルの前に立ち塞がる。

「……あれ、津村さん？　偶然ですねー」

　直後、衣梨奈に気づいた友香は、一瞬だけ驚いたような顔つきになった。

「どうしたんですか、そんなに怖い顔して。もしかして、今の話聞こえちゃいました？」

　すぐに向けられた可愛らしい笑顔は、つい数日前に企画部の同僚たちの前で『三ヶ月間お世話になりました』としおらしく挨拶をして立ち去った人間と、確かに同じである。

　しかし、優大との関係性を怪しまれたとき同様、本当に同一人物なのか……と言葉を失いかけた。すると、彼女は悪びれのない笑みを口元に浮かべた。

「でもまぁ、楢崎優大もたいしたことない男だったかなぁ。私よりあなたがいいなんて見る目もないし、仕事だってどうせ外見でちやほやされてここまで来ただけなんでしょ」

（なに、この子……。なんで、こんなことっ……！）

「それに、あなたむかつくんですよ。たいして可愛くもないのに、ただヘラヘラしてるだけで楢崎さんにも課長にも優しくされて。高田さんだって、あなたばっかり褒めるし」

　出会った頃の雰囲気も思い出せないほど辛辣に毒づき、友香が「もしかして楢崎さんと課長のこと狙ってたんですか？」なんてクスクスと笑う。

　衣梨奈は、腹の底からふつふつと怒りが湧いてくるのを感じ、思わず右手を振り上げてしまいそうになった。なんとかこらえたのは、理性が働いていたからである。

　自分のことは、どう言われても、どんな風に思われてもいい。

　優大とセフレでいることをやめようと決めたのは少なからず友香の影響があり、結果的には彼女の言動に振り回されたのは事実だ。ただ、彼との関係をかき回された……なんて、被害者面をするつもりはない。

　優大と向き合えなかったのは、他の誰でもなく衣梨奈自身のせいだとよくわかっているからだ。

　けれど、彼のことだけは聞き流せなかった。

「里中さんに優大のなにがわかるの？」

「……はぁ？」

「優大はずっと努力してきたのよ。つらくても苦しくても、愚痴ひとつ零さずに真っ直ぐに努力できる人なの！　今だって陰ではすごく努力してるんだから！」

　衣梨奈と会っていたときだって、優大はよく仕事のことを話していた。夜中に目が覚めると、隣で彼が企画書を作っていたこともある。

　優大自身は苦労している素振りは見せないが、彼は人知れず努力していた。昔と変わらないそんなところにもまた、衣梨奈は心惹かれていたのだ。

「あなたがしたことはどうでもいいけど、優大をバカにしないで！」

　声を荒げた衣梨奈に、友香が眉を顰めながら鼻先をふんっと鳴らした。

「あー、もう……本当にむかつく！」

　冷たい視線に射抜かれ、衣梨奈も負けじとそれを受け止めた。

「だいたい、あなたが真面目に仕事をするからこっちまで同じレベルを求められて疲れるし、目星をつけた男はあなたなんかとホテルに行ってるし、いちいち目障りなのよ。派遣なんてどうせすぐに契約を打ち切られるし、給料だって社員ほどもらえないのに、ひとりで張り切ってバッカみたい！　派遣仲間からも『空気が読めない奴だ』って笑われてましたよ」

　職場ではそう思われていたのかもしれない……と一瞬でも頭を過ったせいで、動揺してしまう。

　クスクスと零される彼女の笑い声が、妙に耳につく。

　見下されていることより、仕事で空回っていると思われている方がつらい。派遣であっても真面目に仕事に取り組んできたが、それが周囲を不快にさせていたのだろうか。

　衣梨奈の心が揺らぎ、返す言葉を見つけられずにいたとき。

「でも俺は、仕事を一生懸命こなすこいつの方が、君よりもずっといい女だと思う」

　優しい声色が鼓膜を撫で、背後から回された片腕が衣梨奈の身体をそっと抱きしめた。

「……は？　なんで……っ」

　友香は驚嘆をあらわにしているが、衣梨奈は彼女のことなんてもう眼中にない。

　覚え込まされた腕の感覚と、すっかり嗅ぎ慣れてしまった香水。背中越しに感じる体躯だって、心と身体に刻み込まれてしまっている。

　恐る恐る振り向けば、穏やかに破顔する優大と視線がぶつかった。

「こんな人のどこがいいんですか！　津村さんなんてたいして可愛くもないし、顔もスタイルも私の方がいいはずです！　なのに、どうしてっ……」

　悔しげな友香に、彼がにっこりと笑みを湛える。

「衣梨奈は可愛いよ。君の前ではそういうところは一切見せなかったかもしれないけど、俺の前では誰よりも可愛い。でもそれは、俺だけが知っていればいいことだから」

　恥ずかしげもなく甘い言葉が紡がれて、衣梨奈は庇われたことに対する感動に加え、羞恥と喜びでいっぱいになる。

　あんなにひどいことをしたのに、こんな風に言ってもらう資格なんてない。強がって自分自身にそう言い聞かせてみても、胸の奥がじんと熱くなっていた。

「だいたい、この間言っただろ？　『俺が抱きたいのは君じゃない。本気で大切にしたい好きな女だけだ』って」

　迷いなく言い切った優大は、片腕の中に収めたままの衣梨奈をギュッと抱きしめた。彼の体温がいっそう近くなり、衣梨奈の瞳には涙が滲んだ。

「は？　なに、こいつ！　めちゃくちゃ失礼じゃん！」

「友香、こんな奴らの言うことなんて気にすることないって！」

　顔を真っ赤にした彼女は、わなわなと震えている。友人たちは必死に加勢しようとしているようだが、当の本人は返す言葉がないらしい。

　それを見透かすように、優大は目を眇めた。

「金輪際、俺たちに関わらないでくれ。今度こいつになにかしたら、本気で許さないから」

　低く冷たく地を這うような声に、友香が肩をびくつかせる。

　彼はすぐさま衣梨奈の手を引くと、静観していた早紀に「恩に着る」と言い置いた。

「言っておくけど、これは貸しだからね。衣梨奈、今度は素直になりなよ！」

　彼女は、優大に得意げな表情を見せたあとで衣梨奈に視線を遣り、明るく笑った。

　突然の状況を上手く把握できないままだったが、衣梨奈は彼の大きな手に誘われるがままコーヒーショップを後にした――。
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　車で五分ほどの距離にある優大のマンションに着くと、ソファに促された。

　彼は、歩く時間も惜しかったのか、店を出てすぐにタクシーを拾った。車内では無言だったものの、手は今もしっかりと繋がれている。

「また先手を打たれるのは嫌だから、まずはちゃんと俺の気持ちを伝えるチャンスをくれ」

　程なくして、優大が真剣な面差しで衣梨奈を見つめ、衣梨奈の鼓動が高鳴った。

「優大……？」

　声が震えてしまう。

『俺が抱きたいのは君じゃない。本気で大切にしたい好きな女だけだ』

　彼が友香に向けた断り文句を、都合よく解釈してもいいのだろうか。その場しのぎの言葉ではなかったのだろうか。

　衣梨奈が答えを確信できずにいると、優大は衣梨奈の手をさらに強く握りしめた。

「俺は……今でも衣梨奈が好きだ」

　しっかりと、けれど緊張を孕んだ声が、衣梨奈の鼓膜をそっとくすぐる。胸が痛いくらいに高鳴って、きゅうっと締めつけられた。

　こらえていた膜が崩れ、透明な雫が頬を滑り落ちていく。

「嘘……。だって、私は……」

　衣梨奈は、どうしても信じられなかった。あんなにもひどいことをしたのに、まだ想ってもらえているなんて……。都合のいい夢だって、こうはいかないだろう。

　そもそも、過去に優大を傷つけてしまったことから始まった関係性だったが……。贖罪を盾に続けていたセフレという立場でも、彼との時間に幸せを抱き、いつからか手放すのが怖くなっていた。

　しかし、自分には優大をもう一度想う資格も、彼の隣にいる資格も、ない。

　そう思っていたからこそ、本心を隠して優大との関係を清算することを選び、彼と向き合わないまま自ら離れた。

「確かに、衣梨奈のことを憎みそうになったこともあったよ。それに、衣梨奈を忘れようとしてもなかなか忘れられなくて、ようやく踏ん切りをつけたと思ってたから、あいつらの結婚式で会うのが怖かったけど……。会ってみたら、やっぱり嬉しかった」

　それなのに、優大はやっぱり優しい。

「でも、衣梨奈は急によそよそしくなるし、身体だけの関係を持つのも『初めてじゃない』って言うし……。セフレがいたことはもちろん、なにもかもがあまりにも変わり過ぎてて、めちゃくちゃ困惑した」

「えっ？」

　衣梨奈が驚嘆の声を上げたが、優大は衣梨奈に口を挟む隙を与えない。

「嬉しかったのは俺だけなんだって思うと虚しくて、恋人じゃなくても身体を許すんだって知って悔しくて、セフレ関係を持ち掛けたけど……。結局は、衣梨奈への想いを再認識させられただけだったよ。だから――」

「ちょっと待って、優大！」

　ひとりで話を進めていく彼を強引に止め、衣梨奈は必死に脳内を整理する。まさか……と思ったが、ようやく合点がいった気がした。

「私、セフレなんていたことないよ！　あんな関係になったのは、優大が初めてだもん！」

「は？　いや……今さら隠さなくても……」

「隠してないし、嘘じゃないっ！　そりゃ、証拠なんてないけど……！　でも、私は優大にしか抱かれたことはないよ！」

「じゃあ、なんで『こういうことは、初めてじゃない』なんて……」

　動揺を見せた優大を前に、衣梨奈は必死に記憶を手繰り寄せた。

　残念ながら鮮明に思い出すことはできなかったが、確かに彼とそのような会話をした気がする。

「それはたぶん……優大とするのは初めてじゃない、って意味で言った気がする……」

　なんとか思い出した衣梨奈は、ようやく確信が持てた。

（そうだ……。あのときはもう、拒絶できないって思って……。だから……）

「優大が冗談で言ってるわけじゃないってわかったし、私が一方的に別れて音信不通になったことを怒ってるんだって思ったから、贖罪のつもりで……。付き合ってない人とするなんて考えたこともなかったけど、優大とは初めてってわけじゃないからって……」

「じゃあ、本当に……」

「優大以外としたことなんてないよ！」

　息を大きく吐いた優大が、「なんだ……」と零した。

「じゃあ……俺たち、お互いにただ誤解してただけかよ」

　蓋を開けてみれば、なんとも呆気ない。いい大人がなにをしているんだ、と思い、衣梨奈は情けなくもなった。

「身体から取り戻そうなんて考えるんじゃなかったな……」

　バツが悪そうな彼に、衣梨奈も似たような顔で苦笑を漏らした。

　考えていることは、きっと同じだろう。

　そして、反省の念を抱いていることも。

「さすがにあの夜からやり直すことはできないけど、ちゃんと言わせて」

　真剣な表情になった優大が、衣梨奈を真っ直ぐ見つめてくる。衣梨奈も彼と向き合いたい一心で、その双眸をしっかりと受け止めた。

「今もまだ、衣梨奈のことが好きなんだ。今度はもう間違ったりしないし、衣梨奈にどんなことがあっても支えるって約束する。……だから、俺と付き合ってください」

　緊張混じりの声で紡がれた最後の一言は、高校の卒業式の日にされた告白とまったく同じセリフだった。

　懐かしさが、痛いくらいに胸を締めつける。

　本当に手を伸ばしていいのかわからなかったが、これを受け入れなかったら一生後悔することだけは確信していた。

「私も……優大のことが好き……！　たくさんひどいことして、優大のことを傷つけてばかりだったけど……本当にいいの？　許してくれるの……？」

「バカ」

　困り顔で笑った優大が衣梨奈の手を引き、強引に身体を抱き寄せる。彼の腕の中に閉じ込められると、優しい温もりに包み込まれた。

「俺は、最初から怒ってない。それに、きっと俺だって衣梨奈を傷つけた……。ごめんな」

「ううん……。私の方こそ、ごめんなさい……」

「大事にする。離れてたときの分も、これからもずっと……。もう、離さないから」

　さらに腕に力を込めた優大は、噛みしめるようにそう紡いだ。

　いつの間にか衣梨奈の瞳に溜まっていた雫が零れ、彼の胸元を濡らしていく。

「やべ……。泣きそー……」

　耳朶に触れた低い声音が、少しだけ震えていた。

　あの頃よりもずっと重みのある言葉に、優大への愛おしさが大きくなる。

　彼の広い背中に腕を回した衣梨奈は、逞しい身体をぎゅうっと抱きしめ返した――。
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　言葉もなく寝室に移動すると、ふたりは見つめ合ったままベッドに腰掛けた。

　優大が柔和な眼差しを向けてくれることに、喜びと幸せで心が埋め尽くされていく。

　今は、視線を逸らしたくない。話したいことはたくさんあるのに、それよりもまずは互いの体温を確かめたい。そんな気持ちでいると、彼の顔がゆっくりと近づいてきた。

　そっと瞼を閉じる。もう何度もキスをしているのに、緊張で震えてしまいそうになる。

　刹那、唇に柔らかな温もりが触れ、衣梨奈は胸の奥が戦慄くのを感じた。

　一度離れた唇が、再び重なる。わずかな別離すらも惜しむように、触れるか触れないかの距離でとどまり、何度も何度もくちづけられる。

　触れるだけのキスは、唇も心もくすぐったくて。けれど、どちらも熱を帯びていく。

　戯れのような唇同士の触れ合いは、互いの存在をより強く感じさせてくれた。

「どれだけキスしても飽きない」

　愛おしげに囁かれた言葉が、衣梨奈の鼓膜をくすぐる。甘ったるいセリフに、胸がキュンキュンと締めつけられた。

「うん……私も……」

　ずっと素直になれなかった分、今はどんな些細なことでも伝えたいし、優大の気持ちも知りたい。そんな思いが、自然と本音を口にさせた。

「今日はたっぷり甘やかす」

　緩められた瞳が、衣梨奈を映す。

「セフレだったときは、本心を見せたら嫌われるんじゃないかって思って優しくできない日もあったから……。今日は、衣梨奈がうんざりするほど甘やかしたいんだ」

　声音は優しいのに、吊り上げられた唇がやけに色っぽくて、下肢が密かに疼いた。

「そんなこと……。優大はずっと優しかったよ……」

「じゃあ、もっと優しくする」

　大事にしたいから、と囁きが落とされ、唇が重なる。

　食むようなキスが繰り返され、衣梨奈も同じように彼の唇をついばんだ。甘ったるいキスに、胸の高鳴りが止まらない。

　そんな衣梨奈の胸の内を知ってか知らずか、優大の舌が唇を優しく突いてくる。衣梨奈はおずおずと唇を開き、熱い塊を迎え入れた。

　口内の形をじっくりと確かめるように、彼の舌が歯列をたどっていく。上顎をくすぐるように撫で、口腔をゆっくりと堪能したあとで、舌が搦め捕られた。

　側面をなぞり、裏側をたどって反対の側面へ。くすぐられるようなやり方なのに、背筋がゾクゾクと粟立った。

　追い打ちをかけるように舌全体を吸い上げられて、衣梨奈はくぐもった声を漏らす。

　はぁ……と、吐息が零れ落ちる。膜が張った瞳に映る優大は、艶麗な笑みを湛えていた。

　骨張った右手が衣梨奈の髪に差し込まれ、そっと梳いていく。愛おしむような手つきに、安堵感が広がっていった。

　彼の体温と息遣いをこんなにも近くに感じられることに、涙が込み上げてくる。

「泣くなよ……」

「だって……」

　嬉しくて……という言葉は、上手く声にできなかった。けれど、優大は衣梨奈の気持ちを見透かすように微笑み、眦にくちづけた。

　顔中にキスの雨が降り、彼の手が衣梨奈の身体を横たえさせる。

　視界に映るのは、精悍な顔と見慣れた天井。ライトに照らされる中、優大が微笑んだ。

「これからふたりで幸せになろう。もう、すれ違わないように……」

「うん……」

　涙に濡れた瞳を緩め、大きく頷く。彼は双眸をいっそう柔らかくし、幸せそうに破顔した。

　ドキドキと騒ぐ鼓動が、さらに落ち着きを失くす。もう何度も抱かれたのに、初めてのときよりもずっと緊張していた。

　優大の柔和な視線が注がれる中、彼の手が衣梨奈のブラウスのボタンを外し始めた。肌が少しずつあらわになり、あっという間に大きな胸を包む下着が露出する。

「ね、あんまり見ないで……。っていうか、恥ずかし過ぎてやばいから待って……」

　羞恥で震えそうな声で訴えれば、優大がクスッと笑う。

「今まで散々見ただろ？　衣梨奈の身体なら、もう隅々までちゃんと記憶してるよ。だいたい、この期に及んで焦らすなんて反則だ」

　そんなつもりで言ったわけじゃない。本当に恥ずかしくて、心臓がずっと壊れそうなほど暴れていて持ちそうにないから、少し待ってほしかっただけ。

　それなのに、熱に浮かされたような瞳を見せられて、彼から目が離せなくなった。

　唇にキスが落ちてくる。戯れみたいな、甘ったるいくちづけ。くすぐったくなるようなリップ音を立て、その間にスカートのサイドファスナーが下ろされていく。

　衣梨奈の中にある羞恥は大きくなるばかりなのに、優大に求められている事実が嬉しくて、恥じらいつつも腰を浮かした。

　ふっ、と笑った彼がスカートを剥ぎ取り、ストッキングも脱がされてしまう。開けられているだけだったブラウスも、ベッド脇へと落とされた。

「ああ、いいな……。衣梨奈だ」

　うっとりとしたように、優大がごちる。静寂に包まれた明るい部屋は、やけに艶めかしい。

　衣梨奈が無意識に身体を隠そうとすれば、彼はその手を取ってベッドに縫い留めた。

「やっ……」

　膨らみ切った羞恥と優大の鋭い視線が、衣梨奈を襲う。思わず顔を背ければ、彼の右手の人差し指が衣梨奈の顎から胸の谷間にかけて下りていった。

　肌の質感を確かめるように、五指の腹が双丘のあたりを行き来する。

　じれったくて、くすぐったくて。なんとも言えない感覚に肩を竦めながらも、この先の快感を予想して膝をすり合わせた。

　舌なめずりをしそうに吊り上げられた唇から漏らされる、熱い吐息。衣梨奈だけを映す双眸から放たれる鋭い眼光と、服の上からでもわかる逞しい体躯。

　笑みを浮かべつつも、悩ましげに寄せられた眉までもが色っぽい。

　匂い立つような雄の色香にあてられて、衣梨奈の脳はクラクラと揺らめいた。

「もうやだ……っ！　なんでそんなに余裕なの……。っていうか、なんでそんなにかっこいいのよっ……！　好き過ぎて嫌になる……」

　悔し紛れに口をついたのは、意地っ張りな本音。衣梨奈は優大の表情ひとつで心を乱されてしまうのに、彼はこんなときでも余裕そうなのがずるい。

「私にはあの頃からずっと優大だけなのに、優大はどうせ彼女がいたんでしょ……」

　今日は、可愛い言葉だけを伝えたいのに。自分ばかりが好きな気がしてくると、優大の過去にいた女性たちの存在までもが気になって、可愛げのない言い方をしてしまった。

「俺に壊されたいのか。めちゃくちゃにされたくなかったら、これ以上煽るな」

　余裕なさげに零された声には、艶を帯びた熱がこもっていた。雄臭い色気を纏った双眸に見据えられ、衣梨奈の理性が焼かれていく気がする。

　煽っているつもりなんて、さきほどから毛頭ない。今夜は優しくされたい。

「めちゃくちゃにされてもいい……。だから、私だけを見て……」

　けれど、彼が自分だけを見てくれるのなら、壊れるくらいの激しさで抱かれても構わない。

「……バカ。せっかく優しくしてやろうと思ったのに」

　眉を顰めた優大が、衣梨奈の手首を抑えている手に力を込める。そこから伝わる体温がやけに熱くて、彼の顔つきが妙に余裕なさげで、胸の奥がきゅうっと戦慄く。

　衣梨奈は、そのまま吸い寄せられるように目の前にある優大の唇を奪い、自ら差し込んだ舌で彼の舌を捕らえた。

　優大のやり方を反復するかのごとく、舌をねっとりと絡める。小さな舌では彼のようにはできなかったが、粘膜をしっかりとこすり合わせたあと、吐息を零しながら唇を離した。

「……っ、んんっ」

　直後、唇に噛みつくようなキスをされ、強引に押し入ってきた舌が暴れ回った。

　息つく暇もない、どこか暴力的にも思えるほどの激しいキス。呼吸もできない苦しさで涙が込み上げてくるのに、口腔がじんじんと痺れて背筋が粟立つ。

　その感覚が下肢にまで及び、衣梨奈は無意識に太ももをすり合わせていた。

「……意識を失くされる前に言っておくけど――」

　ようやく唇が解放され、新鮮な空気が肺にまで届く。鈍くなった思考で、色っぽくため息をついた優大の声を追っていくと、衣梨奈の瞳が彼の真剣な眼差しとぶつかった。

「俺は、衣梨奈しか抱いたことはないから」

　その言葉を理解した鼓動が大きく高鳴って、彼の真っ直ぐな面差しが衣梨奈の視界を埋め尽くす。

　体のいい睦言だと思うよりも早く、衣梨奈の心には幸福感が広がり、笑みが零れた。

　

　何度目かもわからないキスの合間に、優大は衣梨奈のブラのホックを外した。衣梨奈は彼のシャツを脱がせ、ベルトに手をかける。

　優大が衣梨奈しか抱いたことがないと知って、衣梨奈の中にあった恥じらいよりも愛欲の方が勝り、あっという間に彼のデニムも脱がせてしまう。

　すると、薄い布に覆われた雄芯が、その存在を主張し始めていた。

　思わず喉を鳴らせば、優大が「全部脱がせてよ」と笑う。衣梨奈は、ためらいながらもボクサーパンツのウエスト部分に手をかけ、最後の一枚をゆっくりと剥ぎ取った。

　その間、優大の手は無防備になったたわわな乳房を揉みしだき、ときおり手のひらが小さな蕾をかすめていく。焦らすように触れられていた先端は、その存在を主張するかのようにゆっくりと勃ち上がっていった。

　衣梨奈も彼に触れたい一心で、軽く隆起した胸板に手を伸ばす。綺麗に割れた腹筋まで撫でると、熱い体温が手のひらから伝わってきた。

　首筋に優大の吐息が当たり、舌が鎖骨に向かう。滑らかな肌に反したざらりとした感触と息遣いが、衣梨奈の心ごと刺激した。

　ベッドに移動してから随分経つが、彼は豊満な膨らみを可愛がるばかり。焦らされるような愛撫に薄桃色の果実が鋭い刺激を待ちわび、秘部が密かに震えていた。

「さっきからずっと、太ももをすり合わせてるな」

　恥ずかしい指摘に吐息を漏らし、獣のような光を宿した瞳に鼓動が跳ねる。

　すると、胸の柔らかさを堪能していた手が、唐突にふたつの突起を摘まみ上げた。

「あっ……！」

　幼気な頂が、ぎゅうっと引っ張られる。電流のような刺激が走り抜け、ピリピリとした快楽が広がった。

「ここ、ちょっと強めに吸われたり、軽く噛まれたりするのが好きだよな？」

　低く淫蕩な声で、楽しげに言い放たれる。

　直後には、ピンと尖った飾りが優大の口腔に飲み込まれ、ちゅうっと吸い上げられた。

　衣梨奈の唇から甲高い声が飛び出し、背中が小さく反る。彼はそのまま緩く歯を立て、弱い部分を舌でねぶった。

　右手はウエストラインや臍周りを愛で、左手は右側の小さな粒を弄る。指の腹でこすり合わせるようにされ、もう片方は執拗に口内でいたぶられ、衣梨奈は余裕もなく身悶えた。

　まだ触れられてもいない秘所が疼き、脚を動かすたびにショーツのひんやりとした感触が伝わってくる。濡れている、とはっきりと自覚した。

「ほら、勃った。それに、真っ赤になっていやらしいよ」

　可愛い、なんて囁かれて、頬がボッと熱くなった。

　いちいち説明しないでほしい。けれど、視界に入った尖りは腫れ、片方は優大の唾液に塗れてヌラヌラと光っている。いつにも増して淫靡に見えた光景に、酩酊感を覚えた。

「こっちも……そろそろ可愛がろう、な？」

　確認するようでいて拒絶はさせない強さで言い置くと、彼はショーツに手をかけ、衣梨奈は甘んじて受け入れる。そっと腰を浮かせると、満足げな笑顔を向けられた。

「もう、ぐちゃぐちゃだ……。ほら、まだ胸しか触ってないのに、いつもより濡れてる」

　秘孔に軽く指先を挿れてくすぐり、掬い取った蜜で濡れた指が目の前に差し出される。

「やだっ……！　そんなの、見せないでよ……」

「どうして？　俺は、衣梨奈が感じてくれて嬉しいけど」

　衣梨奈に見せつけるように愛液を舐め取り、甘い笑みを湛える瞳は優美な弧を描いている。意地悪な表情は昔付き合っていた頃と変わらなくて、簡単にときめいてしまう。

「もっと気持ちよくなろうな」

　小さな子どもをあやすような口調なのに、鋭い視線が胸を突く。思わず吐息を零すと、優大がうっすらと微笑んだ。

「衣梨奈はここ、だろ？」

「ひっ……はぁんっ、っ」

　唇を吊り上げた彼は、薄い茂みの奥で眠る蕾を一瞬で探り当て、ゆるゆると弄んだ。

　花芯の上から軽くこすられているだけなのに、いつも以上に刺激が強く感じる。姫蜜を纏う指は滑りがよく、指の腹で引っ掻くようにされれば、脆弱な花芽はすぐに顔を出した。

　クルクルと捏ね回され、優しく撫でられると、雌核はどんどん硬くなっていく。優大の視線は、乱れる衣梨奈の表情を見逃さないとばかりに、白い肢体にしっかりと注がれていた。

　たまらない喜悦に、衣梨奈の腰が自然と揺れる。ピクピクと跳ねる身体が、まるで彼を誘っているかのようだった。

「わたし、ばっかり……やだぁ……ッ」

「俺はまだいいんだよ。今日は思い切り衣梨奈を可愛がりたいんだ」

　優大の身体が衣梨奈にのしかかり、硬い胸板でたわわな双丘が押し潰される。ピンと天を仰いでいた頂がこすれ、意図せずに甘い刺激を生み出した。

「ぁ、っ……ああっ、やあぁ」

　弱いところばかりを責められ、衣梨奈だけが愉悦に染まっていく。

　喘ぎ悶える衣梨奈は、太もものあたりに当たる硬いものに気づき、滲む視界に映る彼を見つめたまま右手を伸ばした。

「……ッ！　こら、衣梨奈……っ」

　腰を引こうとした優大を咎めるように、太く逞しい昂ぶりを掴む。手のひらに軽く力を込めて撫でると、彼は息を噛み殺した。

「なんだ……まだ余裕があるんだな」

　ハッ、と呼吸を乱しながらも、優大が嗤う。

　その直後、二本の指の腹で秘芽が摘ままれた。

「……ぁ、ッ!?」

　甲高い声が飛び散り、衣梨奈の背中が弓なりになる。優しく丁寧にこすり合わされる幼気な姫粒に、鋭い悦楽が容赦なく注入されていく。

　衣梨奈も必死に手を動かすが、雪崩のように押し寄せる法悦に今にも負けてしまいそうだった。衣梨奈が手を離すよりも早く、優大が腰を引く。

　刹那、キュッ――と摘まみ上げられた突起から激しい痺れが全身に広がり、衣梨奈は顎を仰け反らせながら達した。

　肩で息をする衣梨奈に、彼が満悦そうに唇だけで笑みを落とす。

　もっとイかせてあげる、と囁かれた気がした瞬間、身体を起こした優大が衣梨奈の細い腰を掴み、端正な顔が下肢に埋められた。

「やっ……！　まだっ……ッ――ああっ、っ……だめぇっ……！」

　果てたばかりの鋭敏な芽が熱い舌先に捕らえられ、真珠のようなピンクの粒を持ち上げられる。下から掬うように舐め上げられ、衣梨奈は脚をばたつかせて悶えた。

　無意識に身体を逃がそうとする衣梨奈の太ももを抱え、彼はいじらしく震える蜜芯を捏ねる。舌全体を使って丹念に弄られると、ひとたまりもなかった。

「……ひっ、ああぁぁぁっ……！」

　自由を残された膝下が暴れ、快感を受け止め切れずに宙を掻く。そのまま爪先をピンと伸ばし、二度目の絶頂を味わわされた。

「はぅっ……」

　続けざまに蜜路に指が挿入され、浅いところを解すように動かされた。

　息つく暇もなく弱い部分を責め立てられ、衣梨奈の喉が引き攣る。イヤイヤをするように首を振って、もう無理だと訴えてみても、視界に映る顔は優しい笑みを湛えているだけ。

　やめてくれるどころか、優大はむしろ二本に増やした指を奥へと進ませ、内襞を撫でた。

　秘孔からはだらしなく蜜が零れ、シーツを汚していく。お尻のあたりに感じる冷たさに、自分がどれだけ濡れているのかと思い、眩暈がした。

　彼の右手は衣梨奈の隘路を掻きむしり、執拗に抽挿を繰り返す。

　次々に送り込まれる喜悦に苦悶の表情を浮かべながらも、快楽に染まっていった。

「ナカでも一回イっとこうか。もうこっちだけでも、ちゃんとイけるだろ？」

　なだめるような優大の声が、鼓膜をくすぐった瞬間。

「あぁっ……！」

　姫洞に埋め込まれていた指が鉤状に曲げられ、下腹部の裏側を刺激する。押すようにこすられ、指の腹で丁寧に引っ掻かれ続けると、頂までたどり着くのはあっという間だった。

「んんっ、アァッ……イっちゃ……！　ふぁああっ――」

　秘孔から飛沫が飛び散り、彼の身体を濡らす。腰をガクガクと震わせながら果てた衣梨奈は、次いで身体を弛緩させ、くたりと放心した。

「ああ、もう……可愛い。めちゃくちゃ可愛い……」

　衣梨奈を抱きすくめた優大が、噛みしめるようにごちる。顔も下肢もぐちゃぐちゃで、そんな風に思えるはずがないと感じているのに。

「衣梨奈が誰にも抱かれてなくてよかった……」

　彼が本気の声色で呟いたから、衣梨奈の視界がますます歪んだ。

「優大……」

　身体はまだ痺れ、呼吸だって整っていない。

「今すぐに、優大が欲しい……」

　けれど、もう一秒たりとも待つのは嫌だった。

　苦しくても壊れても、今はとにかく優大とひとつになりたい。そんな気持ちで涙混じりにねだれば、顔を上げた彼が困り顔で微笑んだ。

「優しくしたいって言ってるのに……」

　バカだな、と優しい声が降ってくる。そんなことすら嬉しくて、衣梨奈は優大の首に腕を回してぎゅうっと抱きついた。

「いいよ、バカでも……。優大の傍にいられるのなら、なんでもいい……」

　ずっと素直になれなかったのが嘘のように、想いがスラスラと言葉に変わる。もっと早く伝えていれば……とは思ったが、今は後悔よりも幸せを感じていたかった。

「……俺の方がバカかも。衣梨奈が可愛過ぎて、頭がおかしくなりそうだ」

　じゃあ、一緒におかしくなろうよ……と告げたのが、合図だった。

　熱に浮かされた瞳を向けてくる優大が、性急にビニールのパッケージを破き、すっかり勃ち上がった屹立に薄膜を被せた。

　こくん、と喉を鳴らした衣梨奈に、彼はうっすらと嗤う。嫌になるほど淫蕩な顔つきに、子宮がズクンと疼いた。

「ちゃんと抱かせて。今日からは恋人として」

「うん……抱いて」

「ああ……。俺も、衣梨奈のナカに挿りたい」

　滾りが秘裂にあてがわれ、くちゅくちゅと水音を奏でる。淫靡な音は次第に大きくなり、気づけば互いに下肢をこすり合わせていた。

　程なくして秘孔に照準を定めた熱杭が、蜜壺を拡げるように侵入してきた。狭い淫道は戦慄き、けれど愛おしい人の分身を歓待する。

「ふっ、ぁ」

「……っ、ハッ」

　轟く柔壁をかき分けるように進む肉塊は、途中で何度も腰を回して肉襞を解すようにしながら、時間をかけて根元まで埋めた。

「ほら、ッ……衣梨奈……。全部、挿ったよ……」

「ん……。くるし……」

「衣梨奈のナカが、狭いから……」

（でも、優大だって……）

　いつも以上に質量を持つ雄の欲望に、衣梨奈は悩ましげに唇を震わせる。奥まで届いた楔は、その場に存在しているだけで獰猛な獣のように衣梨奈を追いつめた。

「初めてのときも、再会した夜も、この体位だったな」

　しみじみとそんなことを口にした優大に、衣梨奈は懐かしさと切なさに包まれる。情交の記憶が蘇り恥ずかしさも芽生えたものの、羞恥よりも懐古的なものの方が大きかった。

　甘酸っぱくて幸せな記憶と、切なくて虚しかった記憶。今となっては、どちらも彼との大切な思い出ではあるが、すれ違うのはもうこりごりだ。

「セフレだったときも、本当はいつだって衣梨奈を想いながら抱いてたよ」

　優しく囁かれるとその気持ちはより強くなり、衣梨奈の胸は優大への愛おしさでいっぱいになった。

「今日は俺の想いが伝わるように抱くから」

　衣梨奈が涙で濡れた瞳で弧を描いて頷けば、彼は衣梨奈の瞼に唇をそっと落としたあと、ゆるりと腰を回した。

「あっ……んっ」

　甘い熱が全身を駆け抜け、衣梨奈は優大にしがみつく。汗で濡れた肌がこすれ、体温を重ね合わせる。彼の律動に合わせるように、衣梨奈も必死に腰を揺らめかせた。

　最初から互いを高め合うための動きは、あっという間に激しさを増す。奥を突かれるたびに子宮がすぼまるようで、柔壁が強直をきゅうきゅうと食いしめた。

　混じり合うほどの吐息が、双方の肌を甘やかに撫でる。甲高い声が飛び散り、その合間を縫うように愉悦をこらえる低い声が零される。

　いつの間にか、優大の腰に脚を回していた衣梨奈は、自らも快感を貪っていた。

「あっ、あぁっ……も、だめ……」

　前戯だけで三度達していた衣梨奈の身体は、瞬く間に快楽の階段を駆け上がる。押し寄せる法悦の波は次第に大きくなり、瞼を閉じてそのときに備えた。

「ん……いいよ。……俺も、もう……ッ」

　言うが早く、彼が腰をガンガンと打ちつけ、怒涛の勢いで最奥を穿った。一気に激しさを増した律動に責め立てられ、瞼の裏でチカチカと光が舞う。

「やあぁ……っ、ァッ！　……ッ、ああぁぁぁ――」

　視界が明滅するさなか、体内に蓄積された悦楽が弾け飛び、衣梨奈は四肢を戦慄かせながら昇りつめた。

　肉壁が大きく轟き、愛する人の欲望を求めて怒張をきゅうぅっ――と食いしばる。

　次いで、二、三度ガツンッと腰を打ちつけた優大も、大きく胴震いしながら膜越しに飛沫を吐き出し、衣梨奈を抱きしめた。

　衣梨奈は、彼の温もりをしっかりと感じ、一度開けた瞼をそっと閉じた。

　

「ふぁ、っ」

　身体が貫かれたような感覚に目を開けると、衣梨奈を見下ろす優大の顔が飛び込んできて、衣梨奈は自身を襲う感覚に困惑した。

「……ッ、ゆうだい？」

「ん……。まだ足りない。もっと、抱きたい」

「やぁ……」

　眉根を寄せて力なく吐息を漏らし、もう無理だと口で訴える代わりに首を小さく横に振る。しかし、彼は無情にも「もうちょっと付き合って」と言い放った。

　優大の腕が衣梨奈の背中に回り、身体がゆっくりと起こされる。蜜路に突き刺さる昂ぶりの質量に、眦から涙を流して苦しげな息を吐いた。

　そのままギュッと抱きしめられ、圧迫感に苦悶の表情を浮かべながらも安堵感にも包まれる。逃げたいのに逃げ場がないことで、縋るように彼の首にしがみつくしかなかった。

「深……ッ、くるし……」

「うん……」

「もっ、むり……だから……」

　優大は優しい声で相槌を打つくせに、対面座位で腰をぴたりと押しつけてくる。

「でも……衣梨奈のここは、きゅうきゅう締めつけてくる」

　うっとりとした囁きが衣梨奈の鼓膜を犯し、ゆるゆると楔が動かされる。二度目だとは思えないほどの存在感を放つ獰猛な熱は、それだけでも衣梨奈に快感をもたらした。

「んんっ！　ぁ、っ……ッ、はぅ、ぁん……」

「……っ、ほら……な？　気持ちいいって言ってるみたいに、きゅうって……。放してくれないのは……ッ、衣梨奈の方、だ……」

　意地悪な言葉も、淫蕩な声色も、あっという間に衣梨奈の心を奪う。

　彼の声に従順な反応を見せる姫洞は轟き、新たな欲を覚えた子宮がひどくすぼまった。

「はぁ……ん……優しく、して」

「めちゃくちゃにされてもいい、って言っただろ？」

　低い囁きが耳朶に触れた瞬間。

「ひっ――ああぁぁっ……ぁ、ッ！」

　優大が腰を大きく引き、最奥を狙うようにして雄芯を強く打ちつけた。

　衣梨奈の口からは甲高い嬌声が飛び出し、彼にされるがままに身体を揺さぶられる。

　脳が揺れるくらいの激しさに息を詰め、涙をボロボロと零しながら首を横に振った。

　喜悦を貪る怒張が我が物顔で肉襞を引っ掻き、柔らかな壁を捏ねるようにして。雄の欲望をきゅうきゅうと食いしばる蜜壺全体を、激しく丹念に掻きむしる。

　過ぎた悦楽は苦痛なのに、身体は悦び震え、秘孔は淫靡な蜜を垂れ流していた。

　深くて苦しい。けれど……気持ちいい。

「衣梨奈だって……ッ、動いてる」

　気づけば腰を揺らめかせていた衣梨奈は、さらなる愉悦にたどり着く。もう無理だと思っていたのが嘘のように、身体が勝手に動いていた。

「っ、ハッ……無理って、言ってたのにな……」

　揶揄されているような言い方も、クスリと笑う声も、心をくすぐってくる。

　身体ごと堕ちてしまえば、あとはもう優大の些細な言動ですら甘やかな愛撫になった。

「ああっ……んっ、はぁあっ……いいっ……」

　彼の硬い胸筋でこすれるふたつの突起も、雄杭に翻弄されていく姫洞も、たまらなく気持ちいい。快楽だけを求め合う行為は、心も身体も満たしていく。

「ん、いいな……。俺も、ッ、いいよ……。クッ……！」

　ふと衣梨奈が瞼を開ければ、優大が恍惚の笑みを浮かべていた。

「衣梨奈のナカ、めちゃくちゃ濡れてる……。熱くて、とろとろで……溺れそうだ」

　うっとりと緩められた瞳が衣梨奈を見つめ、これ以上ないほどに甘ったるく微笑んでいる。愛している、と言われた気がして、心がきゅうっと震えた。

（ああ、もう……どうして、こんなに……）

「すき、ッ……優大、ぁッ、はぁ……好き……！」

　刹那、胸を突き上げた想いを零せば、剛直がいっそう膨れ上がった。

「ああっ……！」

「……っ！　だから、煽るなって！」

　充溢した屹立が、さらに衣梨奈を責め立てる。容赦のない抽挿に脳髄までもがじんじんと痺れて、意識を手放してしまいそうになる。

　けれど、衣梨奈は向かい合う彼にしがみついたまま、無我夢中で下肢を押しつけた。

「ふぁ……っ、ああっ……」

　閉じた瞼の裏がチカチカと光り、視界も思考も白んでいく。一緒に果てたいという気持ちとは裏腹に、衣梨奈の身体に法悦の荒波が襲いかかってくる。

　優大は、すべてを見透かすように滾りを激しく打ちつけ、窪んだ最奥を抉るようにガンガンと穿った。

　極めつけとばかりに、ガツンッ――と怒張を押し込まれた直後。

「んあっ……だめ……っ、もう……ぃ、やああぁぁッ――！」

　衣梨奈はとうとう強烈な愉悦の波に飲み込まれ、遥か高みに押し上げられた。

「はっ……ッ、ぅぁっ――！」

　激しく轟く内壁をかき乱していた彼も、短く呻きを漏らしながら腰をぶるっ……と震わせ、薄膜越しに爆ぜた。

　ビクッ、ビクッ……と痙攣する雄杭が最後の一滴まで飛沫を吐き出す感覚に、衣梨奈の唇がうっとりとしたように弧を描いた。

　落ちていく意識の中、優大が衣梨奈の身体をベッドに横たえさせる。

　うっすらと瞼を開けた衣梨奈は、滲む視界に彼を捉えた。

「もう……離さないで……」

　力なく小さく訴えた衣梨奈に、優大が柔らかく破顔する。

「誰に頼まれても離す気はないよ」

　優しい声音とともに唇にそっとキスが降ってきて、彼の温かい腕に包まれた。

「愛してる」

「優大……」

　ずっと欲しかった言葉を与えられ、感激で胸が詰まった。

　突き上げてくる喜びに涙を零しながらも、衣梨奈も想いを言葉に変える。

「うん、私も……。愛してる」

　優しい香りと愛おしい体温に抱きすくめられ、衣梨奈は満悦至極の幸福感を抱き、微かな笑みを浮かべてゆっくりと瞼を閉じた――。






エピローグ








　カーテン越しに感じる、穏やかな日差し。

　隣で可愛い寝息を立てる、愛おしい恋人。

　最高の朝を迎えた優大は、綻ぶ口元を隠すことなく笑みを浮かべ、まだ夢の中にいる衣梨奈の額にそっとくちづけた。

　四ヶ月ほど前に再会した、元カノ。勘違いから持ち掛けたセフレ関係を経て、ようやく再び手に入れることができた。

　五年半ほど前に振られたときには突然のことに動揺し、その週末の最終の新幹線で衣梨奈に会いに行ったが、彼女が住んでいたはずの実家は売家になっていた。

　早紀すらも衣梨奈とは連絡が取れず、頼みの綱で訪ねた衣梨奈の会社でも『辞めたよ』と冷たく言い放たれたときには、絶望感しかなかった。

　同窓会にも現れなくなった衣梨奈の状況は、誰に訊いてもわからないままでひどく心配もしたが、再会した日に理由を聞いたときは支え切れなかった過去を心底悔やんだ。

　もっと衣梨奈の様子をよく見ていれば、彼女の異変に気づけていたに違いない。四年半以上も付き合っていたのに、苦しんでいたことに気づけなかった。

　遠距離恋愛でなければ察することもできたのかもしれないが、当時は優大自身も余裕なんてなかった。けれど、あんな風になるくらいなら、どれだけ睡眠時間を削ってでも、もっと衣梨奈のことを大切にすればよかった。

　その後悔を抱えて飲み過ぎた末、眠ってしまった彼女をホテルに連れ込んだ。

　再会するまでの五年間、何度も忘れようとしたのに、どうしたって忘れられなかった。

　結婚式場で衣梨奈を一目見た瞬間からまた心を奪われてしまい、ずっと動揺を隠すことに必死だったから、ひとまず理性を保つためにシャワーを浴びた。

　正直、綺麗になった元カノを前に下心は芽生えたし、折を見て衣梨奈とやり直せないかとも思っていた。

　ところが、彼女にはセフレがいたことがあるのだ……と誤解してしまい、腹の底から沸き上がる嫉妬と怒りでどうにかなりそうだった。

　ずるいと理解しながらも衣梨奈を言い包めて結んだセフレという関係性は、身体を重ねれば重ねるほど心地好くなり、セフレだということを忘れてしまいそうなときもあった。

　セックスをするたびに彼女が愛おしくなって、どうにかしてもう一度手に入れたくて。身体から堕とし、外堀から埋めてやろう……なんて目論んでしまうほどに。

　その上、真面目に働く衣梨奈の姿は、いつも真っ直ぐだった学生時代の彼女を思い起こさせ、ますます夢中になっていった。

　会社では控えめで淑女のように清楚な衣梨奈が、ベッドの中では優大がひとたび可愛がってやれば悩ましげに乱れて誘惑してくる。

　小さな業務にも真摯に取り組む姿も、淫らに喘ぎ悶える姿も――。とにかく彼女のすべてが愛おしくてたまらず、離れていた時間を埋めるかのように瞬く間に恋情が膨れ上がった。

　しかし、なんとか衣梨奈を繋ぎとめるために提案したセフレ関係すらも破綻し、優大を避けるようになった彼女に連絡を一切無視され、いくら家に行っても会えなくなった。

　そこで仕方なく、早紀を訪ねて『衣梨奈を呼び出してほしい』と頼んだ。案の定、理由を話したあとにはクッションをぶん投げられたが、彼女の気持ちもわかる。

　早紀は、古いスマホや手帳を引っ張り出し、ほとんど使ったことがない衣梨奈のメールアドレスを探し当ててまで連絡を取って結婚式に招待し、『ちゃんと話し合って』と言ってくれていたのだ。

　早紀自身が衣梨奈を式に招待したかったというのもあるだろうが、優大と衣梨奈のことをずっと気にかけてくれていたのだろう。もちろん、兼造もそうだとわかっている。

　そうしてお膳立てしてもらったにもかかわらず、優大は誤解から衣梨奈とセフレ関係になってしまい、しかも二度も逃げられるところだったのだ――。

　

　十時を過ぎた頃に目を覚ました衣梨奈とベッドを出て、軽く朝食を摂ることにした。

「なぁ、三嶋課長とはなんでもないんだよな？」

　衣梨奈が作ったオムレツをつつきながら問えば、隣にいる彼女が笑みを零した。

「あれは、立ち眩みでふらついたところを助けてもらっただけだから」

　あのときは三嶋と抱き合っているように見えたため、てっきり彼に想いを寄せているのかと思っていたが、それも誤解に誤解を重ねていたようだった。

「だいたい、三嶋課長には奥さんがいて、課長は社内でも有名な愛妻家なんでしょ？　私が相手にされるはずがないじゃない。三嶋課長じゃなくても、そんな心配はいらないよ」

　呆れた笑みを浮かべる衣梨奈に、優大は眉を顰める。

（わかってないな……。小谷なんて、どう見ても衣梨奈狙いだろ）

　本人が知らないだけで、同僚の中には彼女に好意を向けている者もいる。あからさまな態度ではないが、優大から見れば一目瞭然だった。

（そういえば、衣梨奈って鈍かったっけ……）

　高校時代も付き合ってからも、衣梨奈に下心を覗かせる男たちを察知しては全力で牽制し、そのたびに随分とやきもきさせられた。

「っていうか、私より優大だよ……。私は九月いっぱいでシブサワ堂との契約が終わるのに、あんなにモテる優大を見てたら今から心配なんだけど……」

「は？」

　瞳を伏せながら嫉妬を見せる衣梨奈に、優大は意表を突かれて目を丸くする。

（なんだ、この可愛さは）

　素直になった彼女は、以前にも増してタチが悪い。

「……里中さんみたいに言い寄る人がいても、ちゃんと断ってね？」

「俺、衣梨奈しか見てないけど？　そんなに心配なら、今すぐに籍でも入れるか？」

「…………バカ」

　頬をほのかに染めた衣梨奈が、苦笑を零す。ただ、その表情はとても嬉しそうで、今すぐにベッドに戻ろうか……と真剣に悩んだ。

「わりと本気だけど」

「もう……」

　いい大人が言いたいことも言えずに過ごしていたせいで、すっかり遠回りしてしまったが……。ようやく恋人になれた今は、なにがあっても彼女を手放す気はなかった――。

　

　二週間後の土曜日の正午、優大は衣梨奈とともに表参道に繰り出した。

　駅から程近いイタリアンレストランの前にいた早紀と兼造が、優大たちを見つけて手を振ってくる。四人が揃い、仲良く店内に足を踏み入れた。

「好きなもの頼んでよ」

「言われなくても遠慮なんかしません。二回もチャンスを作ってあげたんだから、楢崎くんには海外旅行くらいプレゼントしてもらってもいいんだけど？」

　優大の言葉に、早紀がからかうように笑う。兼造もケラケラと笑い声を上げ、衣梨奈はその様子を楽しげに見つめていた。

　学生時代にもよくこんな風に冗談を言い合い、くだらないことで笑い転げた。眩しく懐かしい日々はもう戻ってこないが、これからまた新しい思い出を作っていけるだろう。

　ランチを済ませたあとは、ファッションブランドが立ち並ぶ街を回った。

　途中、男女で別行動をすることになり、優大と兼造は理由を伏せて衣梨奈を強引に連れ去った早紀に首を捻ったが、穏やかな土曜日の午後はあっという間に過ぎていった。

　もう二度と味わえないと思っていた四人での時間に優大の心は満たされ、いつか衣梨奈と結婚しても家族ぐるみの付き合いをするのだろう……と想像して、笑みを零した。

　ちなみに、別行動中の衣梨奈たちは、早紀の妹の麻紀が勤めるハニードロップに立ち寄っていたらしい。

　ふたりに勧められるがまま購入したと言う衣梨奈がその夜に纏っていたランジェリーは、優大を存分に楽しませてくれ、満悦至極な気分で眠りに就くことができた。
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　九月も中旬が終わろうとしている、金曜日の夜。

　高田と飲みに行っていたあとで訪ねてきた衣梨奈を、優大は笑顔で迎え入れた。

「契約更新、おめでとう」

「ありがとう」

　彼女のお気に入りのパティスリーで購入したケーキを出せば、満面の笑みが返ってきた。

　今月でシブサワ堂との契約期間が満了になる予定だった衣梨奈だが、昨日の午後に部長から契約更新を打診され、彼女は即答で受け入れたのだとか。

　衣梨奈の今後を気にしていた優大もこれには喜び、なによりも半年延びた契約のおかげで春まで一緒に働けることを嬉しく思っていた。

　シブサワ堂では社員はもちろん、派遣会社のスタッフも大切にしており、彼女のように勤務態度が真面目で仕事ができるのであれば、契約更新になるのも珍しくはない。

「それでね、三嶋課長が『中途採用試験を受けてみないか』って。今日、中途採用試験の資料をもらったの。面接のときに仕事の評価を参考にするらしくて、『津村さんなら可能性があると思うよ』って言ってもらえたんだけど、優大はどう思う？」

　優大にとっては、寝耳に水だった。企画部での衣梨奈に対する評判はいいが、まさか三嶋が中途採用試験の話を持ち掛けるほどだとは思ってもいなかったからだ。

「悩むことなんてないだろ？　衣梨奈はずっと正社員を目指してたんだよな？　うちは中途採用の社員にも色々なチャンスがあるし、待遇も福利厚生も手厚い。衣梨奈にその気があるなら、受けてみるべきだ」

　真剣な表情で答えれば、彼女が安堵混じりに微笑んで頷いた。その顔つきから、答えはもう決まっていたのだと悟る。

「よかった……。もし受かったら、今後はずっと同じ会社で働くことになるじゃない？　優大は嫌じゃないかな、って不安だったの」

「バカ」

　いらぬ心配をしていた恋人に、優大はため息をつく。

「そんなわけないだろ。衣梨奈と一緒に働けるなら嬉しいよ」

　四六時中ずっと一緒にいたいのに……と付け足せば、衣梨奈は面映ゆそうに瞳を緩めた。

「じゃあ、頑張らないと。声をかけてもらえたからって有利になるわけじゃないし、これからは試験勉強もしなきゃね」

「ああ。俺も協力するから一緒に頑張ろう」

「うん、ありがとう」

　上手くいけば、来春からは彼女もシブサワ堂の正社員かもしれない。

　そうなるように祈りつつ、優大は衣梨奈の契約更新を決めた上司と中途採用試験を勧めてくれた三嶋に、密かに感謝の念を抱いていた。

　

　十月に入り、景色は少しずつ秋めいてきた。

　優大は、上半期に出した自身の企画案が通り、本社に来てから一番大きなプロジェクトを抱えることになったため、今まで以上に目まぐるしい日々を送っていた。

　優大が残業していると、三嶋が「お疲れ様」と声をかけてきた。

「あ、課長。お疲れ様です」

　企画部には誰も残っておらず、隣の部署も人はまばらである。彼ももう帰るようで、すぐ傍のデスクで身支度を整えている。

「すっかり慣れたみたいだね。こっちでも実力を発揮してくれて嬉しいよ」

　優大が大阪支社にいたときから、三嶋の仕事ぶりは耳に入ってきていた。一緒に仕事をするようになった日々で彼の実力を知り、尊敬の念はいっそう強くなった。

　そんな相手からの褒め言葉に、つい表情が緩んでしまいそうになる。

「いえ、僕なんてまだまだです。三嶋課長を目標に、もっと頑張ります」

「それは、俺もうかうかしていられないな」

　三嶋は目を眇めて優大を見つめ、「でも、意欲があるのはいいことだよ」と余裕そうに笑う。同性でもかっこいいと思わされる立ち居振る舞いに、思わず背筋を伸ばした。

　ふとなにかを思い出したように、彼が「ああ、そうだ」と瞳を緩める。

「彼女のこと、大切にした方がいいよ」

　意味深な笑みと言葉に、優大は鳩が豆鉄砲を食らったようにポカンとした。けれど、即座にハッとして、真っ直ぐに三嶋を見つめる。

「もちろん、そのつもりです」

「今度、ふたりで飲みにでも行こうか。じゃあ、お疲れ様」

　三嶋はそう言い置くと、優大の答えを待つ素振りもなく優雅な笑顔でビジネスバッグを手にした。「お疲れ様でした」と返した優大は、椅子に深く腰掛けた。

「あの人……どこまで知ってるんだよ」

　衣梨奈との関係は、社内では誰にも話していない。優大は公表したいくらいだが、彼女が首を横に振ったのだ。

　派遣社員の衣梨奈はあまり目立ちたくないようで、優大もその気持ちは尊重するつもりでいる。そんなわけで、彼女とは雑談すらできる限り控えているのに。

（課長には見透かされてた、ってことか。悔しいけど、全部がかっこいいんだよな）

　まだまだ及ばないとわかっているが、彼に追いつきたい。

　目標が大きいほど燃えるのは昔からで、いっそう仕事に邁進しようと誓った――。





＊　＊　＊






　冬を飛び越え、うららかな日差しが降り注ぐ春を迎えた四月中旬の月曜日。

　澄み渡る青空の下、優大と衣梨奈は一緒に家を出てシブサワ堂に向かっていた。

　二月に受けた中途採用試験に見事合格した彼女は、今月からシブサワ堂の正社員となり、無事に研修も終えて本日付で広報部に配属されることが決まっている。

　〝楢崎〟衣梨奈として――。

　ふたりは、十年前の高校の卒業式――つまりは、最初に付き合った記念日である三月上旬に入籍し、このたび夫婦となった。

　挙式も披露宴もまだこれからだが、半同棲を経て今年の二月末には同棲を始めていたため、会社や同僚たちにも早々に報告済みである。

　早紀と兼造も大喜びしてくれ、最近妊娠がわかった彼女は涙脆くなったらしく、目を腫らすほど泣いてくれた。

　これほど大切に想ってくれる友人たちの存在を、本当にありがたく思う。

　めでたいこと続きの日々は慌ただしくもあったが、温もりと幸せで満ちていた。

「緊張してる？」

　会社に着いて尋ねた優大に、衣梨奈が苦笑を漏らした。

「ちょっとだけね」

「衣梨奈らしく頑張れば、きっと大丈夫だよ」　

　笑顔で肩をポンと叩けば、彼女が大きく頷く。その面差しは真っ直ぐで、緊張や不安よりもワクワクしているようだった。

　企画部と広報部のフロアは同じ階にあるため、仕事中も互いをどこか近くに感じられるのは嬉しい。同僚にからかわれることもあるが、おかげで衣梨奈に言い寄る男がいないのはありがたいし、身近に彼女がいると思うだけで励みにもなった。

「じゃあ、今日も頑張れ」

「うん。優大も頑張ってね」

　いつも通りに励まし合い、エレベーターの前で別れる。こんな一言で今日も一日頑張ろうという気持ちになれるのだから、愛おしい妻の力は偉大である。

　手を振るふたりの左手の薬指には、愛を誓い合った証が静かに輝いていた――。
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　こんにちは、桜さくら月づき海み羽うです。

　このたびは、『淫らで甘い執着愛はセフレらしくない』をお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　私事ではありますが、二〇二一年二月でデビュー一周年を迎え、桜月としての活動も二年目に入りました。これもひとえに、温かく応援してくださっている皆様のおかげです。

　

　デビュー二年目の第一弾となった、元恋人同士の遠回りな恋模様はいかがでしたか？

　今回は〝再会愛〟と〝セフレ〟をテーマに書いてみましたが、じれったいシーンと切ないシーンが多かったかもしれません。

　『再会愛＋セフレ』となれば、些細なことですれ違ってしまったり、つまらない勘違いから誤解が大きくなったり、はたまたお互いに素直になれなかったり……というのが王道ネタかな？　と思うのですが、そのあたりをすべて詰め込んでみました。

　相変わらずベッドシーンに泣かされ、頭を抱えながら夜な夜な何度も書き直しましたが、無事にひとつの作品として皆様のもとにお届けできてホッとしています。

　そんな今作では、独りよがりや勘違いが重なった元恋人同士らしいジレジレ感とともに、ドキドキと胸キュンを楽しんでいただけていましたら幸いです。

　ちなみに、おまけ感覚で桜月の既刊のキャラやブランド名などが少しだけ登場しているので、既刊を読了してくださっている方はもしよろしければ探してみてください。

　

　今作でもご指南くださった担当様、五度目のご縁をくださった濃蜜ラブルージュ様。また、この作品に携わってくださったすべての方々に、心よりお礼申し上げます。

　表紙イラストを担当してくださった、つきのおまめ先生。色気たっぷりの優大が素敵で、悩ましげな衣梨奈の表情が可愛くて、ラフ画を拝見させていただいたときから感激でした。私の想像以上のふたりを描いてくださり、本当に感謝しております。

　最後になりましたが、いつも応援してくださっている皆様と今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝を込めて。

　本当にありがとうございました。

　またどこかでお目にかかれることを願いながら、今度も精進して参ります。






桜月海羽










【著者紹介】

日々の癒しは、ちょっとマヌケな愛犬の存在。そして、アイスとフルーツ。桜月名義でもＴｗｉｔｔｅｒ始めました。







濃蜜ラブルージュ

淫みだらで甘あまい執しゅう着ちゃく愛あいはセフレらしくない


2021年5月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　桜月海羽

■イラスト　つきのおまめ

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　BELL'S GRAPHICS



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©MIU SAKURAZUKI  ©Omame Tsukino









この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。









[image: ]













[image: ]








item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		プロローグ



		一



		二



		三



		四



		五



		六



		七



		八



		九



		エピローグ













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg





item/image/p1-cg.jpg
ESHTHOWHAERIR
t7V56LL kW

A B






item/image/ad01.jpg





item/image/ad02.jpg





